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FUJITSU Server PRIMERGYͷӡ༻มֵ

ʮӡ༻ʯ͕ มΘΔɻ
αʔό͕ม͑Δɻ
͜Ε͔Β͸ɺ୭Ͱ΋ʮӡ༻ʯɻ
͔ͬ͠ΓɺΤίɻ
ビッグデータ活用やHPCなど、ビジネスイノベーションのチャンスを生み
出すICTをスムーズに導入するためには、既存システムのスリム化と複雑化
した運用スタイルの改善が不可欠です。
FUJITSU Server PRIMERGYは、サーバを中心としたネットワークをシンプ
ルに再編し、仮想/物理サーバの混在するシステムおよびファシリティを
統合的に運用できる環境を追求。これまでにない効率化と省力化を実現
するとともに、この先の変化に柔軟に対応できるヒューマンセントリック
なシステム基盤の創出に貢献します。

● ICTからファシリティまで、ひとつの画面で視界にとらえる。それがデータセンターの理想です。

● たとえば、サーバ増設に要する工数は、従来と比べて半減以下。これが「統」の効果です。

ʮ౷ʯͷ௥ٻ

ʮ౷ʯͷ௥ٻ

ʮॊʯͷ௥ٻ

ʮলʯͷ௥ٻ

データセンター管理の
「視界」を変える！

ネットワーク接続を
シンプルに変える！

省力化を追求し
より「エコ」に変える！

高度な管理機能を自動化。
簡単シンプルな使い勝手
・  サーバ、ストレージ、スイッチ、ファシリティの
統合管理製品

・データセンター運用での運用効率を改善

サーバ自動検出、プロファイル設定
手作業で行っていた作業を大幅に簡略化
・  ネットワークに接続されたサーバを自動検出
・  プロファイル定義による自動設定

͜Ε·Ͱ

͜Ε͔Β

αʔόͷ௥Ճ

ࣗಈઃఆ

サーバ

ファシリティ

ネットワーク

データセンター

サーバ検出画面 プロファイル画面（BIOS）
サーバのリソース増設工数

ɺ໿110෼ؒ࣌ۀ࡞࡞342ૢ

࡞86ૢ
ɺ໿85෼ؒ࣌ۀ࡞

ैདྷ

͜Ε͔Β͸ サーバ設定、ネットワーク設定、
ストレージ設定など、大半部分の工数を大幅に削減！

BIOS/RAID
ネットワーク

ESXiインストール
vCenter Serverへの登録

サーバ
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設定

設定 設定

設定

設定

設定

設定

設定

● サーバで運用。設計・設定・管理、すべてをかんたんに。それがネットワークの理想です。

● たとえば、ネットワークをソフトウェア制御にすることで、従来と比べて作業時間を絶大に削減。これが「柔」の効果です。

ʮॊʯͷ௥ٻ

サーバ管理者にも管理しやすい、柔軟なネットワーク運用を実現する「コンバージドファブリック」
・  設定作業なしでスイッチ増設・交換
・  高信頼ネットワークを自動構築

GUI環境などにより管理の手間と時間を削減
・  GUI操作で直観的なネットワーク分割
・  仮想環境移行をソフトウェアで自動制御

͍··Ͱ͸ ͜Ε͔Β͸

ServerView Fabric Manager管理画面

ネットワーク分割作業 ポート設定の自動制御

ैདྷ͸
物理結線図（設計書）を見ながらネット
ワーク分割設計を実施。

ैདྷ͸
移行作業を行った場合、仮想スイッチ
設定、VLAN設定が必要。

͜Ε͔Β͸
物理/仮想の結線をGUIで見ながら直観
的に設定。

͜Ε͔Β͸
仮想環境とネットワークスイッチのプロ
ファイルを自動設定。

・  物理スイッチそれぞれに、難解なコマンドによる
設定が必要。

・  スイッチそれぞれが管理アドレスを消費。

・  Fabric内のマスタースイッチのみ設定すれば、スイッチすべてを自動設定。
・  管理アドレスも、代表アドレスを設定するだけ。
・  設定はコマンドレスで実行可能。専門知識を持たない人にも運用できる。

໿70෼

໿5෼

໿60෼

໿0෼

設定
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FUJITSU Server PRIMERGYͷӡ༻มֵ

●「電力」「人の手間」「設備」。そのすべてで“省”を極めること。それがシステム基盤の理想です。

● たとえば「アドバンスド・サーマルオプション」や「サーバ内蔵型バッテリーユニット」。
夏場の電力消費が半減。これが「省」の効果です。

ʮলʯͷ௥ٻ

「省エネルギー」「省オペレーション」「仮想化による省減」の
3つの領域で、“省”の技術を徹底的に追求

ʮলΤωϧΪʔʯͷ௥ٻ
「アドバンスド・サーマルオプション」や「サーバ内蔵型バッテリーユニット」なども提供。
お客様要件に合わせた省エネ環境を実現します。

アドバンスド・サーマルオプション サーバ内蔵型バッテリーユニット

45℃の高温環境でも動作し、空調の運転をセーブできるので、
電力消費量の削減が可能です。

■当社試算で、夏場（7～9月）の電力消費量が…

瞬間的な停電時にUPS（無停電電源装置）無しで継続稼働ができ
るので、初期投資が軽減できます。

■ある企業では、
　「サーバ内蔵型バッテリーユニット」の導入により当社試算で

＊PUE（Power Usage Effectiveness）
データセンターなどのICT関連施設のエネルギー効率をあらわす指標の1つで、施設の全消費電力をICT機器の消費電力で割ったものです。数字上では、1.0がもっとも効
率の良いデータセンターと言えます。

従来

アドバンスド・
サーマル
オプション

PUEˎ 1.044 ୡ੒!
!ݮ࡟50%

ল লΤωϧΪʔ ΦϖϨʔγϣϯ Ծ૝ԽʹΑΔ ݮ

サーバの動作環境を5℃～45℃に拡張
する「アドバンスド・サーマルオプショ
ン」や「サーバ内蔵型バッテリーユニッ
ト」などを提供。お客様環境のPUE＊

（Power Usage Effectiveness）値の低
減に貢献します。

サーバを監視し障害を検知するiRMC
（リモートマネジメントコントローラ）
を標準装備。システム管理をリモート
で行えるので、運用の手間が削減でき
ます。

高速CPUや高速メモリ、優れたI/O性能
を備えた、サーバ統合に最適なプラッ
トフォームを構築。サーバ集約により
マシン台数の削減とトータル管理工数
の低減を実現します。

ল
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༻్ ໛ن ڥ؀༺࢖ ਪ঑੡඼ ಋೖͷΊ΍͢
ϑΝΠϧ
αʔό 30人未満

稼働時間が一日8時間程度で
コストパフォーマンスを重視

タワー型サーバ
TX1310 M5

●  TX1310 M5は、コストパフォーマンスに優れ、オフィス利用に最適な1WAYエントリーサーバです。
　一日の稼働時間が8時間程度で運用できることが導入のめやすになります。
● TX1330 M5は、Xeon® E プロセッサー・ファミリーを採用した、高性能な1WAYサーバです。
● TX1320 M5は、Xeon® E プロセッサー・ファミリーを採用した、業界最高水準の設置面積を誇る
コンパクトサーバです。

連続運転が必要、または、内蔵
LTOでバックアップを取りたい

タワー/ラック兼用型サーバ
TX1330 M5

省スペース、低消費電力を重視
コンパクトサーバ
TX1320 M5

30人以上
100人未満

処理性能と拡張性を重視
タワー/ラック兼用型サーバ
TX2550 M5

● TX2550 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプラグ内蔵スト
レージを採用し、電源ユニット、ファンの冗長化も可能な2WAYサーバです。

● RX2520 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプラグ内蔵スト
レージを採用し、電源ユニット、ファンの冗長化も可能な2WAYサーバです。ラック型サーバ

RX2520 M5

100人以上
200人以下

処理性能、管理性を重視し、
将来のサーバ増強にも備えたい

ラック型サーバ
RX2530 M5 / RX2530 M6

●プロセッサー数は、2CPUを推奨します。
● RX2530 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、RX2530 M6は、第 3 世
代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプラグ対応内蔵ストレージを採用し、標
準でファンの冗長化、オプションで電源ユニットの冗長化も可能な2WAYの1Uラック型サーバです。

● RX2540 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、RX2540 M6は、第 3 世
代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプラグ対応内蔵ストレージを採用し、標
準でファンが冗長化され、バックアップ装置も内蔵可能な2WAYの2Uラック型サーバです。

ラック型サーバ
RX2540 M5 / RX2540 M6

Web
αʔό 100人未満

ユーザー数が少なく、省スペー
ス、低消費電力を重視

コンパクトサーバ
TX1320 M5

● RX1330 M5は、Xeon® E プロセッサー・ファミリー、ホットプラグ対応内蔵ストレージを採用した、
高いパフォーマンスを実現する1WAYの1Uラック型サーバです。

限定的なユーザーに対し、コスト
パフォーマンスよく構築したい

タワー/ラック兼用型サーバ
TX1330 M5

ラック型サーバ
RX1330 M5

100人以上
200人以下

低コストで既存ユーザーに必要
なパフォーマンスを確保

タワー/ラック兼用型サーバ
TX2550 M5

●ユーザー数を増加するにはロードバランサーを用いてシステム能力をあげることができます。
●ユーザー数の増加に対して、柔軟な対応が必要な場合は、マルチノードサーバを推奨します。
● CX2560 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサーを採用し、高密度設計と
柔軟なストレージ・ネットワークI/Oを兼ね備えたマルチノードサーバです。ラック型サーバ

RX2520 M5 / RX2530 M5 / RX2530 M6

アクセス増加への柔軟な対応、
信頼性、管理性を重視

マルチノードサーバ
CX2560 M5 / CX2560 M6

ϝʔϧ
αʔό 50人未満 コストパフォーマンスを優先

タワー/ラック兼用型サーバ
TX1330 M5

TX2550 M5

ラック型サーバ
RX1330 M5 / RX2520 M5

省スペース、低消費電力を重視
コンパクトサーバ
TX1320 M5

50人以上
100人以下

信頼性と管理性を重視
タワー/ラック兼用型サーバ
TX2550 M5

ラック型サーバ
RX2530 M5 / RX2530 M6

高い信頼性、管理性、さらに
拡張性も必要

ラック型サーバ
RX2540 M5 / RX2540 M6

σʔλϕʔε
αʔό 中小規模 高い信頼性と管理性を重視

タワー/ラック兼用型サーバ
TX2550 M5

●ユーザー数の増加に対して、柔軟な対応が必要な場合は、マルチノードサーバを推奨します。

ラック型サーバ
RX2540 M5 / RX2540 M6

高性能、高い信頼性と管理性に
加えて柔軟な拡張性

マルチノードサーバ
CX2560 M5 / CX2560 M6

中規模
高速・高性能、高い信頼性と
管理性が必須

ラック型サーバ
RX4770 M5 / RX4770 M6

● RX4770 M5は、第 2 世代 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、RX4770 M6は、第 3 
世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサーを採用した高速/高性能、拡張性の高いシステ
ムを実現する4WAYラック型サーバです。

●ユーザー数の増加に対して、柔軟な対応が必要な場合は、マルチノードサーバを推奨します。
●信頼性を重視する場合は、クラスタシステムをお勧めします。

高性能、高い信頼性と管理性に
加えて柔軟な拡張性

マルチノードサーバ
CX2560 M5 / CX2560 M6

຿ΞϓϦۀ
αʔό 30人未満 稼働時間が一日8時間程度、

ハードディスクへのアクセスが
少ないアプリケーションでコス
トパフォーマンスを重視

タワー型サーバ
TX1310 M5

●   TX1310 M5は、コストパフォーマンスに優れ、オフィス利用に最適な1WAYエントリーサーバです。
一日の稼働時間が8時間程度で運用できることが導入のめやすになります。
● TX1330 M5は、Xeon® E プロセッサー・ファミリーを採用した、高性能な1WAYサーバです。
● TX1320 M5は、Xeon® E プロセッサー・ファミリーを採用した、業界最高水準の設置面積を誇る
コンパクトサーバです。

連続運転が必要、または、CPU
性能を重視

タワー/ラック兼用型サーバ
TX1330 M5

省スペース、低消費電力を重視
コンパクトサーバ
TX1320 M5

30人以上
100人未満

信頼性、管理性を重視
タワー/ラック兼用型サーバ
TX2550 M5

● TX2550 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプラグ内蔵スト
レージを採用し、電源ユニット、ファンの冗長化も可能な2WAYサーバです。

● RX2520 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプラグ対応内蔵
ストレージを採用し、標準でファンの冗長化、オプションで電源ユニットの冗長化も可能な2WAY
のラック型サーバです。

● RX2530 M5/RX2540 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、ホットプ
ラグ対応内蔵ストレージを採用し、標準でファンの冗長化、オプションで電源ユニットの冗長化も
可能な2WAYのラック型サーバです。

ラック型サーバ
RX2520 M5 / RX2530 M5 / RX2530 M6 / 
RX2540 M5 / RX2540 M6

100人以上
200人以下

高い信頼性と管理性を重視
タワー/ラック兼用型サーバ
TX2550 M5

●搭載するプロセッサー数は、2CPUを推奨します。
●ユーザー数の増加に対して、柔軟な対応が必要な場合は、マルチノードサーバを推奨します。

ラック型サーバ
RX2540 M5 / RX2540 M6

高性能、高い信頼性と管理性に
加えて柔軟な拡張性

マルチノードサーバ
CX2560 M5 / CX2560 M6

200人以上
高速・高性能、高い信頼性と
管理性が必須

ラック型サーバ
RX4770 M5 / RX4770 M6

● RX4770 M5は、第 2 世代 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー、RX4770 M6は、第 3 
世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサーを採用した高速/高性能、拡張性の高いシステ
ムを実現する4WAYラック型サーバです。

●ユーザー数の増加に対して、柔軟な対応が必要な場合は、マルチノードサーバを推奨します。高性能、高い信頼性と管理性に
加えて柔軟な拡張性

マルチノードサーバ
CX2560 M5 / CX2560 M6

HPCγεςϜ
AIʢਓ޻஌ೳʣ

VDIڥ؀

多様なワークロードに柔軟に対
応し、高性能、高い信頼性と管
理性に加えて拡張性

マルチノードサーバ
CX2550 M5/CX2550 M6

● CX2550 M5は、第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサーを採用し、2Uに4台搭載
可能な高密度設計を実現したマルチノードサーバです。

༻్Ͱબ΂ΔPRIMERGYαʔόબఆΨΠυ
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಺ଂετϨʔδɾ CPUͷબఆϙΠϯτ

ϋʔυσΟεΫυϥΠϒ
SATAɿSerial Advanced 
Technology Attachment

ϋʔυσΟεΫυϥΠϒ
BC-SATAɿBusiness Critical 

SATA
χΞϥΠϯ SAS

ϋʔυσΟεΫυϥΠϒ
SASɿSerial Attached SCSI

ιϦουεςʔτ
υϥΠϒʢSSDʣ PCIe SSD

仕

様

インターフェース SATA SATA SAS SAS SAS / SATA PCI Express3.0

サイズ 3.5インチ 2.5インチ 3.5インチ 2.5インチ 3.5インチ 2.5インチ / 3.5インチケージ付 2.5インチ / 3.5インチケージ付 2.5インチ / Full Height

データ転送方式 シリアル シリアル シリアル シリアル シリアル ―

コントローラーとの接続形態 Point to Point Point to Point Point to Point Point to Point Point to Point ―

ホットプラグ機構 無 / 有 有 有 有 有 無

運
用
用
途

アクセス頻度 低頻度アクセス 高頻度アクセス

稼働時間 8時間程度 24時間365日運用（注1） 24時間365日運用

対応する
アプリケーション（例）

少容量かつアクセス頻度
の低い用途
•ファイルサーバ
•プリントサーバ

大容量かつアクセス頻度の低い用途（注2）
•   バックアップ時間が1日数時間程度の
バックアップサーバ

•  24時間運転のサーバのOS Boot専用
（アプリケーションを搭載しない）サーバ

高信頼システム
• データベース
• データベース基幹業務アプリケーション

データベースシステムな
どでのキャッシュ用途

（注1）SATAとBC-SATAを混在してご使用の場合には8時間運用となります。　　（注2）24時間運用のサーバにおいて、アクセス頻度が不明な場合には、SSD/SASを選定することを推奨します。

＜留意事項＞
■大容量内蔵ストレージはリビルドに長時間を要します。内蔵ストレージをアレイ構成にして故障などで交換した場合、新しい内蔵ストレージにデータを復元する「リビルド（アレイの再構築）」処理が行われます。このリビルド処理中は内蔵ストレージに冗長はありません。
大容量ディスク500GBのSATAハードディスクの場合、約21時間（無負荷時10GB当り約25分）、1日8時間の使用で3日かかります。この間、内蔵ストレージの冗長がありませんので注意ください。

■大切なデータの損失を防ぐため、内蔵ストレージのアレイ化ならびに日頃からのデータのバックアップをお願いします。
■PCIe SSDの一部製品には、書き込み保証値を超えると「寿命」となる、「有寿命部品」があります。書き込まれたデータ量は、本製品の管理ソフトであるioSphereやコマンドラインツールにより確認できます。

（TX1330 M5 1CPU構成におけるSPECrate2017_int_base測定値）（RX2530 M5 2CPU構成におけるSPECrate2017_int_base測定値）

0 80 160 240 320 400

インテル® Xeon® Platinum 8280

インテル® Xeon® Platinum 8270

インテル® Xeon® Platinum 8268

インテル® Xeon® Platinum 8260

インテル® Xeon® Gold 6252

インテル® Xeon® Gold 6254

インテル® Xeon® Gold 6240

インテル® Xeon® Gold 5220

インテル® Xeon® Gold 5218

インテル® Xeon® Gold 6226

インテル® Xeon® Silver 4214

インテル® Xeon® Gold 5215

インテル® Xeon® Gold 5217

インテル® Xeon® Silver 4215

インテル® Xeon® Silver 4208

インテル® Xeon® Bronze 3204

342

317       

306  　　

276   　　　　

266  　　　　　

250   　　　　　

222   　　　　　　　

205   　　　　　　　　

186　　　　　　　　　　　

162   　　　　　　　　　　　

132　　   　　　　　　　　　　　　

122   　　　　　　　　　　　　　　

110 　　　　　　　　　　　　　　　

99.0 　　　　　　　　　　　　　　　　　

85.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　

41.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 10 20 30 40 50 60 70 80

PCサーバPRIMERGYでは、お客様のシステム環境や用途によって最適なストレージドライブを用意しております。それぞれの特性や違いをご理解いただき、
目的に応じた最適なストレージドライブを選択ください。

24時間365日の連続運用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース、または高い信頼性が求められるシステムなどは、高信頼・高性能なストレー
ジドライブ（HDD（SAS） / SSD）のご利用をお奨めします。

＜仕様・運用用途＞

●SPECintとは、整数演算性能を計測するベンチマークです。
●  CPUとメモリに集中する演算中心の複数のアプリケーションから構成されます。
●  SPECrate2017_int_baseでは、一定時間内に処理される量を測定します。つまり、数字が大きいほど性能は高くなります。
●  SPECintについての詳細な情報は、http://www.spec.org/ をご覧ください。
●上記数字には推定値も含まれます。性能の詳細な情報は、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/performance/をご覧ください。

CPU別性能比較グラフ（2Way） CPU別性能比較グラフ（1Way）

CPUͷબఆϙΠϯτ

಺ଂετϨʔδͷબఆϙΠϯτ

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/performance/
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SATA HDD
SATAハードディスクに対応

OSରԠදɾݟૣ߸هද

ίΞ਺
1つのCPU内に集積したCPUの
コア数

SAS HDD
SASハードディスクに対応

χΞϥΠϯSAS HDD
ニアラインSASハードディスクに
対応

CPU਺
CPUの最大搭載数
※1WAY ⇒ CPUを最大1つ搭載可能

දݟૣ߸ه

TX1310 
M5

TX1320 
M5

TX1330 
M5

TX2550 
M5

RX1330 
M5

RX2520 
M5

RX2530
M6

RX2530
M5

RX2540
M6

RX2540
M5

RX4770 
M6

RX4770 
M5

CX2550 
M6

CX2560 
M6

CX2550 
M5

CX2560 
M5

64
ビ
ッ
ト
版

Windows Server® 2022 Standard ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2022 Datacenter ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2022 Essentials ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2019 Standard ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2019 Datacenter ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2019 Essentials ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® IoT 2019 for Storage Standard ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2016 Standard ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2016 Datacenter ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows Server® 2016 Essentials ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Windows® Storage Server 2016 Standard ○

Red Hat Enterprise Linux 8（for Intel64） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Red Hat Enterprise Linux 7（for Intel64） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SUSE® Linux Enterprise Server 15 for AMD64 & Intel64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SUSE® Linux Enterprise Server 12 for AMD64 & Intel64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

VMware vSphere® ESXi 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

VMware vSphere® ESXi 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○＝サポート
Windows情報につきましてはhttps://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/software/windows/ を参照ください。
Linux情報につきましてはhttps://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/software/linux/ を参照ください。またサポート可能なLinuxの版数については、同HP内のLinuxサポート版数一覧表を参照ください。
VMware情報につきましてはhttps://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/software/vmware/ を参照ください。またサポート可能なVMwareの版数については、同HP内のVMware ESXiサポート版数一覧表を
参照ください。
サーバ構成によって、サポートOS版数に制限がある場合があります。最新のシステム構成図を参照ください。https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

 PRIMERGY OS ରԠද

1
WAY

˔
ίΞ

SAS
HDD

χΞϥΠϯSAS
HDD

Ϛϧνϊʔυܕ
専用シャーシに搭載することで、
ラック型以上の省スペース化を
実現。

Ϛϧν
ϊʔυ

˔೥ؒཌӦۀ೔Ҏ߱๚໰मཧ
お買い上げ日より●年間、ハード
ウェアのトラブルに対して翌営業
日以降訪問修理が受けられます。

઎༗Ϣχοτ਺
ラック搭載時の占有ユニット数˔U

˔೥
ඪ४อূ

SATA SSD
SATA SSDに対応

SATA 
SSD

SAS SSD
SAS SSDに対応

SAS 
SSD

EDSFF NVMeʢE1.Sʣ
EDSFF規格（Enterprise and 
Datacenter SSD Form Factor）の、
E1.S形状の内蔵ストレージに対応

EDSFF
NVMe
ʢE1.Sʣ

SATA
HDD

BC-SATA HDD
BC-SATA ハードディスクに対応

BC-SATA
HDD

PCIe SSD
PCIe SSDに対応

PCIe
SSD

ϥοΫܕ
ラック搭載専用型。省スペース化
に優れています。

ϥοΫ

ϗοτϓϥάରԠ৑௕ϑΝϯ
ファンの冗長化により、システム
を継続して運転させることがで
きます。ホットプラグに対応。

৑௕ϑΝϯ
ϗοτϓϥά

λϫʔܕ
縦長の床置きタイプ。

λϫʔ

λϫʔ/ϥοΫ݉༻ܕ
タワー型/ラックマウント型、両
方に対応。

λϫʔ/
ϥοΫ

ϗοτϓϥάରԠ৑௕ిݯ
電源ユニットの冗長化により、
システムダウンを防止します。
ホットプラグに対応。

৑௕ిݯ
ϗοτϓϥά
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CPUҰཡද

Ωϟογϡ
ϝϞϦ ίΞ਺ ϝϞϦ

όε
DMI / 
UPI

Intel® Turbo
Boost 

Technology

Intel® Hyper 
Threading 

Technology

Intel® 
Virtualization 
Technology

TX1310 
M5

TX1320 
M5

TX1330 
M5

TX2550 
M5

RX1330 
M5

RX2520 
M5

RX2530 
M6

RX2530 
M5

RX2540 
M6

RX2540 
M5

RX4770 
M6

RX4770 
M5

CX2550 
M6

CX2560 
M6

CX2550 
M5

CX2560 
M5

Πϯςϧ® Pentium® Gold ϓϩηοαʔ
G6405（4.1GHz） 4MB 2コア 2666MHz 8GT/s ○ ○ 〇 〇 〇 〇

Πϯςϧ® Xeon® E ϓϩηοαʔ
E-2314（2.8GHz） 8MB 4コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ 〇 〇 〇

E-2334（3.4GHz） 8MB 4コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇

E-2336（2.90GHz） 12MB 6コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇

E-2378（2.6GHz） 16MB 8コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇

E-2324G（3.10GHz） 8MB 4コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ 〇 〇 〇 〇

E-2374G（3.7GHz） 8MB 4コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

E-2356G（3.2GHz） 12MB 6コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

E-2386G（3.50GHz） 12MB 6コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇

E-2378G（2.8GHz） 16MB 8コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇

E-2388G（3.2GHz） 16MB 8コア 3200MHz 8GT/s ○ ○ ○ 〇 〇 〇

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔBronze
3204（1.90GHz） 8.3MB 6コア 2133MHz 9.6GT/s ○ 〇 ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔSilver
4208（2.10GHz） 11MB 8コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4215（2.50GHz） 11MB 8コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

4210（2.20GHz） 13.8MB 10コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4214（2.20GHz） 16.5MB 12コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4216（2.10GHz） 22.0MB 16コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4310（2.10GHz） 18MB 12コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

4314（2.40GHz） 24MB 16コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

4316（2.30GHz） 30MB 20コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGold
5222（3.80GHz） 16.5MB 4コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5217（3GHz） 11MB 8コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5215（2.50GHz） 13.8MB 10コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5218（2.30GHz） 22.0MB 16コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5220（2.20GHz） 24.8MB 18コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5317（3GHz） 18MB 12コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

5320（2.20GHz） 39MB 26コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6226（2.70GHz） 19.25MB 12コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6234（3.30GHz） 24.8MB 8コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6238（2.10GHz） 30.3MB 22コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6244（3.60GHz） 24.8MB 8コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

6246（3.30GHz） 24.8MB 12コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6242（2.80GHz） 22MB 16コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6240（2.60GHz） 24.8MB 18コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6254（3.10GHz） 24.8MB 18コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6230（2.10GHz） 27.5MB 20コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6248（2.50GHz） 27.5MB 20コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6252（2.10GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6250（3.90GHz） 35.8MB 8コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6256（3.60GHz） 33.0MB 12コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6346（3.10GHz） 36MB 16コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6330（2GHz） 42MB 28コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6348（2.60GHz） 42MB 28コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6338（2GHz） 48MB 32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6334（3.60GHz） 18MB 8コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6326（2.90GHz） 24MB 16コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6354（3GHz） 39MB 18コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6342（2.80GHz） 36MB 24コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinum
8253（2.20GHz） 22MB 16コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8256（3.80GHz） 16.5MB 4コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8260（2.40GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8268（2.90GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

8270（2.70GHz） 35.8MB 26コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ 〇 ○

8276（2.20GHz） 38.5MB 28コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8280（2.70GHz） 38.5MB 28コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

8358（2.60GHz） 48MB 32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

8362（2.80GHz） 48MB 32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○

8368（2.40GHz） 57.0MB 38コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

8380（2.30GHz） 60.0MB 40コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔBronzeʢRʣ
3206R（1.90GHz） 11.0MB 8コア 2133MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢBʣ
5218B（2.30GHz） 22.0MB 16コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢSʣ
5220S（2.70GHz） 24.8MB 18コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5318S（2.10GHz） 36MB 24コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

CPUҰཡද
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DMI / 
UPI

Intel® Turbo
Boost 

Technology

Intel® Hyper 
Threading 

Technology

Intel® 
Virtualization 
Technology

TX1310 
M5

TX1320 
M5

TX1330 
M5

TX2550 
M5

RX1330 
M5

RX2520 
M5

RX2530 
M6

RX2530 
M5

RX2540 
M6

RX2540 
M5

RX4770 
M6

RX4770 
M5

CX2550 
M6

CX2560 
M6

CX2550 
M5

CX2560 
M5

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢTʣ
6338T（2.10GHz） 36MB 24コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢVʣ
6222V（1.80GHz） 27.5MB 20コア 2400MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6262V（1.90GHz） 33MB 24コア 2400MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢLʣ
5215L（2.50GHz） 13.8MB 10コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6240L（2.60GHz） 24.8MB 18コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6238L（2.10GHz） 30.3MB 22コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢRʣ
5218R（2.10GHz） 27.5MB 20コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5220R（2.20GHz） 35.8MB 24コア  2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6226R（2.90GHz） 22.0MB 16コア  2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6230R（2.10GHz） 35.8MB 26コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6238R（2.20GHz） 38.5MB 28コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6240R（2.40GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6242R（3.10GHz） 35.8MB 20コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6246R（3.40GHz） 35.8MB 16コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6248R（3.0GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6258R（2.7GHz） 38.5MB 28コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢLʣ
8260L（2.40GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

8276L（2.20GHz） 38.5MB 28コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

8280L（2.70GHz） 38.5MB 28コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔSilverʢRʣ
4210R（2.40GHz） 13.8MB 10コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4214R（2.40GHz） 16.5MB 12コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4215R（3.20GHz） 11.0MB 8コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔSilverʢYʣ
4214Y（2.20GHz） 16.5MB 8/10/12コア 2400MHz 9.6GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4309Y（2.80GHz） 12MB 8コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢYʣ
5315Y（3.20GHz） 12MB 4/6/8コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

5318Y（2.10GHz） 36MB 22/24/24コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

6240Y（2.60GHz） 24.8MB 8/14/18コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6336Y（2.40GHz） 36MB 8/12/24コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢYʣ
8260Y（2.40GHz） 35.8MB 16/20/24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8352Y（2.20GHz） 48.0MB 16/24/32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

8360Y（2.40GHz） 54.0MB 24/32/36コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢUʣ
6209U（2.10GHz） 27.5MB 20コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6210U（2.50GHz） 27.5MB 20コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6212U（2.40GHz） 35.8MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6208U（2.90GHz） 22.0MB 16コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○ ○ ○

6312U（2.40GHz） 36MB 24コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

6314U（2.30GHz） 48MB 32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢHʣ
5318H（2.50GHz） 24.75MB 18コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

5320H（2.40GHz） 27.5MB 20コア 2667MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

6328H（2.80GHz） 22MB 16コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

6330H（2GHz） 33MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

6348H（2.30GHz） 33MB 24コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢNʣ
6330N（2.20GHz） 42MB 28コア 2667MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢHʣ
8354H（3.10GHz） 24.75MB 18コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8356H（3.90GHz） 35.75MB 8コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8360H（3GHz） 33MB 24コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8376H（2.60GHz） 38.5MB 28コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8380H（2.90GHz） 38.5MB 28コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔGoldʢHLʣ
6328HL（2.80GHz） 22MB 16コア 2933MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢHLʣ
8360HL（3GHz） 33MB 24コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8376HL（2.60GHz） 38.5MB 28コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

8380HL（2.90GHz） 38.5MB 28コア 3200MHz 10.4GT/s ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢPʣ
8358P（2.60GHz） 48MB 32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢMʣ
8352M（2.30GHz） 48MB 32コア 3200MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

Πϯςϧ® Xeon® ϓϩηοαʔPlatinumʢVʣ
8352V（2.10GHz） 54MB 36コア 2933MHz 11.2GT/s ○ ○ ○ ○ ○

○＝適用可能
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TX1310 
M5

TX1320 
M5

TX1330 
M5

TX2550 
M5

RX1330 
M5

RX2520 
M5

RX2530 
M6

RX2530 
M5

RX2540 
M6

RX2540 
M5

RX4770 
M6

RX4770 
M5

CX2550 
M6

CX2560 
M6

CX2550 
M5

CX2560 
M5

3.5
インチ

ケージ
付き
SAS HDD

300GB 15krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

600GB 15krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

900GB 15krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

300GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○

600GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2TB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.8TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.4TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニアライン
SAS HDD

2TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニアライン
SAS HDD
（自己暗号化）

6TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○

8TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SATA HDD 1TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○

BC-SATA HDD

1TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ケージ付き
SATA SSD

240GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

480GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

960GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.92TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.84TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7.68TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

಺ଂετϨʔδҰཡද

छྨ ༰ྔ TX1310
M5

TX1320
M5

TX1330
M5

TX2550
M5

RX1330
M5

RX2520
M5

RX2530
M6

RX2530
M5

RX2540
M6

RX2540
M5

RX4770
M6

RX4770
M5

CX2550 
M6

CX2560 
M6

CX2550 
M5

CX2560 
M5

2933 RDIMM（SR/DR）

8GB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16GB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32GB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64GB ○ ○ ○ ○ ○

2933 LRDIMM（QR）
64GB ○ ○ ○ ○ ○ ○

128GB ○ ○ ○

2666 DCPMM

128GB ○ ○ ○ ○ ○ ○

256GB ○ ○ ○ ○ ○ ○

512GB ○ ○ ○ ○ ○

3200 UDIMM（SR/DR）

8GB ○ ○ ○ ○

16GB ○ ○ ○ ○

32GB ○ ○ ○ ○

3200 RDIMM（SR/DR）

8GB ○ ○ ○ ○ ○

16GB ○ ○ ○ ○ ○

32GB ○ ○ ○ ○ ○

64GB ○ ○ ○ ○ ○

3200 RDIMM 3DS（QR/OR）
128GB ○ ○

256GB ○ ○

3200 LRDIMM DIMM（QR）
64GB ○ ○ ○ ○ ○

128GB ○ ○ ○ ○ ○

3200 Optane PMem

128GB ○ ○ ○ ○

256GB ○ ○ ○

512GB ○ ○ ○

○＝適用可能　　SR：Single Rank、DR：Dual Rank、QR：Quad Rank、OR：Octa Rank

ϝϞϦҰཡද
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಺ଂετϨʔδҰཡද

ճస਺
ʢHDDʣ

ηΫλʔ
αΠζ

TX1310 
M5

TX1320 
M5

TX1330 
M5

TX2550 
M5

RX1330 
M5

RX2520 
M5

RX2530 
M6

RX2530 
M5

RX2540 
M6

RX2540 
M5

RX4770 
M6

RX4770 
M5

CX2550 
M6

CX2560 
M6

CX2550 
M5

CX2560 
M5

3.5
インチ

ケージ付き
SAS SSD

400GB ― ― ○ ○ ○ ○

800GB ― ― ○ ○ ○ ○

960GB ― ― ○ ○ ○ ○

1.6TB ― ― ○ ○ ○ ○

1.92TB ― ― ○ ○ ○ ○

3.2TB ― ― ○ ○ ○ ○

3.84TB ― ― ○ ○ ○ ○

7.68TB ― ― ○ ○ ○ ○

2.5
インチ

SAS HDD

300GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

300GB 15krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

600GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

600GB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

600GB 15krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

900GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

900GB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

900GB 15krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2TB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.8TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.4TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SAS HDD
（自己暗号化）

300GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

600GB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.2TB 10krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.8TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.4TB 10krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニアライン
SAS HDD

1TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BC-SATA HDD

1TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2TB 7.2krpm 512n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2TB 7.2krpm 512e ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SATA SSD

240GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

480GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

960GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.92TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.84TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7.68TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SAS SSD

400GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

800GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

960GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.6TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.92TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.2TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.84TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6.4TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7.68TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15.3TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SAS SSD
（自己暗号化）

400GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

800GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.6TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PCIe 
SSD

カード型
375GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○

750GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○

2.5インチ

400GB ○ ○

750GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

800GB ○ ○

960GB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

1.6TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.92TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

3.2TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.84TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6.4TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7.68TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12.8TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15.36TB ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内蔵E1.S形状 4TB ― ― ○ ○

○＝適用可能
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FUJITSU Server PRIMERGY

λϫʔ 1೥
ඪ४อূ

େ࠷
6ίΞ

3.5  ’’
SATA
HDD

3.5  ’’
SATA
SSD

3.5  ’’
BC-SATA

HDD

 TX1310 M5

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）のみを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載しない）ハードディスクなど、
大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

オフィス利用に最適な静音性を備えた環境に優しい1WAYエントリーサーバ

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮΠϯςϧ® Xeon® EϓϩηοαʔʯΛ
༺࠾
インテル社最新CPU「インテル® Xeon® Eプロセッサー」を採用。4コアか
ら最大6コアまで選択いただけ、様々なサーバプログラムにも柔軟に対応可
能です。また、インテル® Pentium® Gold G6405プロセッサーもラインナッ
プし、幅広い用途にご利用可能。PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は、
より多くのラインナップから用途に応じてオプション選択していただけ
ます。

༺࠾৴པϝϞϦͷߴ
DDR4 3200MHzのメモリを採用し、最大128GBのメモリを実装可能。

େ༰ྔετϨʔδ࠾༻ʹΑΔ֦ߴுੑΛ࣮ݱ
12TB BC-SATA HDDを採用。最大で48TBまで実装可能で、高い拡張性を実
現します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。ネットワーク接続ストレー
ジ（NAS）アプライアンスに最適なOSであるWindows Server® IoT 2019 
for Storage Standardもサポート。また、Linux OSは、Red Hat Enterprise 
Linux 8およびSUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。お客様の運用
に合わせて、様々な選択が可能です。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
鍵付きフロントベゼルで、サーバ前面の内蔵ストレージに対する物理セキュ
リティをより高めることができます。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載した、Board Management 
Controller対応タイプを選択可能。システムボード上に搭載されている専用
ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サーバ監視、電源制御
が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、モバイル端末か
らの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上しています。また、
追加オプション「リモートマネジメントコントローラアップグレード」によ
り、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作する、アドバンス
トビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ΦϑΟεઃஔʹ࠷దͳઃஔੑͱ੩Իੑ
横幅18cm、奥行き31.3cmと設置スペースが小さく、机上での設置にも適し
ています。また、実測値約23dB（A）の静音化を実現。サーバをオフィス内
に設置した場合もストレスの少ない環境をご提供します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
1年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
「ServerView Agentless Service」を導入し、Board Management Controller
対応タイプではiRMC WebインターフェースでCPU/メモリ/内蔵ストレージ/
ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に把握
します。また、システム全体の効率的な運用管理が可能な、運用管理ソフト
ウェア「FUJITSU Software Infrastructure Manager」（以下ISM）の「アノマ
リ検知」機能により、平常値の範囲とは異なる状態を示した場合に素早く検
知。従来はシステム管理者の勘と経験で設定されていた閾値をISMが運用開
始直後に自動設定、その後は運用データを蓄積し自律的に精度向上し改善。
お客様の業務影響の予防や、更なる運用管理軽減を実現します。

αʔόͷηοτΞοϓۀ࡞ͷ؆қԽ
セットアップ支援ツール「ServerView Installation Manager」をご利用いた
だく事で、ハードウェア設定やOSインストール作業をサポートします。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。

1
WAY

250W電源

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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第 3 世代インテル® Xeon® プロセッサー

PRIMERGY TX1310 M5

モデル 3.5インチモデル

搭載可能電源 250W電源

形状 タワー

CPUソケット数・種類 1, インテル® Pentium® プロセッサー / インテル® Xeon® プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 4（3200 UDIMM）

メモリ最大容量 128GB（3200 UDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類 3.5インチ最大4｛HDD：SATA/BC-SATA｝｛SSD：SATA｝※ホットプラグ非対応

内蔵ストレージ最大容量 48TB（BC-SATA HDD）/1.92TB（SATA SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 4.0（x16レーン）×1、PCI Express 3.0（x4レーン）×2 / （x1レーン）×1（Full Height）

PCI Express 4.0（x8レーン）×2または（x16レーン）×1、PCI Express 3.0（x4レーン）×2（Full Height）※Board Management Controller対応タイプ

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ］、オプション［SASコントローラカード、SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載：DisplayPort×1
標準搭載：DisplayPort×1 / アナログRGB（D-SUB15ピン）×1 ※Board Management Controller対応タイプ

USBインターフェース USB 9ポート（USB3.2 前面×2（うち1つはType C） / 背面×2 / 内部×1, USB2.0 背面×4）

シリアルインターフェース オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1

ハードウェア監視 なし

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Agentless）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）
※Board Management Controller対応タイプはiRMCも利用可能

キーボード/マウス オプション（USBキーボード、USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］ / AC200V（50Hz/60Hz）NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠

電源冗長 なし

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大431W / 1,552.0kJ/h、 AC100V：最大415W / 1,494.0kJ/h

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 18.4（区分1）/18.0（区分1）※Board Management Controller対応タイプ

外形寸法（W×D×H） / 質量 180×313×374mm / 約7～11kg

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約23dB（A）（実測値）
約28dB（A）（実測値）※Board Management Controller対応タイプ

標準保証 1年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：204,600 円
インテル® Pentium® Gold G6405 プロセッサー（4.1GHz）, 8GB（8GB 3200 UDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, キーボード･マウスを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）本装置の通常運用時の騒音値（ISO7779に準拠した実測値）は、約23dB（A）の静音化を実現し、オフィス内設置に適しております。ただし、ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音

値を上回る場合がありますので、ご留意ください。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
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FUJITSU Server PRIMERGY

 TX1320 M5

約17dB（A）の静音性と圧倒的な省スペースを実現し、オフィス利用に最適な1WAYコンパクトサーバ

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮΠϯςϧ® Xeon® EϓϩηοαʔʯΛ
༺࠾
インテル社最新CPU「インテル® Xeon® Eプロセッサー」を採用。4コアか
ら最大8コアまで選択いただけ、様々なサーバプログラムにも柔軟に対応可
能です。また、インテル® Pentium® Gold G6405プロセッサーをラインナッ
プし、幅広い用途にご利用可能。PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は、
より多くのラインナップから用途に応じてオプション選択していただけ
ます。

Մೳࡌɺ128GB·Ͱ౥͠༺࠾৴པϝϞϦΛߴ
DDR4 3200MHzのメモリを採用し、最大128GBのメモリを実装可能。

༻్ʹԠͯ͡಺ଂετϨʔδͷબ୒͕Մೳ
高信頼で耐障害性の高いSAS HDDと、コストパフォーマンスの高いSATA 
HDD、読み出し/書き込み性能、低消費電力に優れたSAS/SATA SSDや高速転
送に優れたPCIe SSDを採用。最大で122.4TBまで実装可能です。お客様の用
途に応じて選択していただけます。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

ଟ༷ͳOS ϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 8および SUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。
VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能
です。
※ Pentium Gold G6405プロセッサーをご使用時、LinuxのサポートOS版数に制限があります。
最新のシステム構成図を参照ください。
https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͱ༺࠾ͷσβΠϯ্޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化することにより、異なる機種の運用性の統
一を実現し、お客様の負担を軽減します。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ΦϑΟεઃஔʹ࠷దͳઃஔੑͱ੩Իੑ
98×400×340［mm］という圧倒的な省スペース化を実現。また、実測値
約17dB（A）という静音化を実現し、オフィス設置に最適な設計です。

๷ਖϑΟϧλΦϓγϣϯͰɺΑΓ҆ఆͨ͠Քಇͷ࣮ݱ
防塵フィルタオプションの追加で、埃等の吸入を低減でき、より安定した稼
働を実現できます。
※防塵フィルタは、お客様による定期的な掃除/お手入れ等が必須になります。詳細はマニュアル
を参照ください。https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
1年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
「ServerView Agentless Service」を導入し、iRMC Webインターフェースで
CPU/メモリ/内蔵ストレージ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等の
サーバステータスを確実に把握します。また、システム全体の効率的な運
用管理が可能な、運用管理ソフトウェア「FUJITSU Software Infrastructure 
Manager」（以下ISM）の「アノマリ検知」機能により、平常値の範囲とは異
なる状態を示した場合に素早く検知。従来はシステム管理者の勘と経験で設
定されていた閾値をISMが運用開始直後に自動設定、その後は運用データを
蓄積し自律的に精度向上し改善。お客様の業務影響の予防や、更なる運用管
理軽減を実現します。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。

1
WAY

2.5  ’’
SAS
HDD

2.5’’
SATA
SSD

2.5  ’’
SAS
SSD

2.5  ’’
PCIe 
SSD

3.5’’
SATA
HDD

3.5’’
BC-SATA 

HDD
λϫʔ 1೥

ඪ४อূ

2.5’’
BC-SATA

HDD

େ࠷
8ίΞ

250W電源 500W電源
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PRIMERGY TX1320 M5

モデル 3.5インチモデル / 2.5インチモデル

形状 タワー

CPUソケット数・種類 1, インテル® Pentium® Gold プロセッサー / インテル® Xeon® プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 4（3200 UDIMM）

メモリ最大容量 128GB（3200 UDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類 ［前面］3.5インチ最大2｛HDD：SATA/BC-SATA｝※ホットプラグ非対応
［前面］2.5インチ最大8｛HDD：SAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝、最大4｛SSD：PCIe｝※ホットプラグ対応

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：24TB（BC-SATA HDD）
［前面］2.5インチ：19.2TB（SAS HDD）/16TB（BC-SATA HDD）/122.4TB（SAS SSD）/61.44TB（SATA SSD）/61.44TB（PCIeSSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 4.0（x8レーン）×2または（x16レーン）×1（Low Profile）
PCI Express 3.0（x4レーン）×2（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ］、オプション［SASコントローラカード、SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載：DisplayPort×1［背面］、VGAポート×1［背面］
※Xeon プロセッサーE-2314/E-2334/E-2336/E-2378をご使用時、DisplayPortはご使用になれません。

USBインターフェース USB 10ポート［USB3.2 前面×2（うち1つはType C） / 背面×2 / 内部×2, USB2.0 背面×4］

シリアルインターフェース オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1

ハードウェア監視 ―

ソフトウェア監視 ServerView Suite（iRMC、ServerView Agentless（*1））、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード、USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］
AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 ［250W電源］AC200V：最大408W / 1,468.8kJ/h、AC100V：最大422W / 1,519.2kJ/h
［500W電源］AC200V：最大443W / 1,594.8kJ/h、AC100V：最大453W / 1,630.8kJ/h

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 14.2（区分1）

外形寸法（W×D×H） / 質量 98［193（台座含む）］×400［438（突起部含む）］×340［360（台座含む）］mm / 最大11.1kg

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約17dB（A）（実測値）

標準保証 1年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル（250W電源）：210,600 円
2.5インチモデル（250W電源）：216,600 円
インテル® Pentium® Gold G6405 プロセッサー（4.1GHz）, 8GB（8GB 3200 UDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, キーボード･マウスを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）本装置の通常運用時の騒音値（ISO7779に準拠した実測値）は、約17dB（A）の静音化を実現し、オフィス内設置に適しております。但し、ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を

上回る場合がありますので、ご留意ください。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

［仕様一覧］

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

第 3 世代インテル® Xeon® プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

2.5  ’’
SAS 
SSD

3.5  ’’
SAS 
HDD

 TX1330 M5

内蔵ストレージを最大367.2TBまで実装可能で、静音性と拡張性を実現する1WAYタワー/ラック型サーバ

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮΠϯςϧ® Xeon® EϓϩηοαʔʯΛ
༺࠾
インテル社最新CPU「インテル® Xeon® Eプロセッサー」を採用。4コアか
ら最大8コアまで選択いただけ、様々なサーバプログラムにも柔軟に対応可
能です。また、インテル® Pentium® Gold G6405プロセッサーをラインナッ
プし、幅広い用途にご利用可能。PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は、
より多くのラインナップから用途に応じてオプション選択していただけ
ます。

Մೳࡌɺ128GB·Ͱ౥͠༺࠾৴པϝϞϦΛߴ
DDR4 3200MHzのメモリを採用し、最大128GBのメモリを実装可能。

༻్ʹԠͯ͡಺ଂετϨʔδͷબ୒͕Մೳ
高信頼で耐障害性の高いSAS HDDと、コストパフォーマンスの高いSATA 
HDD、読み出し/書き込み性能、低消費電力に優れたSAS/SATA SSDや高速転
送に優れたPCIe SSDを採用。最大で367.2TBまで実装可能です。お客様の用
途に応じて選択していただけます。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

ଟ༷ͳOS ϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 8および SUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。
VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能
です。
※ Pentium Gold G6405プロセッサーをご使用時、LinuxのサポートOS版数に制限があります。
最新のシステム構成図を参照ください。
https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͱ༺࠾ͷσβΠϯ্޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化することにより、異なる機種の運用性の統
一を実現し、お客様の負担を軽減します。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
1年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※ SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
「ServerView Agentless Service」を導入し、iRMC Webインターフェースで
CPU/メモリ/内蔵ストレージ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等の
サーバステータスを確実に把握します。また、システム全体の効率的な運
用管理が可能な、運用管理ソフトウェア「FUJITSU Software Infrastructure 
Manager」（以下ISM）の「アノマリ検知」機能により、平常値の範囲とは異
なる状態を示した場合に素早く検知。従来はシステム管理者の勘と経験で設
定されていた閾値をISMが運用開始直後に自動設定、その後は運用データを
蓄積し自律的に精度向上し改善。お客様の業務影響の予防や、更なる運用管
理軽減を実現します。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU 組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。
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■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

PRIMERGY TX1330 M5

モデル 3.5インチモデル / 2.5インチモデル

形状 タワー / ラック

CPUソケット数・種類 1, インテル® Pentium® Gold プロセッサー / インテル® Xeon® プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 4（3200 UDIMM）

メモリ最大容量 128GB（3200 UDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］3.5インチ最大12｛HDD：SAS/ニアラインSAS/SATA/BC-SATA｝｛SSD：SATA｝
［前面］2.5インチ最大24｛HDD：SAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝、最大4｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：10.8TB（SAS HDD）/216TB（ニアラインSAS HDD）/216TB（BC-SATA HDD）/92.16TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：57.6TB（SAS HDD）/48TB（BC-SATA HDD）/367.2TB（SAS SSD）/184.32TB（SATA SSD）/61.44TB（PCIeSSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD / HH ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（LTO9ユニット, LTO8ユニット, LTO7ユニット, データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 4.0（x8レーン）×2または（x16レーン）×1（Full Height）
PCI Express 3.0（x4レーン）×2（Full Height）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ］、オプション［SASコントローラカード、SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載：DisplayPort×1［背面］、VGAポート×1［背面］
※Xeon プロセッサーE-2314/E-2334/E-2336/E-2378をご使用時、DisplayPortはご使用になれません。

USBインターフェース USB 10ポート［USB3.2 前面×2（うち1つはType C） / 背面×2 / 内部×2, USB2.0 背面×4］

シリアルインターフェース オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1

ハードウェア監視 ―

ソフトウェア監視 ServerView Suite（iRMC、ServerView Agentless（*1））、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード、USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］
AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 ［300W電源］AC200V：最大265W / 954.0kJ/h、AC100V：最大276W / 993.6kJ/h
［500W電源］AC200V：最大436W / 1,569.6kJ/h、AC100V：最大458W / 1,648.8kJ/h
［900W電源］AC200V：最大781W / 2,811.6kJ/h、AC100V：最大823W / 2,962.8kJ/h

冗長ファン 標準搭載（500W/900W電源モデルのみ、ホットプラグ非対応）

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 11.8（区分1）

外形寸法（W×D×H） / 質量 タワー型：177.2×521.7［546.7（突起部含む）］×456.2mm / 最大26.4kg
ラック型：448［482.6（突起部含む）］×495.3［542.75（突起部含む）］×174.7（4U）mm / 最大24.4kg［28.9kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約22dB（A）（実測値）

標準保証 1年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチタワー型（300W電源）：232,700 円
インテル® Pentium® Gold G6405 プロセッサー（4.1GHz）, 8GB（8GB 3200 UDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, キーボード･マウスを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）本装置の通常運用時の騒音値（ISO7779に準拠した実測値）は、約22dB（A）の静音化を実現し、オフィス内設置に適しております。但し、ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値

を上回る場合がありますので、ご留意ください。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

［仕様一覧］

第 3 世代インテル® Xeon® プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
読み出し性能、低消費電力に優れたSSD、高信頼で耐障害性の高いSAS HDD
と、コストパフォーマンスの高いSATA HDD、高速転送に優れた内蔵カード
型PCIe SSDを採用し、最大で489.6TBまで実装可能。用途に応じて選択して
いただけます。ホットプラグ対応のため、万が一の故障時にもシステムの運
用中に交換可能です。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 12/15をサポー
ト。VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が
可能です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͨ͠ݱΛ্࣮޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
σβΠϯΛ࠾༻
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化する事により、異なる機種の運用性の統一
を実現し、お客様の負担を軽減します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。
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■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスクを搭載したモデルをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスクの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

4Uフルサイズ筐体ならではの拡張性で、幅広い用途に対応し
コストパフォーマンスにも優れた2WAYタワー/ラック型サーバ

450W電源
800W電源
1200W電源

800W電源

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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［仕様一覧］
PRIMERGY TX2550 M5

モデル 3.5インチ（x4/x8）モデル / 2.5インチ（x8/x16/x24）モデル

形状 タワー / ラックマウント

CPU搭載数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 12（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM / 2666 DCPMM）

メモリ最大容量 768GB（2933 RDIMM） / 768GB（2933 LRDIMM） / 1536GB（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM＋2666 DCPMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］3.5インチ最大12｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SATA｝
［前面］2.5インチ最大32｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝、最大4｛SSD：PCIe｝
［PCIスロット］最大4｛SSD：PCIe｝※ホットプラグ非対応

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：28.8TB（SAS HDD）/216TB（ニアラインSAS HDD）/216TB（BC-SATA HDD）/92.16TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：76.8TB（SAS HDD）/64TB（ニアラインSAS HDD）/64TB（BC-SATA HDD）/489.6TB（SAS SSD）/245.76TB（SATA SSD）/25.6TB（PCIeSSD）
［PCIスロット］：3TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD / HH ODD： DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（LTO8ユニット, LTO7ユニット, データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン） x3, PCI Express 3.0（x8レーン）x3

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボード SATA コントローラ×2］, オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T）］, オプション適用時（10GBASE-T×2/10GBASE×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB15ピン）×1［背面］

USBインターフェース USB 7ポート（USB3.0 前面×2 / 背面×4 / 内部×1）

シリアルインターフェース オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1［背面］

ハードウェア監視 コンポーネントランプ

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM 1.2/2.0 モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］/AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大734W / 2,642.4kJ/h, AC100V：最大771W / 2,775.6kJ/h

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載（型名PYT2555T3N, PYT2555T2Nはホットプラグ非対応）

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 14.7（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 タワー：177［483（突起部含む）］×777×456mm / ラック：448［482.6（突起部含む）］×736［758.8（突起部含む）］×177（4U）mm
最大35kg［40kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約33dB（A）～約69dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00 （祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：402,300 円
2.5インチモデル：477,100 円
インテル® Xeon® プロセッサー Bronze 3204（1.90GHz）, 8GB（DDR4 2933MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが通常時以上に稼働する電源投入時や高温環境時、装置構成により、通常運用時を上回る騒音値となる場合がありますので、専用室への設置を推奨いたします。オフィスへの設置の際には、設置環境に十分ご注意の上、ご

導入をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー



20

RX1330 M
5

ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

FUJITSU Server PRIMERGY

1
WAY

 RX1330 M5

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮΠϯςϧ® Xeon® EϓϩηοαʔʯΛ
༺࠾
インテル社最新CPU「インテル® Xeon® Eプロセッサー」を採用。4コアか
ら最大8コアまで選択いただけ、様々なサーバプログラムにも柔軟に対応可
能です。また、インテル® Pentium® Gold G6405プロセッサーをラインナッ
プし、幅広い用途にご利用可能。PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は、
より多くのラインナップから用途に応じてオプション選択していただけ
ます。

Մೳࡌɺ128GB·Ͱ౥͠༺࠾৴པϝϞϦΛߴ
DDR4 3200MHzのメモリを採用し、最大128GBのメモリを実装可能。

༻్ʹԠͯ͡಺ଂετϨʔδͷબ୒͕Մೳ
高信頼で耐障害性の高いSAS HDDと、コストパフォーマンスの高いBC-SATA 
HDD、読み出し/書き込み性能、低消費電力に優れたSAS/SATA SSDや高速転
送に優れたPCIe SSDを採用。最大で153TBまで実装可能です。お客様の用
途に応じて選択していただけます。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

ଟ༷ͳOS ϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 8および SUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。
VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能
です。
※ Pentium Gold G6405プロセッサーをご使用時、LinuxのサポートOS版数に制限があります。
最新のシステム構成図を参照ください。
https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͱ༺࠾ͷσβΠϯ্޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化することにより、異なる機種の運用性の統
一を実現し、お客様の負担を軽減します。また、鍵付きフロントベゼルオプ
ションで、ラック型サーバ前面の内蔵ストレージに対する物理セキュリティ
をより高めることができます。

লεϖʔεͰॊೈͳγεςϜߏ੒͕Մೳ
省スペースで柔軟なシステム構成を実現します。例えば、同一ラック内に
WebサーバやPROXYサーバ等のインターネットシステムを構築したり、アプ
リケーションサーバに対するフロントエンドサーバとしてスケーラブルなシ
ステムを構築することができます。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
1年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
「ServerView Agentless Service」を導入し、iRMC Webインターフェースで
CPU/メモリ/内蔵ストレージ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等の
サーバステータスを確実に把握します。また、システム全体の効率的な運
用管理が可能な、運用管理ソフトウェア「FUJITSU Software Infrastructure 
Manager」（以下ISM）の「アノマリ検知」機能により、平常値の範囲とは異
なる状態を示した場合に素早く検知。従来はシステム管理者の勘と経験で設
定されていた閾値をISMが運用開始直後に自動設定、その後は運用データを
蓄積し自律的に精度向上し改善。お客様の業務影響の予防や、更なる運用管
理軽減を実現します。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多種多
様なシステム開発で培った経験と技術力をベースに、
PRIMERGY本体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置
組込み・最終組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、
国内で実施しています。

高信頼性と低消費電力を実現した高さ1Uのラック型サ－バ

3.5’’
SATA 
SSD

3.5’’
χΞϥΠϯSAS

HDD
ϥοΫ 1೥

ඪ४อূ 1U
3.5’’

BC-SATA
HDD

2.5  ’’
SATA
SSD

2.5’’
PCIe 
SSD

2.5’’
SAS 
SSD

େ࠷
8ίΞ

2.5’’
BC-SATA

HDD

2.5  ’’
SAS
HDD

300W電源 500W電源
900W電源

3.5  ’’
SAS 
HDD
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第 3 世代インテル® Xeon® プロセッサー

PRIMERGY RX1330 M5

モデル 3.5インチ（x4）モデル / 2.5インチ（x8/x10）モデル

形状 ラック

CPUソケット数・種類 1, インテル® Pentium® Gold プロセッサー / インテル® Xeon® プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 4（3200 UDIMM）

メモリ最大容量 128GB（3200 UDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類 ［前面］3.5インチ最大4｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SATA｝
［前面］2.5インチ最大10｛HDD：SAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝、最大4｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：3.6TB（SAS HDD）/72TB（ニアラインSAS HDD）/72TB（BC-SATA HDD）/30.72TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：24TB（SAS HDD）/20TB（BC-SATA HDD）/153TB（SAS SSD）/76.8TB（SATA SSD）/61.44TB（PCIeSSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 なし

拡張バススロット PCI Express 4.0（x8レーン）x2（Low Profile）, PCI Express 3.0（x4レーン）x1（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ］、オプション［SASコントローラカード、SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB 15ピン）×1［背面］、オプション：アナログRGB（D-SUB 15ピン）×1［前面］

USBインターフェース USB×7［USB3.2 前面×3（うち1つはType C） / 背面×2）、USB2.0 背面×2］
USB×6［USB3.2 前面×2（Type Cなし） / 背面×2）、USB2.0 背面×2］※2.5インチ（x10）モデルのみ

シリアルインターフェース オプション：シリアルポート（D-SUB 9ピン）×1［背面］

ハードウェア監視 ―

ソフトウェア監視 ServerView Suite（iRMC、ServerView Agentless（*1））、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 ［300W電源］AC200V：最大295W / 1,062.0kJ/h、AC100V：最大305W / 1,098.0kJ/h
［500W電源］AC200V：最大482W / 1,735.2kJ/h、AC100V：最大507W / 1,825.2kJ/h
［900W電源］AC200V：最大871W / 3,135.6kJ/h、AC100V：最大869W / 3,128.4kJ/h

冗長ファン 標準搭載（500W/900W電源モデルのみ、ホットプラグ非対応）

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 12.4（区分1）

外形寸法（W×D×H） / 質量 435.4［482.6（突起部含む）］×612［661.35（突起部含む）］×43（1U）mm / 最大13kg［16.8kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約42dB（A）（実測値）

標準保証 1年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル（300W電源）：305,100 円
2.5インチモデル（300W電源）：297,100 円
インテル® Pentium® Gold G6405 プロセッサー（4.1GHz）, 8GB（8GB 3200 UDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレールを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）本装置の通常運用時の騒音値（ISO7779に準拠した実測値）は、約42dB（A）となります。ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置を

推奨いたします。オフィスへの設置の際には、設置環境に十分ご注意の上、ご導入をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

［仕様一覧］

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

େ༰ྔϝϞϦΛ࠾༻͠ɺ768GB·Ͱ౥ࡌՄೳ
DDR4 2933MHzのメモリを採用し、最大768GBのメモリを実装可能。デー
タ処理が大きいアプリケーションや仮想化環境においても快適な動作を実現
します。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
読み出し性能、低消費電力に優れたSSD、高信頼で耐障害性の高いSAS HDD
と、コストパフォーマンスの高いSATA HDDを採用し、最大で216TBまで実
装可能。用途に応じて選択していただけます。ホットプラグ対応のため、万
が一の故障時にもシステムの運用中に交換可能です。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 12/15をサポート。
VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能
です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͨ͠ݱΛ্࣮޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
σβΠϯΛ࠾༻
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化する事により、異なる機種の運用性の統一
を実現し、お客様の負担を軽減します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。

 RX2520 M5

大容量のストレージを必要とするクラウド環境やファイルサーバ用途に最適な2WAYラック型サーバ

2
WAY

େ࠷
20ίΞ

2.5’’
SAS
HDD

2.5’’
χΞϥΠϯSAS

HDD

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

450W電源
800W電源

800W電源

3.5’’
χΞϥΠϯSAS

HDD

3.5’’
SAS 
HDD

ϥοΫ
3.5’’
SATA 
SSD

3೥
ඪ४อূ 2U

2.5’’
BC-SATA 

HDD

2.5’’
SATA 
SSD

3.5’’
BC-SATA

HDD

2.5’’
PCIe 
SSD

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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PRIMERGY RX2520 M5

モデル 3.5インチ（x4/x12）モデル / 2.5インチ（x8/x16/x24）モデル

形状 ラックマウント

CPU搭載数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 12（2933 RDIMM）

メモリ最大容量 768GB（2933 RDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］3.5インチ最大12｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SATA｝
［前面］2.5インチ最大24｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SATA｝、最大4｛SSD：PCIe｝
［PCIスロット］最大2｛SSD：PCIe｝※ホットプラグ非対応

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：28.8TB（SAS HDD）/216TB（ニアラインSAS HDD）/216TB（BC-SATA HDD）/92.16TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：57.6TB（SAS HDD）/48TB（ニアラインSAS HDD）/48TB（BC-SATA HDD）/184.32TB（SATA SSD）/25.6TB（PCIe SSD）
［PCIスロット］：1.5TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（LTO8ユニット, LTO7ユニット, データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）x3（Low Profile）, PCI Express 3.0（x8レーン）x3（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボード SATA コントローラ×2］, オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB15ピン）×1［背面］

USBインターフェース USB 7ポート［3.5インチ（x4）モデル, 2.5インチ（x8/x16）モデル：USB3.0 前面×2 / 背面×4 / 内部×1］
or USB 6ポート［3.5インチ（x12）モデル, 2.5インチ（x24）モデル：USB3.0 背面×4 / 内部×1, USB2.0 前面×1］

シリアルインターフェース オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1［背面］

ハードウェア監視 コンポーネントランプ

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM1.2/2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA5-15準拠］ / AC200V（50Hz/60Hz）NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大643W / 2,314.8kJ/h, AC100V：最大671W / 2,415.6kJ/h

冗長ファン※ホットプラグ非対応 標準搭載

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 15.9（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 445［482.6（突起部含む）］×725.6［750（突起部含む）］×87（2U）mm / 最大25kg［28kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～40℃ , 5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約34dB（A）～約51dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：531,400 円
2.5インチモデル：520,400 円
インテル® Xeon® プロセッサー Bronze 3204（1.90GHz）, 8GB（DDR4 2933MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

ʦ༷࢓Ұཡʧ

第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
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FUJITSU Server PRIMERGY

 RX2530 M6

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮୈ 3 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® 
εέʔϥϒϧɾϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
1Uの筐体にインテル社最新の第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プ
ロセッサーを採用、最大40コアのCPUを2個まで搭載可能で、メモリバンド
幅も強化し、大幅な性能向上実現。また、PCI Express Gen 4にも対応し、お
客様は、より多くのラインナップから、用途に応じてオプション選択してい
ただけます。

Πϯςϧࣾ࠷৽ͷෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ 
ύʔγεςϯτɾϝϞϦʔʯΛ࠾༻͠ɺ࠷େ9TB·Ͱ౥ࡌՄೳ
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
1Uの筐体ながら、大容量（15.36TB）PCIe SSDに対応することで、最大容量
153.6TBと高い拡張性を実現。高信頼で耐障害性の高いSAS HDD、読み出し
性能、低消費電力に優れたSSD、高速転送に優れたPCIe SSDを採用、お客様
の用途に応じて選択いただけます。また、高密度実装を可能にする、EDSFF
規格（Enterprise and Datacenter SSD Form Factor）の、E1.S形状の内蔵ス
トレージを最大32本搭載可能で、リアルタイムデータやメディアデータ等
を活用して、高性能と大容量を兼ね備えた新しいデータ利活用システム基盤
に最適です。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。
VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能
です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͱ༺࠾ͷσβΠϯ্޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化することにより、異なる機種の運用性の統
一を実現し、お客様の負担を軽減します。また、鍵付きフロントベゼルオプ
ションで、ラック型サーバ前面の内蔵ストレージに対する物理セキュリティ
をより高めることができます。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。また、システム全体の効率的な運用管理が可能な、運用管理ソ
フトウェア「FUJITSU Software Infrastructure Manager」（以下ISM）の「ア
ノマリ検知」機能により、平常値の範囲とは異なる状態を示した場合に素早
く検知。従来はシステム管理者の勘と経験で設定されていた閾値をISMが運
用開始直後に自動設定、その後は運用データを蓄積し自律的に精度向上し改
善。お客様の業務影響の予防や、更なる運用管理軽減を実現します。

ສશͳηΩϡϦςΟ
米国政府機関が定める政府調達のためのセキュリティ規格「NIST SP800」
に準拠し、グローバル基準のセキュリティで、お客様に安全なITインフラを
ご提供します。自己暗号化機能付きの内蔵ストレージおよびSASアレイコン
トローラカードをご提供。内蔵ストレージの暗号化機能によりCPUに負荷を
かけずにデータの暗号化が可能。また、TPM2.0（TCG準拠）に対応した「セ
キュリティチップ」をご提供。ハードウェアレベルでのセキュリティ強化に
より、安全なシステム環境とプライバシー保護を実現します。
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1Uの筐体ながら、優れた性能・拡張性、高密度省スペースでお客様システムの更なる高速化を実現し、
様々な用途で利用可能な2WAYラック型サーバ
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PRIMERGY RX2530 M6

モデル 3.5インチ（x4）モデル / 2.5インチ（x8/x10）モデル / EDSFF NVMe（x32）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 32（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM / 3200 Optane PMem）

メモリ最大容量 2048GB（3200 RDIMM） / 4096GB（3200 LRDIMM） / 9216GB（3200 RDIMM＋3200 Optane PMem）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

3.5インチ：［前面］最大4｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝
2.5インチ：［前面］最大10｛HDD：SAS｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝

［背面］最大2｛HDD：SAS｝｛SSD：SAS/SATA｝
EDSFF NVMe：［前面］最大32｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 3.5インチ：［前面］9.6TB（SAS HDD）/72TB（ニアラインSAS HDD）/72TB（BC-SATA HDD）/30.72TB（SAS SSD）/30.72TB（SATA SSD）
2.5インチ：［前面］24TB（SAS HDD）/153TB（SAS SSD）/76.8TB（SATA SSD）/153.6TB（PCIe SSD）

［背面］4.8TB（SAS HDD）/30.6TB（SAS SSD）/15.36TB（SATA SSD）
EDSFF NVMe：［前面］128TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 なし

拡張バススロット PCI Express 4.0/3.0（x16レーン）3［Low Profile］
PCI Express 4.0/3.0（x8レーン）1（ストレージコントローラ専用スロット）［Low Profile］

ストレージコントローラ 標準搭載のストレージコントローラはモデルによって異なります。詳細はシステム構成図をご参照ください。
オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） オプション（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2/100GBASE×2）×2

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB15ピン）×1［背面］　※3.5インチ（x4）モデル, 2.5インチ（x8）モデルは、オプション適用で［前面 x1］を追加可能

USBインターフェース USB 5ポート：USB3.0 前面×2 / 背面×2 / 内部×1

シリアルインターフェース　 オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1 ［背面］

ハードウェア監視 コンポーネントランプ

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA5-15準拠］ / AC200V（50Hz/60Hz）［NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠］

電源冗長 / 内蔵型バッテリーユニット オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大1,738W / 6,255kJ/h、AC100V：最大1,153W / 4,150kJ/h

皮相電力 1868VA（200V 環境） / 1252VA（100V 環境）

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 19.9（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 435［483（突起部含む）］×808［837（突起部含む）］×43（1U）mm / 最大18.2kg［22.4kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約50dB（A）～約88dB（A）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00 （祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：800,000 円
2.5インチモデル：803,300 円
インテル® Xeon® プロセッサー Silver 4309Y（2.80GHz）, 8GB（3200MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

［仕様一覧］

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

 RX2530 M5

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
1Uの筐体ながら、大容量（15.36TB）PCIe SSDに対応することで、最大容量
153.6TBと高い拡張性を実現。また、高信頼で耐障害性の高いSAS HDD、読
み出し性能、低消費電力に優れたSSDを採用。用途に応じて選択していただ
けます。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

ॠిରࡦʹ༗ޮͳʮαʔό಺ଂܕόοςϦʔϢχοτʯΛ࠾༻
予期せぬ瞬電時にも電力の供給を継続する「内蔵バッテリーユニット」を提
供。本製品をサーバ筐体に内蔵することで省スペース化を実現します。また、
専用管理ソフトウェアを標準添付し、本製品の状態監視や停電時のシャット
ダウン設定が可能です。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 12/15をサポー
ト。VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が
可能です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͨ͠ݱΛ্࣮޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
σβΠϯΛ࠾༻
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化する事により、異なる機種の運用性の統一
を実現し、お客様の負担を軽減します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。

ສશͳηΩϡϦςΟ
自己暗号化機能付きの内蔵ストレージおよびSASアレイコントローラカード
を新規提供。内蔵ストレージの暗号化機能によりCPUに負荷をかけずにデー
タの暗号化が可能。また、TPM2.0（TCG準拠）に対応した「セキュリティチッ
プ」を提供。ハードウェアレベルでのセキュリティ強化により、安全なシス
テム環境とプライバシー保護を実現します。

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。

■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。
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1Uの筐体ながら、優れた性能・拡張性、高密度省スペースでお客様システムの高速化を実現する
2WAYラック型サーバ

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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PRIMERGY RX2530 M5

モデル 3.5インチ（x4）モデル / 2.5インチ（x4/x8/x10）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 24（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM / 2666 DCPMM）

メモリ最大容量 1536GB（2933 RDIMM） / 3072GB（2933 LRDIMM） / 7680GB（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM＋2666 DCPMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］ 3.5インチ最大4｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝
［前面］ 2.5インチ最大10｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝
［PCIスロット］最大2｛SSD：PCIe｝　※ホットプラグ非対応

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：9.6TB（SAS HDD）/72TB（ニアラインSAS HDD）/72TB（BC-SATA HDD）/30.72TB（SAS SSD）/30.72TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：24TB（SAS HDD）/20TB（ニアラインSAS HDD）/20TB（BC-SATA HDD）/153TB（SAS SSD）/76.8TB（SATA SSD）/153.6TB（PCIe SSD）
［PCIスロット］：1.5TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 なし

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）×3［Low Profile］
PCI Express 3.0（x8レーン）×1（SASコントローラカード/SASアレイコントローラカード/デュアルM.2 コントローラカード専用スロット）［Low Profile］

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボード SATA コントローラ x2］, オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］、オプション適用時（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB15ピン）×1［背面］　※3.5インチ（x4）モデル, 2.5インチ（x4/x8）モデルは、オプション適用で［前面 x1］を追加可能

USBインターフェース USB 5ポート［3.5インチ（x4）モデル, 2.5インチ（x4/x8）モデル：USB3.0 前面×2 / 背面×2 / 内部×1］
or USB 4ポート［2.5インチ（x10）モデル：USB3.0 背面×2 / 内部×1, USB2.0 前面×1］

シリアルインターフェース　 オプション：シリアルポート（D-SUB9ピン）×1 ［背面］

ハードウェア監視 コンポーネントランプ

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM1.2/2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA5-15準拠］ / AC200V（50Hz/60Hz）［NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠］

電源冗長 / 内蔵型バッテリーユニット オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大864W / 3,110kJ/h、AC100V：最大920W / 3,312kJ/h

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 15.0（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 435［483（突起部含む）］×721［771（突起部含む）］×43（1U）mm / 最大16kg［19.7kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約44dB（A）～約66dB（A）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00 （祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：498,400 円
2.5インチモデル：487,400 円
インテル® Xeon® プロセッサー Bronze 3204（1.90GHz）, 8GB（DDR4 2933MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

［仕様一覧］

第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
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FUJITSU Server PRIMERGY
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Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮୈ 3 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® 
εέʔϥϒϧɾϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
インテル社最新の第 3 世代 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
を採用。最大40コアのCPUを2個まで搭載可能で、メモリバンド幅も強化し、
大幅な性能向上実現。また、PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は、より
多くのラインナップから、用途に応じてオプション選択していただけます。

Πϯςϧࣾ࠷৽ͷෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ 
ύʔγεςϯτɾϝϞϦʔʯΛ࠾༻͠ɺ࠷େ12TB·Ͱ౥ࡌՄೳ
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
大容量（15.36TB）PCIe SSDに対応することで、最大容量368.64TBを実現。高
信頼で耐障害性の高いSAS HDD、読み出し性能、低消費電力に優れたSSD、高速
転送に優れたPCIe SSDを採用、お客様の用途に応じて選択でき、様々なニーズ
にお応えします。また、高密度実装を可能にする、EDSFF規格（Enterprise and 
Datacenter SSD Form Factor）の、E1.S形状の内蔵ストレージを最大64本搭載
可能で、リアルタイムデータやメディアデータ等を活用して、高性能と大容量
を兼ね備えた新しいデータ利活用システム基盤に最適です。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。
VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能
です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͱ༺࠾ͷσβΠϯ্޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化することにより、異なる機種の運用性の統
一を実現し、お客様の負担を軽減します。また、鍵付きフロントベゼルオプ
ションで、ラック型サーバ前面の内蔵ストレージに対する物理セキュリティ
をより高めることができます。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。また、システム全体の効率的な運用管理が可能な、運用管理ソ
フトウェア「FUJITSU Software Infrastructure Manager」（以下ISM）の「ア
ノマリ検知」機能により、平常値の範囲とは異なる状態を示した場合に素早
く検知。従来はシステム管理者の勘と経験で設定されていた閾値をISMが運
用開始直後に自動設定、その後は運用データを蓄積し自律的に精度向上し改
善。お客様の業務影響の予防や、更なる運用管理軽減を実現します。

ສશͳηΩϡϦςΟ
自己暗号化機能付きの内蔵ストレージおよびSASアレイコントローラカード
を提供。内蔵ストレージの暗号化機能によりCPUに負荷をかけずにデータの
暗号化が可能。また、TPM2.0（TCG準拠）に対応した「セキュリティチップ」
を提供。ハードウェアレベルでのセキュリティ強化により、安全なシステム
環境とプライバシー保護を実現します。また、米国政府機関が定める政府調
達のためのセキュリティ規格「NIST SP800」に準拠し、グローバル基準の
セキュリティで、お客様に安全なITインフラをご提供します。

GPGPUػೳ΍ը૾ॲཧΛߴ଎Խ͢ΔGPUΧʔυΛ࠾༻
GPGPU機能や画像処理をスムーズに行う新しいGPUカードを提供。
※ GPUカードの詳細については、拡張カードオプション【GPUカード】を参照ください。

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/peripheral/card/gpu.html

 RX2540 M6

充実した機能により高性能・高信頼とお客様システムの更なる高速化を実現し、
ビジネス革新を支えるシステム基盤構築に最適な2WAYラック型サーバ

500W電源
900W電源

1600W電源
2200W電源

900W電源

2
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SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

PRIMERGY RX2540 M6

モデル 3.5インチ（x10/x12）モデル / 2.5インチ（x16/x24）モデル / EDSFF NVMe（x64）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 32（3200 RDIMM / 3200 RDIMM 3DS / 3200 LRDIMM / 3200 Optane PMem）

メモリ最大容量 2048GB（3200 RDIMM） / 8192GB（3200 RDIMM 3DS）/ 4096GB（3200 LRDIMM） / 9216GB（3200 RDIMM＋3200 Optane PMem） / 
12288GB （3200 RDIMM 3DS＋3200 Optane PMem）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］3.5インチ最大12｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝
［前面］2.5インチ最大24｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝
［背面］2.5インチ最大6｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝
［EDSFF NVMe］最大64｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：28.8TB（SAS HDD）/216TB（ニアラインSAS HDD）/216TB（BC-SATA HDD）/92.16TB（SAS SSD）/92.16TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：57.6TB（SAS HDD）/48TB（ニアラインSAS HDD）/48TB（BC-SATA HDD）/367.2TB（SAS SSD）/184.32TB（SATA SSD）/368.64TB（PCIe SSD）
［背面］2.5インチ：14.4TB（SAS HDD）/12TB（ニアラインSAS HDD）/12TB（BC-SATA HDD）/91.8TB（SAS SSD）/46.08TB（SATA SSD）/92.16TB（PCIe SSD）
［EDSFF NVMe］：256TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（LTO9ユニット, LTO8ユニット, LTO7ユニット, データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 4.0/3.0（x8レーン）×1（ストレージコントローラ専用スロット）［Low Profile］
PCI Express 4.0/3.0（x16レーン）×4［Low Profile］
PCI Express 4.0/3.0（x8レーン）×2［Low Profile］

ストレージコントローラ 標準搭載のストレージコントローラはモデルによって異なります。詳細はシステム構成図をご参照ください。
オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） オプション（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2/100GBASE×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB15ピン）×1［背面］　※3.5インチ（x10）モデル, 2.5インチ（x16）モデルは、オプション適用で［前面x1］を追加可能

USBインターフェース USB 6ポート：USB3.0 前面×2 / 背面×2 / 内部×2

シリアルインターフェース　 オプション（D-SUB9ピン x1）

ハードウェア監視 コンポーネントランプ

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ 電源ユニット（500W/900W/1600W）の場合： AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］（最大2）
AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠（最大2）

電源ユニット（2200W）の場合：AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-20準拠/IEC60320準拠（最大2）

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大2,191W / 7,887kJ/h、AC100V：最大1,154W / 4,153kJ/h

皮相電力 2570VA（200V 環境） / 1252VA（100V 環境）

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 20.1（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 435［482.5（突起部含む）］×800［873.1（突起部含む）］×86.9（2U）mm / 最大32kg［36.2kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約55dB（A）～約86dB（A）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：793,400 円
2.5インチモデル：803,300 円
インテル® Xeon® プロセッサー Silver 4309Y（2.80GHz）, 8GB（3200MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
大容量（15.36TB）PCIe SSDに対応することで、最大容量368.64TBと高い
拡張性を実現。高信頼で耐障害性の高いSAS HDD、読み出し性能、低消費電
力に優れたSSDを採用、お客様の用途に応じて選択いただけます。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 12/15をサポー
ト。VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が
可能です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて、大幅な省
電力化が可能となります。

ͨ͠ݱΛ্࣮޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
σβΠϯΛ࠾༻
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化する事により、異なる機種の運用性の統一
を実現し、お客様の負担を軽減します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。

ສશͳηΩϡϦςΟ
自己暗号化機能付きの内蔵ストレージおよびSASアレイコントローラカード
を提供。内蔵ストレージの暗号化機能によりCPUに負荷をかけずにデータの
暗号化が可能。また、TPM2.0（TCG準拠）に対応した「セキュリティチップ」
を提供。ハードウェアレベルでのセキュリティ強化により、安全なシステム
環境とプライバシー保護を実現します。

σεΫτοϓԾ૝Խڥ؀ʹ͓͚Δը૾ॲཧ଎౓Λ
༺࠾଎Խ͢ΔάϥϑΟοΫεΧʔυΛߴ
仮想化環境における画像処理をスムーズに行うVDIグラフィックスカードと
して、「NVIDIA Tesla M10」、「NVIDIA Tesla T4」等、各種カードをご提供い
たします。仮想化環境でのグラフィックス処理の高速化と、複数ユーザでの
GPU共有が可能で、複数ユーザへの最適なリソース配分を実現します。

 RX2540 M5

充実した機能により高性能・高信頼とお客様システムの高速化を実現する2WAYラック型サーバ

450W電源
800W電源
1200W電源

800W電源

2
WAY

େ࠷
28ίΞ

2.5  ’’
BC-SATA 

HDD

2.5  ’’
SAS
HDD
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HDD

2.5  ’’
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SSD

2.5  ’’
SATA
SSD

2.5  ’’
PCIe
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2U3೥
ඪ४อূϥοΫ
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3.5  ’’
SATA
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ʦ༷࢓Ұཡʧ

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。

■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

PRIMERGY RX2540 M5

モデル 3.5インチ（x4/x12）モデル / 2.5インチ（x8/x16/x24）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 24（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM / 2666 DCPMM）

メモリ最大容量 1536GB（2933 RDIMM） / 3072GB（2933 LRDIMM） / 7680GB（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM＋2666 DCPMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］3.5インチ最大12｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝
［前面］2.5インチ最大24｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝
［背面］2.5インチ最大4｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝
［PCIスロット］最大4｛SSD：PCIe｝　※ホットプラグ非対応

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］3.5インチ：28.8TB（SAS HDD）/216TB（ニアラインSAS HDD）/216TB（BC-SATA HDD）/92.16TB（SAS SSD）/92.16TB（SATA SSD）
［前面］2.5インチ：57.6TB（SAS HDD）/48TB（ニアラインSAS HDD）/48TB（BC-SATA HDD）/367.2TB（SAS SSD）/184.32TB（SATA SSD）/368.64TB（PCIe SSD）
［背面］2.5インチ：9.6TB（SAS HDD）/8TB（ニアラインSAS HDD）/8TB（BC-SATA HDD）/61.2TB（SAS SSD）/30.72TB（SATA SSD）/61.44TB（PCIe SSD）
［PCIスロット］：3TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

内蔵バックアップ装置 オプション（LTO8ユニット, LTO7ユニット, データカートリッジドライブユニット）

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）x3（Low Profile）, PCI Express 3.0（x8レーン）x3（Low Profile）
［オプション適用時：PCI Express 3.0（x16レーン）x1（Low Profile） / x2（Full Height）, PCI Express 3.0（x8レーン）x3（Low Profile） / x2（Full Height）］

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボード SATA コントローラ x2］, オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］、オプション適用時（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載：アナログRGB（D-SUB15ピン）×1［背面］　※3.5インチ（x4）モデル, 2.5インチ（x8/x16）モデルは、オプション適用で［前面 x1］を追加可能

USBインターフェース USB 5ポート［3.5インチ（x4）モデル, 2.5インチ（x8/x16）モデル：USB3.0 前面×2 / 背面×2 / 内部×1］
or USB 4ポート［3.5インチ（x12）モデル, 2.5インチ（x24）モデル：USB3.0 背面×2 / 内部×1, USB2.0 前面×1］

シリアルインターフェース　 オプション（D-SUB9ピン x1）

ハードウェア監視 コンポーネントランプ

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM1.2/2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA5-15準拠］ / AC200V（50Hz/60Hz）NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大1,020W / 3,672kJ/h、AC100V：最大975W / 3,510kJ/h

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 15.0（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 445［482.6（突起部含む）］×726.6［764（突起部含む）］×87（2U）mm / 最大25kg［28.9kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約44dB（A）～約66dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00 （祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 3.5インチモデル：586,400 円
2.5インチモデル：530,300 円
インテル® Xeon® プロセッサー Bronze 3204（1.90GHz）, 8GB（DDR4 2933MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮୈ 3 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® 
εέʔϥϒϧɾϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
3Uの筐体にインテル社最新の第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プ
ロセッサーを4個搭載可能で、TDP250WまでのCPUに対応し、最大112コア
の拡張性。お客様は、14種類の中から用途に応じて選択していただけます。

Πϯςϧࣾ࠷৽ͷෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ 
ύʔγεςϯτɾϝϞϦʔʯΛ࠾༻͠ɺ࠷େ15TB·Ͱ౥ࡌՄೳ
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。メモリ動作クロックは従来の
2933MHzから3200MHzへ高速化。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
内蔵ストレージベイ数は24ベイへ増加し拡張性アップ。大容量（15.36TB）
PCIe SSDに対応することで、最大容量368.64TBと高い拡張性を実現。高信頼
で耐障害性の高いSAS HDD、読み出し性能、低消費電力に優れたSSD、高速転
送に優れたPCIe SSDを採用、お客様の用途に応じて選択していただけます。

Platform Firmware ResilienceλΠϓΛϥΠϯφοϓ
「内蔵ストレージ×16モデル」にはPlatform Firmware Resilienceタイプを
ラインナップし、サーバ内ファームウェアに対する攻撃リスクを低減しセ
キュリティ向上を図ります。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
4つの主要テーマ（ハイブリッド、セキュリティ、アプリケーションプラッ
トフォーム、HCI）で強化したマイクロソフト社最新OS Windows Server 
2019をサポート。また、Linux OSは、Red Hat Enterprise Linux7/8および
SUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。VMwareもサポートしており、
お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～45℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて大幅な省電
力化が可能となります。

ͱ༺࠾ͷσβΠϯ্޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
෺ཧతηΩϡϦςΟ্޲ͷ࣮ݱ
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化する事により、異なる機種の運用性の統一
を実現し、お客様の負担を軽減します。また、鍵付きフロントベゼルオプショ
ンで、ラック型サーバ前面の内蔵ストレージに対する物理セキュリティをよ
り高めることができます。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。

αʔόͷηοτΞοϓۀ࡞ͷ؆қԽ
セットアップ支援ツール「ServerView Installation Manager」をご利用い
ただく事で、ハードウェア設定やOSインストール作業をサポートします。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。

 RX4770 M6
4

WAY

1600W電源
2200W電源

大規模な仮想化、インメモリデータベースに最適な高いパフォーマンスと十分な拡張性、信頼性を備え、
変化するビジネスニーズに適応する4WAYラック型サーバ

3೥
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SSD

2.5  ’’
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SSD
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PRIMERGY RX4770 M6

モデル 2.5インチ（x8/x16/x24）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 4, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 48（3200 RDIMM / 3200 RDIMM 3DS / 3200 LRDIMM / 3200 Optane PMem）

メモリ最大容量 3072GB（3200 RDIMM） / 12288GB（3200 RDIMM 3DS） / 6144GB（3200 LRDIMM） / 7680GB（3200 RDIMM＋3200 Optane PMem） / 
15360GB（3200 RDIMM 3DS/3200 LRDIMM＋3200 Optane PMem）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］2.5インチ最大24｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］2.5インチ：57.6TB（SAS HDD）/48TB（ニアラインSAS HDD）/48TB（BC-SATA HDD）/367.2TB（SAS SSD）/184.32TB（SATA SSD）/368.64TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）×7［3（Low Profile） / 4（Full Height）］, PCI Express 3.0（x8レーン）×4 （Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載のストレージコントローラはモデルによって異なります。詳細はシステム構成図をご参照ください。
オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） オプション（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載（アナログRGB〔D-SUB15ピン〕×2［前面：1 / 背面：1］）

USBインターフェース USB5ポート（USB3.0：前面×2 / 背面×2 / 内部×1）

シリアルインターフェース 標準搭載（D-SUB9ピン x1［背面］）

ハードウェア監視 ―

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］
AC200V（50Hz/60Hz）NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠またはNEMA L6-20準拠 / IEC60320準拠

電源冗長 オプション（最大2）（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大2,545W / 9,162kJ/h、AC100V：最大1,240W / 4,464kJ/h

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載：4

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 16.5（区分3）

外形寸法（W×D×H） / 質量 435［484.0（突起部含む）］×800［859.7（突起部含む）］×129.4（3U）mm / 最大37.5kg［41.7kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～45℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約48dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 2,750,200 円
インテル® Xeon® プロセッサー Gold 5318H（2.50GHz）, 8GB（DDR4 3200MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

ʦ༷࢓Ұཡʧ

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。

■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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FUJITSU Server PRIMERGY

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॊೈͳετϨʔδߏ੒Λ࣮ݱ
大容量（15.3TB）SAS SSDに対応することで、最大容量244.8TBと高い拡張
性を実現。また、高信頼で耐障害性の高いSAS HDD、読み出し性能、低消費
電力に優れたSSD、高速転送に優れたPCIe SSDを採用。用途に応じて選択し
ていただけます。

OSϒʔτઐ༻Ϟδϡʔϧͷ࠾༻
システムボード上の専用スロットに挿入するOSブート専用製品「M.2 Flash 
モジュール」を選択可能。システム領域とすることで、内蔵ストレージベイ
に搭載されるストレージを全てデータ領域として使用することが可能です。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイ
ブリッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト
社最新OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat 
Enterprise Linux 7/8およびSUSE Linux Enterprise Server 12/15をサポー
ト。VMwareもサポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が
可能です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。 システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ઌਐͷٕज़ͰলిྗԽΛ࣮ݱ
使用環境の周囲温度5℃～40℃（オプション適用時）での動作をサポート（従
来10℃～35℃）し、サーバ設置環境のさらなる省電力化を促進します。オ
プションで、使用環境の周囲温度の拡張が可能です。これによりデータセン
ターや企業において、空調などのファシリティ設備全体を含めて大幅な省電
力化が可能となります。

ͨ͠ݱΛ্࣮޲ͳͲͷϢʔβϏϦςΟੑ࡞ೝੑ΍ૢࢹ
σβΠϯΛ࠾༻
稼働状況を目視するフロントパネルでは、アイコン自体を点灯させ、視認性
向上を実現します。また、ドライブカバーやHDDベゼルなどを直感的に操作
可能なデザインで高ユーザビリティを実現します。さらに、フロントパネル
やHDDベゼルのデザインを共通化する事により、異なる機種の運用性の統一
を実現し、お客様の負担を軽減します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

҆ఆՔಇ/ӡ༻؅ཧͷ࣮ݱ
サーバ監視ツール「ServerView Operations Manager/ServerView Agents」
ではサーバの状態をグラフィカルな画面で監視、CPU/メモリ/内蔵ストレー
ジ/ファンの稼働状況や筐体内の温度、電圧等のサーバステータスを確実に
把握します。

αʔόͷηοτΞοϓۀ࡞ͷ؆қԽ
セットアップ支援ツール「ServerView Installation Manager」をご利用い
ただく事で、ハードウェア設定やOSインストール作業をサポートします。

඼࣭ͱ৴པੑ΁ͷͩ͜ΘΓ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシス
テム開発で培った経験と技術力をベースに、PRIMERGY本
体の製造（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終
組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実
施しています。

 RX4770 M5
4

WAY

1600W電源

コンパクトな筐体（2U）にデータベースなどのインメモリアプリケーションに適した高いパフォーマンスと
信頼性を備えたお客様システムの高速化を実現する4WAYラック型サーバ
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PRIMERGY RX4770 M5

モデル 2.5インチ（x8/x16）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 4, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 48（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM / 2666 DCPMM）

メモリ最大容量 3072GB（2933 RDIMM） / 6144GB（2933 LRDIMM） / 15360GB（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM＋2666 DCPMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］2.5インチ最大16｛HDD：SAS/ニアラインSAS/BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA｝、最大12｛SSD：PCIe｝
［PCIスロット］最大4｛SSD：PCIe｝　※ホットプラグ非対応

内蔵ストレージ最大容量 ［前面］ 2.5インチ：38.4TB（SAS HDD）/32TB（ニアラインSAS HDD）/32TB（BC-SATA HDD）/244.8TB（SAS SSD）/122.88TB（SATA SSD）/76.8TB（PCIe SSD）
［PCIスロット］：3TB（PCIe SSD）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 480GB　※2台搭載にはデュアルM.2 コントローラカードが必要です。

光学ドライブ オプション（Ultra Slim ODD：DVD-ROMユニット, DVD-RAMユニット, Blu-ray Writerユニット）

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）×8［4（Low Profile） / 4（Full Height）］, PCI Express 3.0（x8レーン）×1（ポート拡張オプション専用スロット）［Low Profile］

ストレージコントローラ オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） オプション（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載（アナログRGB〔D-SUB15ピン〕×2［前面：1 / 背面：1］）

USBインターフェース USB 5ポート（USB3.0：前面×2 / 背面×2 / 内部×1）

シリアルインターフェース 標準搭載（D-SUB9ピン x1［背面］）

ハードウェア監視 ―

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

セキュリティチップ オプション（TPM1.2/2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50Hz/60Hz）平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］ / AC200V（50Hz/60Hz）NEMA L6-15準拠 / IEC 60320準拠

電源冗長 標準搭載：1600W（80PLUS® Platinum認定取得）×2（最大2）（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大2,292W / 8,251.2kJ/h、AC100V：最大2,335W / 8,406.0kJ/h

冗長ファン※ホットプラグ対応 標準搭載：12

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 14.5（区分3）

外形寸法（W×D×H） / 質量 434.8［482.6（突起部含む）］×724.8［776.4（突起部含む）］×86.9（2U）mm / 最大29.7kg［36.3kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃（オプション適用時：5～40℃） / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*3） 約61dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

希望小売価格構成価格例 2,178,200 円
インテル® Xeon® プロセッサー Gold 5215（2.50GHz）, 8GB（DDR4 2933MHz RDIMM）, ServerView Suite DVD, 電源ケーブル, ラックレール, 
内蔵DVD-ROMを含む構成時

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。

ʦ༷࢓Ұཡʧ

SATAϋʔυσΟεΫ஫ҙ߲ࣄ

■SATAハードディスクを搭載したモデルは、小規模かつアクセス頻度の比較的低い用途において、1日8時間程度で5年間のご使用を前提とした設計となっております。
■ BC-SATAハードディスク（Business Critical）、ニアラインSAS ハードディスクを搭載したモデルでは、バックアップ時間が1日数時間程度のバックアップサーバ、サーバのOS Boot専用（アプリケーションを搭載
しない）ハードディスクなど、大容量かつアクセス頻度の低い用途において、24時間365日の連続使用が可能です。
■24時間365日の連続使用や、頻繁にアクセスが繰り返されるデータベース用途、高い信頼性が求められる基幹業務用途等の場合は、高性能なSASハードディスク/SSDをご利用ください。
　（SATAハードディスク、BC-SATAハードディスクとSASハードディスク、SSDの違いは、https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/をご参照ください。）
■なお、大切なデータの損失を防ぐため、日頃からのデータバックアップを推奨します。

第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/


36

LX1430 M
1

ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

FUJITSU Server PRIMERGY

 LX1430 M1

AMDࣾ࠷৽CPUʮAMD EPYC™ 7002γϦʔζɾϓϩηοαʔʯ
Λ࠾༻
7nmプロセスのAMD EPYC™ 7002シリーズ・プロセッサーを搭載し3200MHz 
DIMMをサポート。

TCOݮ࡟
1CPUあたり最大64コア搭載の高い仮想集約率、優れた消費電力、ソフトウェ
アライセンス削減によりお客様のシステムのTCOを削減。

ར༻γʔϯ
仮想化 & VDI、クラウド等に最適。

ٻ৴པੑΛ௥ߴ
ハードウェアログ機能をサポート。異常検出時、NVRAMにログされ、ベー
スボードの搭載された専用ハードウェア（BMC）にLAN接続してハードウェ
アログの参照が可能。エラー発生時、ベースボードに搭載された専用ハード
ウェア（BMC）およびLED点灯によるエラー通知。ファンの速度が変化する
「プロアクティブファン機能」により、ファン故障や周囲温度の上昇により
自動的にファンの回転数を上げ、サーバ内部温度を低下させ信頼性を維持。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。
※ SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY LX1430 M1

モデル 2.5インチ HDD/SSD/PCIe SSD×8＋2.5インチ PCIe SSD×2

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 1, AMD EPYC™ プロセッサー
※詳細はシステム構成図をご参照ください。https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

メモリスロット数・種類 16（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM）

メモリ最大容量 512GB（3200 RDIMM）/ 1024GB（3200 LRDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類 2.5インチ最大8｛HDD：BC-SATA｝｛SSD：SATA｝、最大2｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 2.5インチ：16TB（BC-SATA HDD）/61.44TB（SATA SSD）/30.72TB（PCIe SSD）

拡張バススロット PCI Express 4.0（x16レーン）×1（Full Height）

ストレージコントローラ CPU内蔵SATAコントローラ

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］、オプション適用時（25GBASE×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載（アナログRGB）×1［背面］

USBインターフェース USB 4ポート（USB3.0：前面×1 / 背面×3）

シリアルインターフェース 標準搭載（D-SUB9ピン）×1［背面］

ハードウェア監視 －

ソフトウェア監視 オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

セキュリティチップ －

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］（最大2）
AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠（最大2）

電源冗長 オプション（最大2）（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大721.6W / 2597.8kJ/h、AC100V：最大770.9W / 2775.2kJ/h

冗長ファン －

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*1） 25.6（区分1）

外形寸法（W×D×H） / 質量 438×660×43.4（1U）mm / 最大14.4kg［18.8kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*2） 約50dB（A）～約71dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*2）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。

1
WAY

3೥
ඪ४อূ 1U

େ࠷
64ίΞ

2.5’’
BC-SATA

HDD

2.5  ’’
SATA
SSD

2.5  ’’
PCIe
SSD

7nmプロセスの AMD EPYC™ 7002シリーズ・プロセッサーを搭載し
高性能・コストパフォーマンスを追求した1Uラック型サーバ

650W電源

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
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1600W電源

 RX2450 M1

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY RX2450 M1
モデル 2.5インチ（x20/x24）モデル

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 2, AMD EPYC™ プロセッサー
※詳細はシステム構成図をご参照ください。https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

メモリスロット数・種類 32（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM）

メモリ最大容量 2048GB（3200 RDIMM） / 4096GB（3200 LRDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※SSD：PCIe以外はホットプラグ対応

［ベイ0～19］2.5インチ 最大20｛HDD：BC-SATA｝｛SSD：SATA｝
最大4｛HDD：SAS/ニアラインSAS｝　※2.5インチ（x24）モデルのみ搭載可能

［ベイ20～23］2.5インチ 最大4｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 2.5インチ：4.8TB（SAS HDD）/8TB（ニアラインSAS HDD）/40TB（BC-SATA HDD）/153.6TB（SATA SSD）/61.44TB（PCIe SSD）

拡張バススロット PCI Express 4.0（x16レーン）×4（Full Height）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボード SATA コントローラ］, オプション［SASコントローラカード/SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載（アナログRGB）×1［背面］

USBインターフェース USB 2ポート（USB3.0：背面×2）

シリアルインターフェース 標準搭載：シリアルポート（D-SUB 9ピン）×1［背面］

ハードウェア監視 －

ソフトウェア監視 オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

セキュリティチップ －

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］（最大2）
AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠（最大2）

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大1,489W / 5,360.4kJ/h、AC100V：最大988W / 3,556.8kJ/h
冗長ファン －

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*1） 31.8（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 437×705.3×89（2U）mm（突起部を含まない）/最大26kg［32kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*2） 約48dB（A）～約62dB（A）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*2）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。

2
WAY

େ࠷
64ίΞ

3೥
ඪ४อূ 2U

2.5  ’’
SATA
SSD

2.5  ’’
PCIe
SSD

2.5  ’’
SAS
HDD

AMDࣾ࠷৽CPUʮAMD EPYC™ 7003/7002γϦʔζɾ
ϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
AMD EPYC™ 7003/7002シリーズ・プロセッサーを採用し、2個搭載可能。
2CPUで合計128コアものサーバ構成が可能となり（1CPU あたり最大64コア）、
高い仮想集約率、優れた低消費電力、高性能を実現。

80PLUS® PlatinumೝূͷిݯϢχοτΛ࠾༻
80PLUS® プログラムが推進する電気機器の省電力プログラムにおいて、
80PLUS® Platinum認証電源を採用し、電源冗長化にも対応。効率よくサー
バに電力を供給し、省エネ化を推進します。

ଟ༷ͳOSϥΠϯφοϓ
Windows Server 2019をベースに、3つの主要テーマ（セキュリティ、ハイブ
リッド、アプリケーションプラットフォーム）を強化したマイクロソフト社最新
OS Windows Server 2022をサポート。また、Linux OSは、Red Hat Enterprise 
Linux 8およびSUSE Linux Enterprise Server 15をサポート。VMwareもサ
ポートしており、お客様の運用に合わせて、様々な選択が可能です。
※詳細についてはシステム構成図を参照ください。

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

TCOݮ࡟
多コアCPU（64、32コア）を利用いただくことで、大規模な仮想環境を実現でき
るため、CPUライセンスが適用されているソフトウェアについては、ソフトウェ
アライセンスの削減が可能。これにより、お客様システムのTCOを削減可能。

αʔό؅ཧػೳͷॆ࣮
「リモートマネジメントコントローラ」を標準搭載。システムボード上に搭
載されている専用ハードウェアで本体の電源/OSの状態に依存しない、サー
バ監視、電源制御が可能です。管理LAN経由での監視/制御を実現しており、
モバイル端末からの操作も可能。HTTPS接続で利便性、セキュリティも向上
しています。また、追加オプション「リモートマネジメントコントローラアッ
プグレード」により、サーバ設定画面をそのまま遠隔地の端末に転送し操作
する、アドバンストビデオリダイレクション他の機能が有効になります。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。
※ SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

GPGPUػೳ΍ը૾ॲཧΛߴ଎Խ͢ΔGPUΧʔυΛ࠾༻
GPGPU機能や画像処理をスムーズに行う各種GPUカードを提供。
※ GPUカードの詳細については、拡張カードオプション【GPUカード】を参照ください。

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/peripheral/card/gpu.html

AMD社最新CPU「AMD EPYC™ 7003/7002シリーズ・プロセッサー」を2個搭載し、
高性能、コストパフォーマンスを追求した、仮想化集約に最適な2WAYラック型サーバ

2.5’’
BC-SATA

HDD

2.5’’
χΞϥΠϯSAS

HDD

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/


38

GX2460 M
1

ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

FUJITSU Server PRIMERGY

 GX2460 M1

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY GX2460 M1

モデル 3.5インチ HDD/SSD/PCIe SSD×8

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 2, AMD EPYC™ プロセッサー
※詳細はシステム構成図をご参照ください。https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

メモリスロット数・種類 16（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM）

メモリ最大容量 1024GB（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類 3.5インチ最大8｛HDD：SAS/ニアラインSAS /BC-SATA｝｛SSD：SAS/SATA/PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 3.5インチ：19.2TB（SAS HDD）/16TB（ニアラインSAS HDD）/16TB（BC-SATA HDD）/25.6TB（SAS SSD）/61.44TB（SATA SSD）/122.88TB（PCIe SSD）

拡張バススロット PCI Express 4.0（x16レーン）×6［2（Low Profile） / 4（Full Height）］

ストレージコントローラ CPU内蔵SATAコントローラ

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［2ポート（10GBase-T/1000Base-T/100Base-TX択一）］

ディスプレイインターフェース 標準搭載（アナログRGB）×1［背面］

USBインターフェース USB 5ポート（USB3.0：前面×2 / 背面×2 / 内部×1）

ハードウェア監視 SVRM

ソフトウェア監視 オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

セキュリティチップ －

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-20準拠/IEC60320準拠（最大2）

電源冗長 標準搭載：2200W（80PLUS® Platinum認定取得）×2（最大2）（ホットプラグ対応）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大1,934W / 6,962.4kJ/h

冗長ファン 標準搭載（ホットプラグ非対応）

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*1） 22.2（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 438.4×831×87（2U）mm（突起部を含まない） / 最大33.1kg［37.3kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*2） 約54dB（A）～約76dB（A）（実測値）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*2）ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。

ࡌେ4ຕͷGPUΧʔυΛ౥࠷
最大4枚のGPUカードを1台のラック型（2U）サーバに搭載可能。

AMDࣾ࠷৽CPUʮAMD EPYC™ 7003/7002γϦʔζɾ
ϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
AMD EPYC™ 7003/7002シリーズ・プロセッサーを2個搭載可能。

ॊೈͳߏ੒Λ࣮ݱ
お客様の業務規模に応じて、8～32コアCPU×2、1～4GPU構成を柔軟に選
択可能で、また、LANからInfiniBandまで柔軟なネットワーク構成を実現。

ར༻γʔϯ
より規模の大きな解析業務や人工知能（AI）/ディープラーニング用途に最
適で、GPUを使ったVDI用途や、多画面表示のデジタルサイネージ用途等に
も適している。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。
※ SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

2
WAY

େ࠷
32ίΞ

3.5’’
BC-SATA

HDD

3.5  ’’
SAS
HDD

3.5’’
χΞϥΠϯSAS

HDD

3.5  ’’
SAS
SSD

3.5  ’’
SATA
SSD

3೥
ඪ४อূ 2U

3.5  ’’
PCIe
SSD

AMD社最新CPU「AMD EPYC™ 7003/7002シリーズ・プロセッサー」と最大4枚のGPUカードを搭載可能で、
より規模の大きな解析業務やAI/ディープラーニング用途に最適な2Uラック型サーバ

2200W電源

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
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3೥
ඪ४อূ 4U

2.5  ’’
SATA
SSD

2.5  ’’
PCIe
SSD

第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー

 GX2570 M6

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY GX2570 M6

モデル 空冷 2.5インチ HDD/SSD×6＋2.5インチ PCIe SSD×4、NVIDIA HGX A100 80GB

形状 ラックマウント

CPUソケット数・種類 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細はシステム構成図をご参照ください。https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

メモリスロット数・種類 32（3200 RDIMM）

メモリ最大容量 2048GB（3200 RDIMM）

内蔵ストレージ搭載位置・数・種類
※ホットプラグ対応

［前面］2.5インチ最大6｛HDD：SAS/BC-SATA｝｛SSD：SATA/PCIe｝
［背面］2.5インチ最大4｛SSD：PCIe｝

内蔵ストレージ最大容量 2.5インチ：7.2TB（SAS HDD）/12TB（BC-SATA HDD）/11.52TB（SATA SSD）/64TB（PCIe SSD）

拡張バススロット GPUモジュール　標準搭載［NVIDIA HGX A100（80GBモデル）］
PCI Express 4.0（x16レーン）［前面］2（Low Profile）、［背面］8（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボード SATA コントローラ］, オプション［SASアレイコントローラカード］

ネットワークインターフェース（オンボード） オプション（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2/100GBASE×2）

ディスプレイインターフェース 標準搭載（アナログRGB）×1［前面］

USBインターフェース USB 2ポート（USB3.0：前面×2）

ハードウェア監視 －

ソフトウェア監視 オプション（Infrastructure Manager）

キーボード/マウス オプション（USBキーボード, USBマウス）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［前面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

セキュリティチップ －

電源入力電圧（周波数）［入力コンセント形状］ AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-20準拠/IEC60320準拠（最大4）

電源冗長※ホットプラグ対応 標準搭載［電源ユニット<3000W>（80PLUS® Platinum認定取得）］：4（最大4）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大5,347W / 19,249.2kJ/h

冗長ファン －

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*1） 8.5（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 485×947×175（4U）mm（突起部を含まない） / 最大81.5kg（ラックレール含む）

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。

※ファンが高速回転する電源投入時や高温環境下では、装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。
※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。

2
WAY

େ࠷
36ίΞ

2.5’’
BC-SATA

HDD

2.5  ’’
SAS
HDD

NVIDIA HGX A100ʢ80GBϞσϧʣΛඪ४౥ࡌ
標準搭載の「NVIDIA HGX A100」は、単一ベースボード上に8基のNVIDIA 
A100（GPUメモリ80GB）を搭載しており、GPUメモリの合計は640GBです。

ར༻γʔϯ
より大規模な解析業務や人工知能（AI）/ディープラーニング用途に最適。
8基のGPGPUはNVSwitchで相互接続されており、高速なマルチGPU動作が
可能。

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮୈ 3 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® 
εέʔϥϒϧɾϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
インテル社最新CPU「第 3 世代 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッ
サー」をラインナップ。お客様は用途に応じて選択していただけます。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。
※ SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

NVIDIA HGX A100（80GBモデル）を標準搭載、より大規模な解析業務や
人工知能（AI）/ディープラーニング用途に最適な2WAYラック型（4U）サーバ

3000W電源

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
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FUJITSU Server PRIMERGY

 CX400 M6 γϟʔγ
৑௕ిݯ
ϗοτϓϥά

৑௕ϑΝϯ
ϗοτϓϥά

3೥
ඪ४อূ 2U Ϛϧν

ϊʔυ

౓ϚϧνϊʔυαʔόີߴೳΞʔΩςΫνϟʔΛ݉Ͷඋ͑ͨੑߴͱܭɾলిྗઃੵूߴ

࣮૷ޮ཰2ഒͷີߴ౓ઃܭ
PRIMERGY CX400 M6は、高さ2Uのシャーシと、シャーシ内に搭載した最大
4台のサーバノードからなるスケールアウト型システムに適した製品です。
一般的な1Uラック型サーバに比べ、2倍の実装密度を実現します。

લ໘ʹ಺ଂετϨʔδΛ౥ࡌ
シャーシ前面にサーバノードと接続する内蔵ストレージを搭載。熱の影
響を受けやすい内蔵ストレージを前面に搭載し、耐障害性を考慮した設計
です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」をサーバノード側に標準実装。SAS
アレイコントローラカード搭載時、OSに依存しないRAID監視を実現するな
ど、サーバ監視の向上に貢献します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

લ໘ͷϥϯϓʹΑΔεϜʔζͳαʔόࢹ؂
背面に搭載される各サーバノードの電源ボタン/状態表示灯と識別ボタン/識
別灯を前面に装備。電源ボタン操作や状態確認を背面に回らずに実施するこ
とが可能です。

ޮ཰తͳిڅڙݯ
2台の電源をシャーシ内のサーバノードで共有する事で効率的な電源供給を
実現。また、80PLUS® Titanium認証電源を採用し、交流から直流への変換
時の電力ロスを低減します。

ϗοτϓϥάʹରԠͨ͠αʔόϊʔυ
ホットプラグ対応により、他のサーバノードを止めずに交換することにより、
継続したサーバ運用が可能です。

ޮ཰తͳྫྷ٫
前面から背面へスムーズに冷却する空気の流れを形成し、高密度でも高い冷
却効率を実現します。

ηΩϡϦςΟʔ্޲ͷ࣮ݱ
フロントベゼル（鍵付き）オプションを追加することで、ラックサーバ前面
の内蔵ストレージに対する物理セキュリティをより高めることができます。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY CX400 M6 γϟʔγ
搭載可能サーバノード PRIMERGY CX2550 M6/CX2560 M6

CX2550 M6搭載時 CX2560 M6搭載時 CX2560 M6（2.5インチ PCIe SSD）搭載時

型名 PY-MC4061 PY-MC4062

サーバノード 4台

内蔵2.5インチベイ ベイ数 8（ホットプラグ対応） 24（ホットプラグ対応）

最大容量 SAS HDD － 7.2TB（1ノード） －

ニアラインSAS － 12TB（1ノード） －

BC-SATA HDD 4TB（1ノード） 12TB（1ノード） －

SAS SSD － 91.8TB（1ノード） －

SATA SSD 15.36TB（1ノード） 46.08TB（1ノード） －

PCIe SSD 30.72TB（1ノード） 30.72TB（1ノード） 92.16TB （1ノード）

電源 電源ユニット（2600W）［80PLUS® Titanium認定取得］（最大2）

電源入力電圧（周波数） / 入力コンセント形状 AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］（最大2）
AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-20準拠/IEC60320準拠（最大2）

消費電力 / 発熱量 AC100V：最大 2,000W / 7,200kJ/h
AC200V：最大 3,100W / 11,160kJ/h

AC100V：最大 2,000W / 7,200kJ/h
AC200V：最大 3,509W / 12,632kJ/h

冗長電源ユニット オプション（ホットプラグ対応）

冗長ファン 標準搭載（ホットプラグ対応）

外形寸法（W×D×H） / 質量 443.5［480（突起部含む）］×850［891.3（突起部含む）］×86.9mm / 最大42kg［45kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度： 10～35℃ / 
湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*1） 約65dB（A）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1）本装置（シャーシ＋サーバノード全搭載）の通常運用時の騒音値（ISO7779に準拠した実測値）です。ファンが高速回転する電源投入時、高温環境下および高負荷動作時では、
装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。

2600W電源
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 CX400 M4 γϟʔγ
৑௕ిݯ
ϗοτϓϥά

৑௕ϑΝϯ
ϗοτϓϥά

3೥
ඪ४อূ 2U Ϛϧν

ϊʔυ

౓ϚϧνϊʔυαʔόີߴೳΞʔΩςΫνϟʔΛ݉Ͷඋ͑ͨੑߴͱܭɾলిྗઃੵूߴ

࣮૷ޮ཰2ഒͷີߴ౓ઃܭ
PRIMERGY CX400 M4は、高さ2Uのシャーシと、シャーシ内に搭載した最大
4台のサーバノードからなるスケールアウト型システムに適した製品です。
一般的な1Uラック型サーバに比べ、2倍の実装密度を実現します。

લ໘ʹ಺ଂετϨʔδΛ౥ࡌ
シャーシ前面にサーバノードと接続する内蔵ストレージを搭載。熱の影
響を受けやすい内蔵ストレージを前面に搭載し、耐障害性を考慮した設計
です。

αʔό؅ཧػೳͷ֦ॆ
「リモートマネジメントコントローラ」をサーバノード側に標準実装。SAS
アレイコントローラカード搭載時、OSに依存しないRAID監視を実現するな
ど、サーバ監視の向上に貢献します。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

લ໘ͷϥϯϓʹΑΔεϜʔζͳαʔόࢹ؂
背面に搭載される各サーバノードの電源ボタン/状態表示灯と識別ボタン/識
別灯を前面に装備。電源ボタン操作や状態確認を背面に回らずに実施するこ
とが可能です。

ޮ཰తͳిڅڙݯ
2台の電源をシャーシ内のサーバノードで共有する事で効率的な電源供給を
実現。また、80PLUS® Platinum認証電源を採用し、交流から直流への変換
時の電力ロスを低減します。

ϗοτϓϥάʹରԠͨ͠αʔόϊʔυ
ホットプラグ対応により、他のサーバノードを止めずに交換することにより、
継続したサーバ運用が可能です。

ޮ཰తͳྫྷ٫
前面から背面へスムーズに冷却する空気の流れを形成し、高密度でも高い冷
却効率を実現します。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY CX400 M4 γϟʔγ
搭載可能サーバノード PRIMERGY CX2550 M5/2560 M5

CX2550 M5搭載時 CX2560 M5搭載時

型名 PY-MC4046

サーバノード 4台

内蔵2.5インチベイ ベイ数 8（ホットプラグ対応） 24（ホットプラグ対応）

最大容量 SAS HDD － 10.8TB（1ノード）

ニアラインSAS － 6TB（1ノード）

BC-SATA HDD 4TB（1ノード） 12TB（1ノード）

SAS SSD － 91.8TB（1ノード）

SATA SSD 15.36TB（1ノード） 46.08TB（1ノード）

PCIe SSD － 12.8TB（1ノード）

電源 電源ユニット（1600W / 2400W）［80PLUS® Platinum認定取得］（最大2）

電源入力電圧（周波数） / 入力コンセント形状 電源ユニット（1600W）の場合： AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き［NEMA 5-15準拠］（最大2）
 AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-15準拠/IEC60320準拠（最大2）
電源ユニット（2400W）の場合：AC200V（50/60Hz） / NEMA L6-20準拠/IEC60320準拠（最大2）

消費電力 / 発熱量 AC100V：最大 1,983W / 7,139kJ/h
AC200V：最大 3,487W / 12,554kJ/h

AC100V：最大 1,898W / 6,833kJ/h
AC200V：最大 3,143W / 11,315kJ/h

冗長電源ユニット オプション（ホットプラグ対応）

冗長ファン 標準搭載（ホットプラグ対応）

外形寸法（W×D×H） / 質量 444.0［480.2（突起部含む）］×850.0［885.8（突起部含む）］×87.6（2U）mm / 
最大48kg［52kg（ラックレール含む）］

使用環境 周囲温度： 10～35℃ / 
湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（*1） 約64dB（A）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1）本装置（シャーシ＋サーバノード全搭載）の通常運用時の騒音値（ISO7779に準拠した実測値）です。ファンが高速回転する電源投入時、高温環境下および高負荷動作時では、
装置構成により通常運用時の騒音値を上回る場合がありますので、専用室への設置をお願いいたします。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。

1600W電源
2400W電源
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FUJITSU Server PRIMERGY

 CX2550 M6 Ϛϧνϊʔυαʔό

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUΛ౥͠ࡌɺ2Uʹ4୆౥ࡌՄೳͳີߴ౓ઃܭΛ࣮ͨ͠ݱϚϧνϊʔυαʔό

2Uʹ4୆౥ࡌՄೳͳີߴ౓ઃܭ
2UのCX400 M6シャーシに4台実装可能。サーバノード1台あたりにCPUを
2個搭載でき、1Uラック型サーバと比較して2倍の実装密度を実現します。

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮୈ 3 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® 
εέʔϥϒϧɾϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
インテル社最新の第 3 世代 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
を採用。最大24コアのCPUを2個まで搭載可能で、メモリバンド幅も強化し、
大幅な性能向上実現。また、PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は用途に
応じてオプション選択していただけます。

ηΩϡϦςΟʔ্޲ͷ࣮ݱ
フロントベゼル（鍵付き）オプションを追加することで、ラックサーバ前面
の内蔵ストレージに対する物理セキュリティをより高めることができます。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

ར༻γʔϯ
高性能と高密度設計を兼ね備えているため、PCサーバ複数台を高速ネット
ワークで相互接続し、高速並列処理を実現するHPCシステムに最適です。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY CX2550 M6 Ϛϧνϊʔυαʔό

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 16（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM）

メモリ最大容量 1024GB（3200 RDIMM） / 2048GB（3200 LRDIMM）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

拡張バススロット PCI Express 4.0（x16レーン）×2（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ×2］、オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

SATAインターフェース（オンボード） SATA×2ポート, M.2 SSD接続用×2ポート

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［1ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］、
オプション適用時（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2/100GBASE×2）

ディスプレイインターフェース オプション（アナログRGB〔D-SUB15ピン〕×1）

USBインターフェース オプション〔USB 2ポート（USB3.0×2）〕

ハードウェア監視 ─

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）［標準搭載LANポートと共有］

セキュリティチップ ─

電源入力電圧 DC12V

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 24.9（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 193.5×572.8×40.0mm / 最大5.1kg

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。
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第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
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 CX2560 M6 Ϛϧνϊʔυαʔό

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUΛ౥ߴ͠ࡌɺ ີ౓ઃܭͱॊೈͳετϨʔδɾωοτϫʔΫI/OΛ݉Ͷඋ͑ͨϚϧνϊʔυαʔό

2Uʹ4୆౥ࡌՄೳͳີߴ౓ઃܭ
2UのCX400 M6シャーシに4台実装可能。サーバノード1台あたりにCPUを
2個搭載でき、1Uラック型サーバと比較して2倍の実装密度を実現します。

Πϯςϧࣾ࠷৽CPUʮୈ 3 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® 
εέʔϥϒϧɾϓϩηοαʔʯΛ࠾༻
インテル社最新の第 3 世代 インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
を採用。最大24コアのCPUを2個まで搭載可能で、メモリバンド幅も強化し、
大幅な性能向上実現。また、PCI Express Gen 4にも対応し、お客様は用途に
応じてオプション選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ηΩϡϦςΟʔ্޲ͷ࣮ݱ
フロントベゼル（鍵付き）オプションを追加することで、ラックサーバ前面
の内蔵ストレージに対する物理セキュリティをより高めることができます。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

ར༻γʔϯ
柔軟な内蔵ストレージ構成、ネットワーク構成が可能なため、仮想化基盤を
始めとする様々な用途に適用できます。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY CX2560 M6 Ϛϧνϊʔυαʔό

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 24（3200 RDIMM / 3200 LRDIMM） / 16（3200 RDIMM）＋8（3200 Optane PMem）

メモリ最大容量 1536GB（3200 RDIMM） / 3072GB（3200 LRDIMM） / 2048GB（3200 RDIMM＋3200 Optane PMem）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 960GB

拡張バススロット PCI Express 4.0（x16レーン）×2（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ×2］※PCIeSSDx6モデルは［NVMe×6ポート］
オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

SATAインターフェース（オンボード） SATA×6ポート※PCIe SSDx6モデルには非搭載
M.2 SSD接続用×2ポート

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［1ポート（10GBASE-T/1000BASE-T/100BASE-TX択一）］
オプション適用時（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2/100GBASE×2）

ディスプレイインターフェース オプション（アナログRGB〔D-SUB15ピン〕×1）

USBインターフェース オプション〔USB 2ポート（USB3.0×2）〕

ハードウェア監視 ─

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）［標準搭載LANポートと共有］

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧 DC12V

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 23.8（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 193.5×572.8×40.0mm / 最大4.9kg

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。
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FUJITSU Server PRIMERGY

 CX2550 M5 Ϛϧνϊʔυαʔό

ΠϯςϧࣾCPUΛ౥͠ࡌɺ2Uʹ4୆౥ࡌՄೳͳີߴ౓ઃܭΛ࣮ͨ͠ݱϚϧνϊʔυαʔό

2Uʹ4୆౥ࡌՄೳͳີߴ౓ઃܭ
2UのCX400 M4シャーシに4台実装可能。サーバノード1台あたりにCPUを
2個搭載でき、1Uラック型サーバと比較して2倍の実装密度を実現します。

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

ར༻γʔϯ
高性能と高密度設計を兼ね備えているため、PCサーバ複数台を高速ネット
ワークで相互接続し、高速並列処理を実現するHPCシステムに最適です。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY CX2550 M5 Ϛϧνϊʔυαʔό

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 16（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM） / 12（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM）＋4（2666 DCPMM）

メモリ最大容量 512GB（2933 RDIMM） / 1024GB（2933 LRDIMM）
2432GB（2933 RDIMM＋2666 DCPMM） / 2816GB（2933 LRDIMM＋2666 DCPMM）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 512GB

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）×2（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ］、オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

SATAインターフェース（オンボード） SATA×2ポート

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［1ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］、オプション適用時（25GBASE×2）

ディスプレイインターフェース オプション（アナログRGB〔D-SUB15ピン〕×1）

USBインターフェース オプション［USB 2ポート（USB3.0×2）］

ハードウェア監視 ─

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧 DC12V

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 10.2（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 174.3×580×40.5mm / 最大5kg

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。
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 CX2560 M5 Ϛϧνϊʔυαʔό

ΠϯςϧࣾCPUΛ౥ߴ͠ࡌɺ ີ౓ઃܭͱॊೈͳετϨʔδɾωοτϫʔΫI/OΛ݉Ͷඋ͑ͨϚϧνϊʔυαʔό

2Uʹ4୆౥ࡌՄೳͳີߴ౓ઃܭ
2UのCX400 M4シャーシに4台実装可能。サーバノード1台あたりにCPUを
2個搭載でき、1Uラック型サーバと比較して2倍の実装密度を実現します。

ΠϯςϧࣾCPUʮୈ 2 ੈ୅Πϯςϧ® Xeon® εέʔϥϒϧɾ
ϓϩηοαʔʯʹ৽ϥΠϯφοϓ௥Ճ
インテル社CPU「第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー」
に新ラインナップ追加。周波数向上、コア数増、キャッシュメモリ容量増の
変更がされ、OSやソフトウェアの実行/処理が改善されます。お客様は、多
くのラインナップから用途に応じて選択していただけます。

ෆੑൃشϝϞϦʮΠϯςϧ® Optane™ ύʔγεςϯτɾ
ϝϞϦʔʯΛ࠾༻
サーバのメモリスロットに搭載可能な形状で、サーバの電源がオフになって
もデータを保持できる最新テクノロジーに対応。大容量メモリとしても、高
速なデータ処理性能を持つストレージとしても利用でき、高性能が求められ
るデータベースや仮想化システムに最適です。

ॆ࣮ͷαϙʔτϝχϡʔ
3年間の標準保証（翌営業日以降訪問修理）に対応。さらに、当日中の訪
問修理やリモート通報による予防保守などを実施する運用・保守サービス
「SupportDesk」をご用意。充実したサービス内容でお客様システムの安定
稼働を支えます。
※SupportDeskの詳細については、https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/
を参照ください。

ར༻γʔϯ
柔軟な内蔵ストレージ構成、ネットワーク構成が可能なため、仮想化基盤を
始めとする様々な用途に適用できます。

ʦ༷࢓Ұཡʧ
PRIMERGY CX2560 M5 Ϛϧνϊʔυαʔό

CPUソケット数・種類 2, インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
※詳細は、P.8 CPU一覧表をご参照ください。

メモリスロット数・種類 16（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM） / 12（2933 RDIMM / 2933 LRDIMM）＋4（2666 DCPMM）

メモリ最大容量 512GB（2933 RDIMM） / 1024GB（2933 LRDIMM）
2432GB（2933 RDIMM＋2666 DCPMM） / 2816GB（2933 LRDIMM＋2666 DCPMM）

OSブート専用モジュール数・種類・最大容量 2, M.2 Flash モジュール, 512GB

拡張バススロット PCI Express 3.0（x16レーン）×2（Low Profile）

ストレージコントローラ 標準搭載［オンボードSATAコントローラ］、オプション［SASコントローラカード / SASアレイコントローラカード］

SATAインターフェース（オンボード） SATA×6ポート

ネットワークインターフェース（オンボード） 標準搭載［1ポート（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）］
オプション適用時（1000BASE-T×4/10GBASE-T×2/10GBASE×4/10GBASE×2/25GBASE×2）

ディスプレイインターフェース オプション（アナログRGB〔D-SUB15ピン〕×1）

USBインターフェース オプション［USB 2ポート（USB3.0×2）］

ハードウェア監視 ─

ソフトウェア監視 ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）（*1）、オプション（Infrastructure Manager）

リモートサービス機能 標準搭載（リモートマネジメントコントローラ）

専用コネクター Management LAN 1ポート［背面］（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源入力電圧 DC12V

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 11.9（区分2）

外形寸法（W×D×H） / 質量 174.3×580×40.5mm / 最大5kg

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

（*1） ServerView Suiteの使用権はサーバ本体に対し無償で付与しておりますが、インストール時等、本媒体が必要となりますので添付品の内容をご確認の上、必ず手配をお願いいたします。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。
※搭載可能CPUの詳細はCPU一覧表（P.8）を参照ください。
※搭載可能メモリの詳細はメモリ一覧表（P.10）を参照ください。
※搭載可能な容量については内蔵ストレージ一覧表（P.10）を参照ください。
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FUJITSU Server PRIMERGY

௕ظอकରԠλΠϓ
TX1330 M5RX2530 M6 RX2540 M6

PRIMERGYͰఏ͢ڙΔ௕ظอकରԠλΠϓ
組込み市場等で長期保守へのご要望が特に多い、FUJITSU Server PRIMERGY 
「RX2530 M6」・「RX2540 M6」、1WAYタワーサーバ「TX1330 M5」にて、
長期保守対応タイプをご提供します。

ྫࣄ༺׆
●産業現場：プラント、組立製造分野
●SCM分野：生産/物流
●CRM分野：金融/コールセンター
●ITS分野 ：高速道路など社会インフラ

10೥ؒͷϋʔυ΢ΣΞอकରԠ
高信頼のハードウェアと保守・運用支援サービス「SupportDesk」契約を組み合わせることにより、長期に渡るシステムの安定稼働を実現します。PRIMERGY
長期保守対応タイプでは、ハードウェアのご購入と同時に本タイプ専用の「SupportDeskパックStandard / Standard24（OSサポートなし）」をご契約いただく
ことにより、最長10年間の保守サポートをご提供します。

ཹҙ߲ࣄ

ఆ׵ަظ෦඼ͷަ׵ରԠʹ͍ͭͯ
下記定期交換部品は、導入から5年目に一括交換作業が必要となります。
交換作業には、通常120分程度要すると想定されます。その際一時的にシステムの停止が必要となります。

主な定期交換部品
●電源ユニット　　　●内蔵ハードディスク　　　●ファン

●メインボード　　　●SASアレイコントローラカード　　　●Dualportファイバーチャネルカード（16Gbps）

プラント制御や監視などの産業用コンピュータ、医療機器、および放送機器に代表される組込み用
コンピュータの分野においても、ICT機器のオープン化が進み、ビジネス分野でご利用されているサー
バをそのまま組込み用コンピュータとしてお使いになるお客様が増えてきております。この組込み用
コンピュータは、これを取り巻く装置設備やファシリティの利用環境から、長期間（10年間程度）の
安定稼働を実現することが求められます。
このようなご要望にお応えするため、PCサーバ「PRIMERGY」では、10年間の保守サポートを可能と
する「長期保守対応タイプ」を提供。お客様のICT投資コストの削減、システムの長期安定稼働を支え
ます。

※1：  本製品ご購入と同時に長期保守対応タイプ用SupportDeskパック Standard/Standard24（OSサポートなし）をご契約いただくことで「10年間」の保守サポートをご利用いただけます。SupportDeskパック未契約の場合、保守サポー
ト期間は通常保守契約モデルと同様「5年間」となりますので、ご注意ください。

※2：  本保守サポートの対象はハードウェアのみです。OSのサポートが必要な場合は別途ご契約が必要です。OSサポート期間については、各OSのサポートポリシーにより異なりますので、ご注意ください。
※3：  本製品は、導入から5年目に「定期交換部品一括交換作業」が必要となります。その際、一時的にシステムの停止が必要となりますので、予めご了承ください。
※4：  定期交換部品の交換に伴う、ハードディスクに保存されているデータのバックアップおよびリストア作業については、サービスの対象外となります。
※5：  本製品の一般モデルでの保守終息以降は、製品に搭載または添付しているドライバ、ファームウェア、BIOS、添付ソフトウェア等のアップデートに関して、当社が提供する無償サービス（ホームページからのドライバ、ファームウェア、

BIOSのアップデート版のダウンロードを含む）は終了となります。新たに問題が発見された場合には、これまでのようなサービスが提供できない場合があります。

保守サポート期間
（※5）

通常保守契約モデル

長期保守対応タイプ

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

ಋೖ 5೥໨

SupportDeskパック Standard/
Standard24（OSサポートなし）契約
（※1）（※2）

定期交換部品一括交換
作業実施（※3）（※4）

医療システム 放送設備

プラント制御
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［仕様一覧］
௕ظอकରԠλΠϓ

඼໊ PRIMERGY RX2530 M6
ʢ2.5Πϯν HDD/SSDʷ8Ϟσϧʣ
௕ظอकରԠλΠϓ

PRIMERGY RX2540 M6
ʢ2.5Πϯν HDD/SSDʷ16Ϟσϧʣ
௕ظอकରԠλΠϓ

PRIMERGY TX1330 M5
ʢ2.5ΠϯνϞσϧʣ
௕ظอकରԠλΠϓ

型名 PYR2536ZLX PYR2546ZLX PYT1335ZLX

希望小売価格（税別） 1,120,000円 1,280,000円 470,800円

形状 ラックマウント タワー

CPU ソケット数 2 2 1

標準搭載CPU インテル® Xeon® Silver 4310プロセッサー（2.10GHz,12C/24T,18MB）×1 インテル® Xeon® プロセッサーE-2334
（3.4GHz/4C/8MB）×1 

メインメモリ 搭載可能メモリ 3200 RDIMM 3200 UDIMM

標準 16GB 3200 RDIMM×1 8GB 3200 UDIMM×1

最大 384GB（3200 RDIMM） 512GB（3200 RDIMM） 32GB（3200 UDIMM）

内蔵2.5インチベイ 8（ホットプラグ対応） 16 （ホットプラグ対応） 8（ホットプラグ対応）

空きベイ数 8 16 8

搭載可能内蔵ストレージ SAS HDD：600GB（10krpm）

標準 －

最大 4.8TB（600GB SAS HDD×8） 9.6TB（600GB SAS HDD×16） 4.8TB（600GB SAS HDD×8）

内蔵ODDベイ 標準搭載［DVD-RAMドライブユニット（Ultra Slim）］ 標準搭載［DVD-ROMドライブユニット（HH）］

拡張バス
スロット

PCI Express 4.0/3.0（x8レーン） 1（ストレージコントローラ専用スロット）
［Low Profile］

1（ストレージコントローラ専用スロット）
［Low Profile］
2 ［Low Profile］

－

PCI Express 4.0/3.0（x16レーン） 3［Low Profile］ 4［Low Profile］ －

PCI Express 3.0（x4レーン） － 2（Full Height）

PCI Express 4.0（x8レーン） － 2（Full Height）

ストレージコントローラ オプション オプション

ネットワークインターフェース（オンボード） 4ポート
（1000BASE-T）

2ポート
（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T択一）

インターフェース ディスプレイ（アナログRGB）×1、USB×5
（USB3.0：前面×2 / 背面×2 / 内部×1）

ディスプレイ（アナログRGB）×1、USB×6
（USB3.0：前面×2 / 背面×2 / 内部×2）

ディスプレイ×1＜VGAポート×1［背面］＞、
USB×10［USB3.2（Gen2x2 Type C：前面×1 / 
Gen1x1 Type A：前面×1 / Gen2x1 Type A：
背面×2 / Gen1x1：内部×2）、USB2.0 Type A：
背面×4］

キーボード/マウス オプション 標準添付

ハードウェア監視 標準搭載（コンポーネントランプ） －

ソフト ServerView Suite（ServerView Operations Manager & ServerView Agents）、
オプション（Infrastructure Manager）（*1）

ServerView Suite（iRMC、ServerView Agentless）、
オプション（Infrastructure Manager）

セキュリティチップ オプション（TPM2.0モジュール：TCG準拠）

電源 標準搭載電源 標準搭載 900W電源
（80PLUS® Platinum 認定取得）×2

標準搭載 1600W電源
（80PLUS® Platinum 認定取得）×2

標準搭載 500W電源
（80PLUS® Platinum 認定取得）×2

入力電圧（周波数）/入力コンセント AC100V（50/60Hz） / 平行2Pアース付き（NEMA 5-15準拠）（最大2）
AC200V（50/60Hz） / （NEMA L6-15準拠 / IEC60320準拠）（最大2）

消費電力 / 発熱量 AC200V：最大1,738W / 6,255kJ/h
AC100V：最大1,153W / 4,150kJ/h

AC200V：最大2,191W / 7,887kJ/h
AC100V：最大1,154W / 4,153kJ/h

AC200V：最大436W / 1,569.6kJ/h
AC100V：最大458W / 1,648.8kJ/h

冗長電源 標準搭載（ホットプラグ対応）

冗長ファン 標準搭載（ホットプラグ対応） 標準搭載（ホットプラグ非対応）

エネルギー消費効率（2021年度基準）（*2） 19.9（区分2） 20.1（区分2） 11.8（区分1）

外形寸法［W×D×H（mm）］ 435［483（突起部含む）］×
808［837（突起部含む）］×43（1U）

435［482.5（突起部含む）］×
800［873.1（突起部含む）］×86.9（2U）

177.2×521.7［546.7（突起部含む）］×456.2

質量 最大18.2kg［22.4kg（ラックレール含む）］ 最大32kg［36.2kg（ラックレール含む）］ 最大26.4kg

使用環境 周囲温度：10～35℃ / 湿度：10～85％（ただし結露しないこと）

騒音値（実測値） 約50dB（A）～約88dB（A） 約55dB（A）～約86dB（A） 約22dB（A）

インストールOS / バンドルOS －

標準保証 3年間翌営業日以降訪問修理
（月曜～金曜、9：00～17：00（祝日および年末年始を除く））

1年間翌営業日以降訪問修理
（月曜～金曜、9：00～17：00
（祝日および年末年始を除く））

ハードウェア保守サポート期間 10年（*3）（*4）

（*1） ServerView Suiteの媒体および使用権は本体に対し無償で付与しております。ServerView Suiteの最新版メディアは、有償にて購入いただけます。
（*2）エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した中央演算処理装置（CPU）、補助記憶装置（ストレージ）および主記憶装置（メインメモリ）の消費電力あたりの性能を幾何平均したものです。
（*3）長期保守対応タイプ用SupportDeskパック Standard/Standard24（OSサポートなし）10年の同時手配が必須となります。
（*4） OSのサポートは含まれません。

※製品仕様および制限の詳細、オプション製品の搭載についての詳細は、システム構成図（https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）をご参照ください。
※サポートOSについては、PRIMERGY OS対応表（P.7）を参照ください。

第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
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FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX

FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX 
for VMware vSAN

ಛ௕1ɿ҆৺ͷεϐʔυಋೖ
ઃࡁܭΈɾηοτΞοϓࡁΈͰಋೖɺಋೖޙ΋҆৺ͷϫϯετοϓαϙʔτ
ઃۀ࡞ܭΛେ෯にݮ࡟
富士通のノウハウで統合された検証済みの仮想化基盤が導入前の設計作業を大幅に削減します。
また導入時に、お客様のご要望に合わせた機器構成のカスタマイズを可能としており、スピーディーな導入が
可能です。

ΈͰଈ࣌ར༻Մೳࡁ৔ηοτΞοϓ޻
PRIMEFLEX for VMware vSANの導入サービスを組み合わせることで、工場でセットアップまで実施して納品
されるため、設定不要でిݯ౤ೖޙɺଈ࣌ར༻Մೳです。システム稼働までの期間を大幅に削減します。

҆৺ͷϫンετοϓαϙʔτ（ӡ༻ɾอकαʔϏε SupportDesk）
ハードウェア/ソフトウェアに関する各種専門技術者が、お客様の問題を一括でサポートし、ユーザーの運用負
荷を軽減します。

ಛ௕2ɿ༏Εͨॊೈੑͱ֦͍ߴுੑ
Πϯϑϥ౤ࢿͷ࠷దԽ
খ3ϊʔυ͔ΒͷεϞʔルελʔτ࠷
サーバだけのシンプルな構成で最小3ノードからのスモールスタートが可
能。小さく導入して規模に応じて大きく拡張することが可能です。
最大64ノードまで増設可能で、利用者の増加や業務負荷の増大によってリ
ソースが不足した場合、ϊʔυ୯Ґͷ૿ઃʹՃ͑ͯɺCPU/ϝϞϦ/಺ଂετ
Ϩʔδ୯Ґͷ૿ڧ΋Մೳです。

؆୯͔ͭਝ଎ͳ૿ઃ
機器増設作業は、インフラ統合運用管理ソフトウェアの機能である自動構
築ツールによって、簡単、迅速に実施することが可能で、従来と比較して
。することができます*ݮ࡟ˋ਺50޻ۀ࡞

*当社の標準手順に基づき算出。削減効果をお約束するものではありません。

ಛ௕3ɿ؆୯ӡ༻
ઐ༻ιϑτ΢ΣΞ͕΋ͨΒ͢৽ͨͳΠϯϑϥӡ༻
PRIMEFLEX for VMware vSANの専用ソフトウェア「ISM for PRIMEFLEX」は、直感的な視認
性と操作性、多様な自動化機能を提供。インフラの構築・運用・管理を一層、省力化させます。

Θ͔Γ΍͍͢؅ཧը໘
機器の管理は直感的な操作を可能とするGUIで一元化。
吸気温度や消費電力などの状況監視や、各機器の詳細情報の一括管理を実現します。
3Dカラー画面で機器の配置を確認することが可能で、ҟৗൃੜ࣌ͳͲ͸৭Λม͑ͯදࣔ
͢Δ͜ͱͰೝࣝੑ্͕͠޲ɺ༰қʹো֐ՕॴΛಛఆできます。

؅ཧݩΕͨvCenterը໘͔ΒγεテϜΛҰ׳͍࢖
ISM for PRIMEFLEXは、VMware vCenter Server（以下、vCenter）プラグインを提供して
おり、׳͍࢖ΕͨVMware vSphere Web Client͔ΒγεςϜΛҰ؅ݩཧすることができ
ます。さらに、ISM for PRIMEFLEXでは、物理環境と仮想環境をまとめて管理できるだけ
でなく、PRIMEFLEX for VMware vSAN以外のଞࣾ੡ϋʔυ΢ΣΞ* ΋ؚΊͨผγεςϜ
·Ͱも、単一の画面から管理することが可能。各々の管理画面を立ち上げる必要がなくな
り、シンプルな運用を実現します。
*対象は当社担当営業、販売パートナーにお問い合わせください。

ICT基盤が企業の経営戦略を支える重要な役割を担い、広がりを見せる中、そのシステムは日々複雑化し、インフラの維持、運用にかかるコストや負荷も増大
しています。FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX for VMware vSANは、Software-Defined Storage技術により、ストレージをサーバに統合することでシ
ンプルな構成を実現しました。また、富士通独自ソフトウェア「Infrastructure Manager for PRIMEFLEX」（以下、ISM for PRIMEFLEX）によって導入・運用・
拡張における煩雑さを排除します。シンプルで手軽な次世代プラットフォームとして、お客様の経営環境の変化に合わせた、簡単・柔軟なインフラ運用を可
能とし、投資の最適化を実現します。

෋࢜௨͕ఏҊ͢Δ৽ͨͳΠϯϑϥͷελΠϧ

ICT基盤をシンプル化する富士通のハイパーコンバージドインフラストラクチャー

αʔό

Software-Defined Storage

OS/ϋイύʔόイβʔ
Ծ૝Խ؅ཧػೳ

インϑϥ౷߹؅ཧػೳ

ΠϯςάϨʔγϣϯٕज़

ઃܭɾ構ஙɾઃ定ɾূݕ

ଈ࣌ར༻Մೳ

աڈͷαϙʔτରԠϊ΢ϋ΢Λ஝ੵͨ͠
σʔλϕʔεΛ׆༻

෋࢜௨αϙʔτηンλʔ（OSC*）
*One-stop Solution Center
αʔό
ετϨʔδ
ωοτϫʔΫ

OS
ϛυル΢ΣΞ
ϋイύʔόイβʔ

ࡁ

お٬༷

CPU

ϝϞϦετϨʔδ

SSDSSDSSDSSDSSDSSDSSD

6
core

6
core
14

core6
core

6
core
12

core6
core

6
core
10

core ͔ΜͨΜࣗಈ構ங

αʔόೝࣝ

؅ཧVMにొ࿥

Ծ૝Խιϑτインετʔル

SDS֦ு

ྃ׬

ʬૢ࡞ը໘ʭ

૿ઃ༻ϓϩϑΝイル࡞成

εテʔλεɾؾٵԹ౓ɾফඅిྗΛදࣔ ৘ใΛҰׅ؅ཧࡉͷৄثػ֤

ʬثػ৘ใ֬ೝʭ

ʬvCenterͷϓϥάインͱ͠ ͯར༻Մೳʭ

ISM

Infrastructure Manager for PRIMEFLEX

HCI

ISM

Infrastructure Manager for PRIMEFLEX

HCI

Infrastructure Manager for PRIMEFLEX

HCI

第 2 世代インテル ® Xeon® スケーラブル・プロセッサー



49

PRIM
EFLEX for VM

w
are vSAN

ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

؅ཧऀͷෛՙΛܰ͢ݮるଟ༷ͳػೳ
ファームウェア適用に関する作業を自動（ローリングアップデート）で行うことで、
؅ཧऀͷ޻ۀ࡞਺Λେ෯ʹݮ࡟できます。自動化することで手順違いを防止します。
ハードウェア、OSのログを一括収集することが可能です。定期的にログを収集するこ
とで管理工数削減を実現します。

ར༻γʔϯ

PRIMEFLEX for VMware vSANɹͳΒ
γεテϜن໛にԠͨ͡ஈ֊తͳ֦ு͕Մೳ

VDIج൫ Ծ૝Խج൫

PRIMEFLEX for VMware vSANɹͳΒ
ετϨʔδΛؚΊطଘγεテϜΛαʔόにू໿͢る͜ͱ͕Մೳɻ
ઐ༻ιϑτ΢ΣΞͰインϑϥͷӡ༻؅ཧΛγンϓルԽ

Ծ૝ू໿

෺ཧू໿

ུ༷֓࢓

Ϟσϧ PRIMEFLEX for VMware vSAN

タイプ
ベースタイプ 高性能/大容量タイプ

ハイブリッド オールフラッシュ ハイブリッド オールフラッシュ

採用サーバ PRIMERGY RX2530 M6 PRIMERGY RX2540 M6

ノード数 3～64

ノードの追加単位 1

ノードあたりの高さ 1U 2U

対応ハイパーバイザー VMware vSphere ESXi 7.0

SDS VMware vSAN 7.0

運用管理ソフトウェア Infrastructure Manager for PRIMEFLEX

収容VM数
（1ノードあたり）

サーバ仮想化 ※1 ～67VM ～147VM

VDI ※2 ～233VM

構成サーバ仕様
（1ノードあたり）

プロセッサ搭載数 1 or 2

プロセッサ種類 インテル Xeon プロセッサースケーラブルファミリー

メモリ容量 48GB～4,096GB

ネットワーク
インターフェース 10GBASE/10GBASE-T×4または25GBASE×4

ス
ト
レ
ー
ジ

容
量  

※4

NVMeキャッシュ※3 － 1TB～25.6TB

SSDキャッシュ※3 240GB～23.04TB 240GB～38.4TB －

SSDデータ領域 － 480GB～61.44TB － 480GB～161.28TB 480GB～61.44TB

HDDデータ領域 600GB～19.2TB － 600GB～50.4TB －

電源 100V/200V 電源ユニット
（500W/900W/1,300W/1,600W）×2

100V/200V 電源ユニット
（500W/900W/1,300W/1,600W/2,200W）×2

※1 記載のVM数は、1VMあたりCPU ： 1GHz、メモリ： 4GB、HDD ： 100GBを割り当てた場合で算出した目安です。
※2 記載のVM数は、1VMあたりCPU ： 630MHz、メモリ： 4GB、HDD ： 50GB（Linked clone）を割り当てた場合で算出した目安です。
※3 キャッシュの選択可能な範囲は、データ領域の容量によって変わります。
※4 SSD/HDDを搭載した場合の物理容量

ʬϩʔϦンάΞοϓσʔτʭ

αʔό1 αʔό1

αʔό1

αʔό1αʔό1

αʔό2 αʔό2

αʔό2

αʔό2αʔό2

ద༻ద༻ద༻ ద༻ద༻ద༻VM1 VM2 VM1

VM1

VM1VM1

VM2

VM2

VM2VM2

OFF

OFF

αʔό1ద༻ྃ׬

VM1ɺVM2ΛҠಈޙɺى࠶ಈ

VM1ΛҠಈޙɺى࠶ಈ

VM2ΛҠಈαʔό1ɺαʔό2ͱ΋にద༻ྃ׬

ࡁࡁ

ࡁ

ࡁ

ελʔτ

ྃ׬

ʬϩάͷऩूͱ؅ཧʭ
定ظతにϩά࡞成

อ؅

ऩू

ਖ਼ৗɾҟৗ/૯༰ྔ/࢖༻཰/छྨ/όʔδϣン৘ใɹetc

ʬԾ૝ڥ؀ͷঢ়֬گೝʭ
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FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX

FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX 
for VMware vSphere

PRIMEFLEX for VMware vSphereの特長

൫Λखؒͳ͘ಋೖج඼࣭ͳԾ૝ԽɾΫϥ΢υߴ
ハードウェアとソフトウェアをシステム全体として最適化。
構築・基本設定済みのシステムとして提供するので、導入後すぐに使えます。

҆ఆՔಇΛ࣮͢ݱΔԾ૝ԽɾΫϥ΢υج൫
൫Λ؆୯ɾεϐʔσΟʔにಋೖͰ͖·͢ɻج඼࣭ͳICTߴ
PRIMEFLEX for VMware vSphereは、富士通の社内実践で培った仮想化・クラ
ウド運用のノウハウに加え、規模や要件の異なる数多くの仮想化・クラウド
商談を通じて得た知見を結集した商品です。
性能、機能、価格、信頼性、保守性など、多岐にわたる観点から最適な構成品
を選定し、設計・検証を実施。お客様は、高品質な仮想化・クラウド基盤をス
ピーディーに導入できます。

ଟ༷ͳχʔζʹԠ͑ΔϥΠϯφοϓ
お٬༷ͷཁ݅にϚονͨ͠γεテϜ構成Λબ୒ՄೳͰ͢ɻ
サーバやストレージのタイプ、仮想化ソフトウェアや、運用規模に応じてご希望のモデルを選択できます。将来的な拡張性を考慮した設計になっているため、
まずは小規模でスタートしたいというお客様にも最適です。
さらに、搭載するメモリや外部ストレージ容量、CPUなどの詳細なスペックも複数の選択肢からシステム要件に応じてお選びいただけます。
垂直統合型商品であることの信頼性はそのままに、お客様に最適なシステムを提供します。

͋Β͔͡ΊߏஙɾجຊઃఆࡁΈͷঢ়ଶͰఏڙ
ಋೖޙɺ୹ؒظͰγεテϜͷӡ༻Λ։࢝Ͱ͖·͢ɻ
PRIMEFLEX for VMware vSphereは、ハードウェアの構築やソフトウェアのインストール、さらにはIPアドレスやログインIDといったお客様の固有環境情報
の設定も実施した状態で納入されます。
そのため、導入後すぐに業務アプリケーション環境の構築などを開始でき、システム稼働開始までの期間を大幅に短縮することができます。

؆୯Ͱ҆ఆͨ͠γεςϜӡ༻Λࢧԉ
ハードウェアの監視からクラウド運用まで、システム運用を支える様々な機能を搭載しています。
これにより、管理者の負荷を軽減しTCOを削減すると同時に、利用者にも高い利便性を提供します。

ϋʔυ΢ΣΞΛ౷߹ࢹ؂
·るͰϥοΫͷલに͍る͔ͷΑ͏にɺ
తに೺ѲͰ͖·͢ɻײΛ௚گͷ৘ใ΍Քಇঢ়ثػ
機器の管理は直感的な操作を可能とするGUIで一元化。吸気温度や消費電力など
の状況監視や、各機器の詳細情報の一括管理を実現します。
3Dカラー画面で機器の配置を確認することが可能で、異常発生時などは色を変え
て表示することで認識性が向上し、容易に障害箇所の特定できます。

グローバル化の進展、異業種企業との競争の激化、顧客ニーズの多様化など、経営環境が急速に変化しつづける今、その変化にスピーディーに対応し、
ビジネスイノベーションの原動力となるICTシステムが求められています。
FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX for VMware vSphereは、既存のICTシステムを最適化し、新しい価値の創造や変革につながる新たなICTシステムを
迅速かつ柔軟に実現できる次世代プラットフォームです。

ϏδωεΠϊϕʔγϣϯΛՃ଎͢Δਨ௚౷߹ܕԾ૝ԽɾΫϥ΢υج൫

垂直統合型　仮想化・クラウド基盤

ӡ༻

֦ு

ಋೖ

อक

ӡ༻

֦ு

ಋೖ

อक

εテʔλεɾؾٵԹ౓ɾফඅిྗΛදࣔ ৘ใΛҰׅ؅ཧࡉͷৄثػ֤

ʬثػ৘ใ֬ೝʭ
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؅ཧݩΕͨvCenterը໘͔ΒγεςϜΛҰ׳͍࢖
෺ཧڥ؀ͱԾ૝ڥ؀ͷ͕ؔ܎Ұ໨ྎવͰ͢ɻ
Infrastructure Manager（以下、ISM）は、VMware vCenter Server（以下、vCenter）
プラグインを提供しており、使い慣れたVMware vSphere Web Clientからシステ
ムを一元管理することができます。さらに、ISMでは、物理環境と仮想環境をまと
めて管理できるだけでなく、PRIMEFLEX for VMware vSphere以外の他社製ハー
ドウェアも含めた別システムまでも、単一の画面から管理することが可能。各々
の管理画面を立ち上げる必要がなくなり、シンプルな運用を実現します。

γεςϜ૿ઃ࣌ͷෛ୲Λܰݮ
導入後の機器の増設を考慮した設計で、お客様環境の変化に柔軟に対応します。
増設時の運用負荷を軽減し、人的ミスを排除する様々な機能を搭載しています。

Λେ෯ʹ؆ུԽۀ࡞ͷ૿ઃثػ
૿ઃۀ࡞Λେ෯に؆ུԽͰ͖·͢ɻ
PRIMEFLEX for VMware vSphereは、導入後の機器増設をあらかじめ考慮して設計されています。例えば、
2台のサーバで導入したシステムを、業務の拡大や仮想環境への移行システムの追加に合わせて、最大60台
まで増設することができます。
実際の増設作業においても、増設したサーバへのBIOSの設定やOSインストール作業の自動化機能により、
作業負荷を軽減し、作業品質を向上させることができます。

౷߹อकͰ҆ఆՔಇΛαϙʔτ
充実の機能と安心のバックアップ体制で保守作業の負荷を軽減します。

खؒͳ͘ϑΝʔϜ΢ΣΞΛΞοϓσʔτ
҆৺ɾ؆୯にϑΝʔϜ΢ΣΞΛߋ৽Ͱ͖·͢ɻ
構成機器に現在適用されているファームウェアの版数と、その更新の有無を一覧で表示するため、更新が必
要な機器を簡単に把握できます。
また、ファームウェアを一括でアップデートすることも、その中から選択して順次アップデートすることも
可能です。
さらに、更新を適用する必要があるファームウェアについては、組み合わせ検証を実施した上で集約し、定
期的にサポート契約者様向けのWebサイトで提供します。

҆৺ͷϫϯετοϓαϙʔτʢӡ༻ɾอकαʔϏε SupportDeskʣ
ハードウェア/ソフトウェアに関する各種専門技術者が、お客様の問題を一括で
サポートし、ユーザーの運用負荷を軽減します。

աڈͷαϙʔτରԠϊ΢ϋ΢Λ஝ੵͨ͠σʔλϕʔεΛ׆༻

෋࢜௨αϙʔτηンλʔ（OSC*）
*One-stop Solution Center

お٬༷

αʔό
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ӡ༻

֦ு

ಋೖ

อक

ӡ༻

֦ு

ಋೖ
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ʬvCenterͷϓϥάインͱ͠ ͯར༻Մೳʭ

ISM

Infrastructure Manager

HCI

ISM

Infrastructure Manager

HCI

Infrastructure Manager
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PRIMEFLEX for Nutanix Enterprise Cloud

PRIMEFLEX for Nutanix Enterprise Cloud

安心のMade in Japanによる高い信頼性の「FUJITSU Server PRIMERGY」に、
Nutanix社が提供する仮想化ソフトウェア「Nutanix Enterprise Cloud OS」を搭載した
ハイパーコンバージドインフラストラクチャー

仮想化基盤

最小構成 3ノード～　1ノード単位で無制限増設可能

Acropolis
ιϑτ΢ΣΞσϑΝインυڥ؀ͷج൫OS

AHV
KVMΛϕʔεにػೳ௥Ճ͠
࣮૷͞Εͨϋイύʔόイβʔ

Prism
౷߹ӡ༻؅ཧιϑτ

FUJITSU Server 
PRIMERGY RX2540 M6
2U/1node
2.5” x 24ドライブベイ/1node
2CPU/1node

XF8050 M3ʢ2UϥοΫܕλΠϓʣ

FUJITSU Server 
PRIMERGY RX2530 M6
1U/1node
2.5” x 10ドライブベイ/1node
2CPU/1node

FUJITSU Server 
PRIMERGY RX2530 M6
1U/1node
3.5” x 4ドライブベイ/1node
1CPU/1node

XF3070 M3ʢ1UϥοΫܕλΠϓʣXF1070 M3ʢ1UϥοΫܕλΠϓʣ

FUJITSU Server PRIMERGY RX2540 M6
2U/1node
3.5” x 12ドライブベイ/1node
2CPU/1node

XF8055 M3ʢ2UϥοΫܕλΠϓʣ

FUJITSU Server PRIMERGY RX2540 M6
2U/1node
3.5” x 10ドライブベイ/1node
2CPU/1node

XF8055 VDI M3ʢ2UϥοΫܕλΠϓʣ

҆৺ͷ෋࢜௨αϙʔτ

αʔϏεڌ఺
શ850͔ࠃॴ

ར༻γʔン
● 仮想化統合：  Nutanixの仮想化ソフトウェアでストレージもアプリケーションもサーバに一括統合。

ソフトウェアもハードウェアも富士通から一括してサポートを提供。管理者の負担を大幅に軽減します。
● VDI導入 ：  スモールスタートから無制限に増設可能。シンプルな操作性でテレワークに最適な仮想デスクトップ（VDI）を迅速に導入可能です。

Made In Japan
γンϓルͳ
ը໘࡞ૢ

HWɾSWαϙʔτΛ
෋࢜௨͕·ͱΊͯఏڙ

పఈͨ͠
඼࣭؅ཧ

γεテϜ
Ұ؅ݩཧ

৴པੑߴ γϯϓϧͳӡ༻ɾ؅ཧ

第 3 世代インテル ® Xeon® スケーラブル・プロセッサー
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PRIMEFLEX for Nutanix Enterprise Cloud
モデル XF1070 M3 XF3070 M3 XF8050 M3 XF8055 M3 XF8055 VDI M3

構成サーバ

PRIMERGY RX2530 M6
（3.5"HDD/SSDx4）

PRIMERGY RX2530 M6
（2.5” HDD/SSD x10）

PRIMERGY RX2540 M6
（2.5” HDD/SSD x24）

PRIMERGY RX2540 M6
（3.5” HDD/SSD x12）

PRIMERGY RX2540 M6
（3.5” HDD/SSD x10）

ハイブリッド オール
フラッシュ ハイブリッド オール

フラッシュ ハイブリッド オール
フラッシュ ハイブリッド オール

フラッシュ ハイブリッド オール
フラッシュ

ノード数 3～無制限（AHV）、3～ 64（ESXi）

ノードの追加単位 1

ノードあたりの高さ 1U 2U

対応ハイパーバイザー /
対応ゲストOS ※1

Nutanix AHV / Windows, RHEL
VMware ESXi / Windows, RHEL

SDS Nutanix Acropolis

運用管理ソフトウェア Nutanix Prism

構
成
サ
ー
バ
仕
様（
1
ノ
ー
ド
あ
た
り
）

プロセッサー搭載数 1 2

プロセッサー種類 インテル Xeon プロセッサースケーラブルファミリーより選択　下記「プロセッサー種類」参照

メモリ容量 64GB～ 1,024GB 64GB～ 4,096GB 64GB～ 2,048GB

ブートモジュール M.2 Flashモジュール（240GB） x1

セキュリティチップ
（オプション） TPM2.0モジュール（TCG準拠）

ネットワーク
インター
フェース
※2※3※4

オンボード
（オプション）

10GBASE-T（2port） x1
10GBASE（4port） x1
10GBASE（2port） x1
25GBASE（2port） x1

10GBASE-T（2port）x1, 2
10GBASE（4port）x 1, 2
10GBASE（2port）x 1, 2
25GBASE（2port）x 1, 2

10GBASE-T（2port）x1
10GBASE（4port）x1
10GBASE（2port）x1
25GBASE（2port）x1

搭載LAN
カード

Dual port LANカード
（10GBASE-T） x1

Quad port LANカード
（10GBASE-T） x1

Dual port LANカード
（10GBASE） x1

Quad port LANカード
（10GBASE） x1

Dual port LANカード
（25GBASE） x1

Dual port LANカード
（10GBASE-T）x1, 2, 3
Quad port LANカード
（10GBASE-T）x1, 2, 3
Dual port LANカード
（10GBASE）x1, 2, 3
Quad port LANカード
（10GBASE）x1, 2, 3
Dual port LANカード
（25GBASE）x1, 2, 3

Dual port LANカード
（10GBASE-T）x1, 2, 3, 4

Quad port LANカード
（10GBASE-T）x1, 2, 3, 4

Dual port LANカード
（10GBASE）x1, 2, 3, 4

Quad port LANカード
（10GBASE）x1, 2, 3, 4

Dual port LANカード
（25GBASE）x1, 2, 3, 4

Dual port LANカード
（10GBASE-T）x1, 2, 3, 4

Quad port LANカード
（10GBASE-T）x1, 2, 3, 4

Dual port LANカード
（10GBASE）x1, 2, 3, 4

Quad port LANカード
（10GBASE）x1, 2, 3, 4

Dual port LANカード
（25GBASE）x1, 2, 3, 4, 5, 6

管理ポート 1000BASE-T/100BASE-T/10BASE-Tx1

グラフィックスカード※4 －
VDI/GPGPUカード
（NVIDIA Tesla T4）

x1, 2, 3, 4

VDI/GPGPUカード
（NVIDIA Tesla T4）

x1, 2, 3, 4, 5, 6

VDIグラフィックスカード
（NVIDIA A16）x1, 2
グラフィックスカード
（NVIDIA A40）x1, 2

GPUコンピューティングカード
（NVIDIA A100 40GB）x1, 2

内蔵ストレージコントローラ SASコントローラカードx1 SASコントローラカードx3 SASコントローラカードx1

ストレージ
容量

SSDデータ
領域

3.84TB～
15.36TB

3.84TB～
30.72TB

3.84TB～
15.36TB

3.84TB～
76.8TB

7.68TB～
61.44TB

7.68TB～
184.32TB

3.84TB～
30.72TB

7.68TB～
92.16TB

3.84TB～
15.36TB

3.84TB～
46.08TB

HDDデータ
領域 4TB～ 36TB － 4TB～ 19.2TB － 9.6TB～ 48TB － 8TB～ 180TB － 8TB～ 72TB －

電源

電源ユニット（500W） x2 
100V/200V

電源ユニット（900W） x2 
100V/200V

電源ユニット（1600W） x2 
100V/200V

電源ユニット（1300W） x2 
DC48V

電源ユニット（1600W） x2 
DC380V

電源ユニット（900W）x2 
100V/200V

電源ユニット（1,600W）x2 
100V/200V

電源ユニット（1,300W）x2 
DC48V

電源ユニット（1,600W）x2 
DC380V

電源ユニット（900W）x2 
100V/200V

電源ユニット（1,600W）x2 
100V/200V

電源ユニット（2,200W）x2 
200V

電源ユニット（1,300W）x2 
DC48V

電源ユニット（1,600W）x2 
DC380V

ϓϩηοαʔछྨ

インテルXeon Silver 4309Y（8C, 2.8GHz）
インテルXeon Silver 4310（12C, 2.1GHz）
インテルXeon Silver 4314（16C, 2.4GHz）
インテルXeon Silver 4316（20C, 2.3GHz）

インテルXeon Gold 5315Y（8C, 3.2GHz）
インテルXeon Gold 5317（12C, 3.0GHz）
インテルXeon Gold 5318S（24C, 2.1GHz）
インテルXeon Gold 5318Y（24C, 2.1GHz）
インテルXeon Gold 5320（26C, 2.2GHz）
インテルXeon Gold 6312U（24C, 2.4GHz）☆●★
インテルXeon Gold 6314U（32C, 2.3GHz）☆●★
インテルXeon Gold 6330N（28C, 2.2GHz）
インテルXeon Gold 6338T（24C, 2.1GHz）
インテルXeon Gold 6326（16C, 2.9GHz）

インテルXeon Gold 6330（28C, 2.0GHz）
インテルXeon Gold 6334（8C, 3.6GHz）▲★
インテルXeon Gold 6336Y（24C, 2.4GHz）
インテルXeon Gold 6338（32C, 2.0GHz）
インテルXeon Gold 6342（24C, 2.8GHz）▲★
インテルXeon Gold 6346（16C, 3.1GHz）▲
インテルXeon Gold 6348（28C, 2.6GHz）▲★
インテルXeon Gold 6354（18C, 3.0GHz）▲

インテルXeon Platinum 8352M（32C, 2.3GHz）
インテルXeon Platinum 8352V（36C, 2.1GHz）
インテルXeon Platinum 8352Y（32C, 2.2GHz）
インテルXeon Platinum 8358（32C, 2.6GHz）▲★
インテルXeon Platinum 8358P（32C, 2.6GHz）▲★
インテルXeon Platinum 8360Y（36C, 2.3GHz）▲★
インテルXeon Platinum 8362（32C, 2.8GHz）▲☆★
インテルXeon Platinum 8368（38C, 2.4GHz）▲★
インテルXeon Platinum 8380（40C, 2.3GHz）▲★

※XF1070 M3は、▲印のプロセッサーを選択不可　
※XF3070 M3は、☆印のプロセッサーを選択不可
※XF8050 M3、XF8055 M3は、●印のプロセッサーを選択不可
※XF8055 VDI M3は、★印のプロセッサーを選択不可

※1 Microsoft Hyper-Vは非対応　　
※2 LANカードまたはオンボードオプションはいずれか搭載必須
※3 データ用ネットワークは10GbE以上での接続を推奨
※4 XF8050 M3はグラフィックスカード/LANカードを合計最大4枚まで搭載可能。XF8055 M3およびXF8055 VDI M3はグラフィックスカード/LANカードを合計最大6枚まで搭載可能
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品名 ಺ଂ LTO7Ϣχοτ ಺ଂ LTO8Ϣχοτ ಺ଂ LTO9Ϣχοτ
型名 PY-LT711 PY-LT811 PY-LT911
希望小売価格（税別） 1,060,000円 1,182,000円 1,655,000円

設置形態 サーバ内蔵型 サーバ内蔵型 サーバ内蔵型

データ記録形式 Ultrium-7、Ultrium-6、Ultrium-5
（Ultrium 5は Read機能のみ） Ultrium-8、Ultrium-7 Ultrium-8、Ultrium-9

搭載可能データ媒体数 1巻 1巻 1巻

記憶容量
非圧縮時 6.0TB 12.0TB 18.0TB
圧縮時（*1） 約 15.0TB 約 30.0TB 約 45.0TB

最大転送速度（非圧縮時） 300MB/s 300MB/s 300MB/s
インターフェース SAS SAS SAS
消費電力 / 発熱量 最大 64.5W / 232.2kJ/h 最大 64.5W / 232.2kJ/h 最大 64.5W / 232.2KJ/h

PRIMERGYόοΫΞοϓ੡඼͕͓٬༷ͷσʔλΛकΓ·͢ʂ
データ量の増大・多様化、効率化、セキュリティ、法規制によるデータ保護の重要性が高まっています。

ϋʔυ΢ΣΞɺγεテϜো֐にΑるσʔλͷଛࣦ
আ࡟ͳσʔλΛࣄେͯͬޡ

ιϑτ΢ΣΞͷෆ۩߹にΑるσʔλഁյ
ίンϐϡʔλ΢イルεにΑるσʔλഁյ
ࣗવ֐ࡂ（Րࡂɾ਒ࡂ౳）にΑるγεテϜഁଛ

όοΫΞοϓͱϝσΟΞอ؅ʹΑΓɺσʔλ૕ࣦΛ๷͗ɺ
ϏδωεଛࣦΛճආ͠·͢ɻ

γンάルυϥイϒ૷ஔ༷࢓ද
品名 ಺ଂσʔλΧʔτϦοδυϥΠϒϢχοτ

型名 PY-RD111 / PY-RD112
希望小売価格（税別） 39,000円

設置形態 サーバ内蔵型

搭載可能データ媒体数 1巻

記憶容量 40GB, 80GB, 120GB, 160GB, 320GB, 500GB, 1TB, 2TB, 3TB, 4TB（カートリッジによる）

最大転送速度 100MB /秒

インターフェース USB3.0
消費電力 / 発熱量 最大 20W / 72kJ/h
備考 最大転送速度で動作するためには USB3.0に対応した接続ポートおよび接続ケーブルが必要です。

富士通ではローエンドからエンタープライズまでさまざまなバックアップ製品
を用意しています。

ローエンド

HDD/SSD

テープ

エンタープライズ

内蔵ストレージ
（HDD/SSD）

内蔵LT0ユニット ETERNUS LT series

ETERNUS DX series seriesDX

όοΫΞοϓ૷ஔ

（*1）圧縮時の記憶容量は目安です。バックアップ対象データがすでに圧縮済であったり、データ形式により圧縮率は異なりますのでご注意ください。
注 1 ：対応OS / ソフトウェアについてはシステム構成図を参照してください。
注 2 ：テープ、カートリッジ（HDD）は添付されていません。別途手配が必要です。
注 3 ：最大転送速度はバックアップソフトおよびシステム環境に依存します。

Arcserve BackupʦWindowsʧ
Arcserve Backupは、PCサーバPRIMERGY上のデータおよびシステムのバックアップを行うソフトウェアです。
簡単インストールで扱いやすい操作画面、かつ作業性が非常によいソフトウェアです。
富士通は、Arcserve、PRIMERGY、バックアップ装置を組み合わせ、徹底した動作検証を行い、高い品質を確保しています。
また、Arcserveの国内最大ベンダーとしての豊富な事例と経験をベースに、ハイレベルなサポートを提供します。

NetVault BackupʦWindows / Linuxʧ
NetVault Backupは、あらゆる規模のシステム要求に合わせて、必要な時、必要なだけ拡張ができるバックアップ / リストア・ソフトウェアです。
今日のマルチプラットフォーム環境や、膨大なデータを扱うアプリケーションが抱えるデータ保護問題をシンプルに解決します。
NetVault Backupをお客様に安心してご利用いただくため、富士通では、PRIMERGY、OS、バックアップ装置を組み合わせた検証を実施しております。
また、システムの安全稼働、継続性を強力に支援する為のサポートデスク（有償）もご用意しています。

Symantec Backup ExecʦWindowsʧ
世界シェアNo.1バックアップソフト「Symantec Backup Exec」は、PRIMERGY上のデータのバックアップを行うソフトウェアであり、ビジネスの成長に合
わせた信頼性の高いバックアップおよびリカバリを提供します。
重複排除の利用により、ストレージと管理に要するコストを削減しながら、より多くのデータを簡単に管理できます。
また、ビジネスの停止時間を削減し、仮想または物理システム上の重要情報を常に保護し短時間でリストアできるようにします。

όοΫΞοϓιϑτ΢ΣΞͰ҆৺όοΫΞοϓʂ

ॏཁͳσʔλʹ͜Μͳݥة͸͋Γ·ͤΜ͔ʁ ༻్ɾن໛ʹ߹ΘͤͯόοΫΞοϓ੡඼Λ͓બͼ͍ͩ͘͞

Ձ֨͸P.78Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
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ここがすごい

日本の環境を知りつくした、
富士通ならでは

システムの稼働状態で最大震度5強まで加震
したテストをしています。本物の地震波で振動
を与える試験を行っているので安心です。

19ΠϯνϥοΫϥΠϯφοϓ

収容ユニット数

42U 37U 24U 16U

ワイド スリム スタンダード スタンダード スリム スタンダード スリム

基本 増設 基本 増設 基本 増設 基本 増設 基本 増設 基本 基本 基本

型名 PY-RBRCA PY-RBRCB PY-RBRCA3 PY-RBRCB3 19R-264A2 19R-264B2 19R-274A2 19R-274B2 19R-273A2 19R-273B2 19R-262A2 19R-272A2 19R-261A2

外観

希望小売価格 940,000円 700,000円 940,000円 700,000円 328,000円 318,000円 298,000円 288,000円 310,000円 300,000円 272,000円 240,000円 225,000円

サイズ（W×D×H）［mm］
［ネジ・ハンドル等の突起物含む］ 800× 1200× 2000 600× 1050× 2000

［600× 1075× 2008］
700× 1050× 2000
［700× 1075× 2008］

700× 1050× 1792
［700× 1075× 1800］

600× 1050× 1200
［600× 1075× 1208］

700× 1050× 1200
［700× 1075× 1208］

600× 1050× 845
［600× 1075× 853］

ラック質量 155㎏ 125㎏ 155㎏ 125㎏ 114kg 88kg 129kg 103kg 124kg 100kg 79kg 91kg 67kg

最大搭載質量 840Kg 840kg 740kg 480kg 480kg 320kg

用途
PRIMERGY 製品の搭載が可能なPRIMERGY専
用ラックです。また、水冷対応ラックとして

RackCDUの取付け・搭載が可能です。
プラットフォーム共通ラックとしての機能を継承しつつ、設置性の改善等の新機能を加えた 19インチラックです。

■上記ラックは全てEIA規格に準拠しています。

਒౓5ͷ஍਒ʹ΋଱͑ΒΕΔ෋࢜௨ͷϥοΫ
システム管理者の方から、万が一、地震が発生したときにラックが崩れ、搭載された
機器が壊れないか心配。という声がよく聞かれます。地震は防げなくとも、ラック
が耐えられれば、業務停止による損失、システム復旧のための損失（破損による新規
購入など）を最小限に抑えることができます。お客様の大切なシステムやデータを
守り抜くこだわりを実現しています。

αʔόू໿χʔζ΍೔ຊͷڥ؀༺࢖Λख़஌ͨ͠ɺ
ϥοΫγεςϜιϦϡʔγϣϯ

ඞཁͳΦϓγϣϯΛ͝༻ҙɻ
ラックに搭載したサーバを安心・快適に運用するためには、拡張に必要な増設
ラックや地震対策用のキットも必要です。富士通はこれら必要なラック回りの
オプションを多数ご用意しております。

試験風景

αʔόू໿ͷχʔζʹରԠͰ͖Δ٫ྫྷߴϥοΫ
冷却能力/ケーブル収容力を向上させたスタンダードラックです。従来のラックよりも扉の開口率を大幅にアップすることで、発熱量の大きなサーバに対しても
充分な冷却能力を持たせています。また、ラックの奥行を拡張することで、ケーブルの収容能力を向上させました。UNIX製品やストレージ製品との混在した
搭載もできますので、部門などに散在するサーバの集約にも最適な製品です。

増設ラック

耐震キット

଱਒ੑʹ༏Ε͍ͯΔ෋࢜௨ͷϥοΫ

ͳϥοΫ·ΘΓͷΦϓγϣϯ࠼໾ཱͭɺଟʹ༺࢖ͷࡍ࣮

ରԠͨ͠ઐ༻ϥοΫʹ٫ྫྷߴ

ϥοΫ
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不慮の電源障害に備えていますか？

ແఀిిݯ૷ஔʢUPSʣͰσʔλഁյΛճආɺ҆৺֬อʂ

落雷などによる、停電、瞬断、電圧変動など、コンピュータ機器に影響を与
える電源トラブルはいつ発生するかわかりません。こんなときUPSがあれ
ば、コンピュータ機器のデータ損失やハードディスクの破損を防ぐことが
できます。電源障害によってシステムがダウンすると、業務がストップし
企業活動に深刻な打撃を与えかねません。

もしものときに備えてUPSの導入をお勧めします。

電圧低下・瞬断・電圧変動などのさまざまな電源障害は、ハードウェア損傷、
データ損失、ファイル破壊などを引き起こし、これらのデータの復旧には
莫大な時間と費用を要します。

また、LAN・インターネットなど情報通信機器の普及により、ネットワー
ク全体のアベイラビリティが重要となってきています。ネットワークシス
テムの停止は物的損害だけでなく、ビジネス機会の損失や信用の失墜など、
より大きな問題へと発展していく危険性を含んでいます。こうした事態を
未然に防ぐためにUPSは欠かせないのです。

UPSΛ࢖༻͍ͯ͠ͳ͍৔߹

商用電源 サーバ電源トラブル
発生！

݁Ռ

UPSΛ࢖༻͍ͯ͠Δ৔߹

商用電源 サーバUPS電源トラブル
発生！

݁Ռ

ハードウェアの損傷、データの損失などさまざまな障害にみまわれ、シス
テムダウンにつながります。

UPSΛ࢖༻͍ͯ͠ͳ͍৔߹

商用電源 サーバ電源トラブル
発生！

݁Ռ

UPSΛ࢖༻͍ͯ͠Δ৔߹

商用電源 サーバUPS電源トラブル
発生！

݁Ռ

電源のトラブル（停電、瞬断、電圧低下等）でも、サーバが正常なシャット
ダウン処理を行いシステムを保護し、安定運用を確保。データを守ります。

UPSのラインナップにはタワー型/ラックマウント型があります。
PRIMERGYの形状と負荷側機器の消費電力に合わせて、最適なUPSをお選
びいただけます。

UPSのバッテリーは、電源の投入/切断時間にかかわらず約2年または3年
を経過すると寿命となります。さらに、この期間を超えて交換しないまま
使用し続けた場合、バッテリー内部の化学変化により膨張し、異臭の発生
や発煙などの原因になる場合があります。これらを避けるためには、適時
交換が必須となります。

UPS搭載のバッテリーが電力を供給できる時間には限りがあります。
そのため長時間に及ぶ電源障害の場合、データ破壊は時間の問題です。
PowerChuteは停電時にサーバシャットダウンを正常に行い、データ破壊
を回避します。また、スケジュール運転も可能です。

PowerChute Business Edition

複数のOSが混在するシステムにおいて、
管理者によるUPSの一元管理を効率的に
行えます。

঎඼ϥΠϯφοϓ
PowerChute Network Shutdown

ネットワークマネジメントカードとの組み
合わせによりWebブラウザからLAN経由
でシステムを安全に自動シャットダウン
することができます。同一ネットワーク
内での、遠隔地における複数台のサーバ
制御が行えます。

製品名 ૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS C500Jʣ

૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS SMT 750Jʣ

૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS SMT 1200RMJʣ

૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS SMT1500Jʣ

૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS SMT 1500RMJʣ

૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS SMX 3000RMJʣ

૷ஔݯೳແఀిిػߴ
ʢSmart-UPS RT 5000ʣ

型名 PY-UPAT503 PY-UPAT752 PY-UPAR122 PY-UPAT152 PY-UPAR152 PY-UPAC3K2 PY-UPAC5K3（*2）
希望小売価格
（税別） 65,000円 66,000円 158,000円 118,000円 123,000円 282,000円 662,000円

定格電圧 100V 200V
定格容量 500VA / 360W 750VA / 500W 1200VA / 1000W 1500VA / 980W 1500VA / 1200W 2400VA / 2400W 5200VA / 4600W

タイプ タワー型 ラックマウント型 タワー型 ラックマウント型 タワー型 / 
ラックマウント型

タワー型 / 
ラックマウント型

入力
コンセント NEMA 5-15P（平行 2P、アース付き）

NEMA 5-15P
（平行 2P、

アース付き）（*1）

NEMA 5-15P
（平行 2P、

アース付き）（*1）

NEMA L5-30P
（標準装備）× 6 NEMA L6-30P 

出力
コンセント

3P（平行 2P、
アース付き）× 4

3P（平行 2P、
アース付き）× 6

3P（平行 2P、
アース付き）× 4

3P（平行 2P、
アース付き）× 8

3P（平行 2P、
アース付き）× 6

3P（平行 2P、
アース付き）× 6 / 
NEMA L5-30R× 1

NEMA L6-20R
（20A / 250V） 2口

NEMA L6-30R
（30A / 250V） 2口

（*1）標準入力プラグのままでは最大容量を使用することはできません。（12A/1200VAまで使用可能）。最大容量を必要とする場合は、20A のプラグへの変更が必要です。
（*2） 2022年9月30日販売終息予定

ແఀిిݯ૷ஔʢUPSʣ

੡඼ɾՁ֨ͷৄࡉ͸P.79Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

τϥϒϧ͸͍ͭൃੜ͢Δ͔Θ͔Γ·ͤΜݯి ͢·ΘͤͯUPSΛ͓બͼ͍͚ͨͩ߹ʹڥ؀

UPSΛಋೖ͍ͯ͠ͳ͍ͱʜ

؅ཧιϑτ΢ΣΞPowerChuteͰΑΓ҆શͳӡ༻Λʂݯి
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˙ OSجຊಋೖ（Windows）
＜サービス内容＞ □サーバ本体にインストールされているWindows OSの開封および基本設定（当社指定の標準パラメーター値）

  □当社保守/運用支援ツール（ServerView Operations Manager、ServerView Agentsなど）のインストール
  □当社指定のOSセキュリティ更新プログラムの適用
  □出荷状態での動作確認・検査

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر
ର৅ιϑτ΢ΣΞ/ػೳ

OS
όʔδϣン SV Agents SVOM SVAS

OS基本導入（Windows Server 2016 Standard/システムパーティション100GB/ServerView Agents） PYBDK6001 オープン価格/台 2016 ○ － －

OS基本導入（Windows Server 2016 Standard/システムパーティション100GB/ServerView Operations Manager） PYBDK6002 オープン価格/台 2016 ○ ○ －

OS基本導入（Windows Server 2019 Standard/システムパーティション100GB/ServerView Agents） PYBDK9001 オープン価格/台 2019 ○ － －

OS基本導入（Windows Server 2019 Standard/システムパーティション100GB/ServerView Operations Manager） PYBDK9002 オープン価格/台 2019 ○ ○ －

OS基本導入（Windows Server 2019 Standard） PYBDK9003 オープン価格/台 2019 － － ○

OS基本導入（Windows Server 2022 Standard/システムパーティション100GB/ServerView Agents） PYBDK3001 オープン価格/台 2022 ○ － －

OS基本導入（Windows Server 2022 Standard/システムパーティション100GB/ServerView Operations Manager） PYBDK3002 オープン価格/台 2022 ○ ○ －

OS基本導入（Windows Server 2022 Standard） PYBDK3003 オープン価格/台 2022 － － ○

［表中略称］  SV Agents：ServerView Agents、SVOM：ServerView Operations Manager、SVAS：ServerView  Agentless Service、
2016：Windows Server 2016 Standard、2019：Windows Server 2019 Standard、2022：Windows Server 2022 Standard

˙ OSجຊಋೖ（Windows）-Φϓγϣン
ʮγεテϜύʔテΟγϣンྖҬ֦ு（ʴ50GB）ʯ
＜サービス内容＞ □システムパーティション領域を100GBから“50GB”拡張することで、150GBに拡張します。

  □最大3つまで手配が可能。本サービスを2つ手配することで、システムパーティション領域を100GB→200GBへ、3つ手配することで、
100GB→250GBに拡張します。

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر

システムパーティション領域拡張（＋50GB） PYBDKP003 オープン価格/台

ʮجຊγεテϜύʔテΟγϣンྖҬมߋʯ
＜サービス内容＞ □システムパーティション領域を100GBから「60GB」へと変更し、設定します。

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر

基本システムパーティション領域変更-60GB PYBDKP001 オープン価格/台

PCαʔόPRIMERGY͚޲ͷ޻৔ηοτΞοϓαʔϏε
͙͢ʹ͝ར༻͍͚ͨͩΔߴ඼࣭ͳITΠϯϑϥΛ୹ೲظͰ͝ఏ͠ڙ·͢

PCαʔόPRIMERGYͷ੡଄޻৔Ͱ࣮͢ࢪるαʔϏεͰ͢ɻ
OSηοτΞοϓ΍αʔόͷϥοΫ΁ͷ౥ࡌ΍ෳ਺RAIDڥ؀ͷ構ஙɺΦϓγϣン੡඼ͷαʔό΁ͷ࣮૷ͳͲͷɺαʔόΛಋೖ͢る্
Ͱͷॳۀ࡞ظΛɺ͋ Β͔͡Ί੡଄޻৔Ͱ࣮ͯ͠ࢪおಧけ͢るͨΊɺثػೲ඼ޙͷ޻ۀ࡞਺ͷݮ࡟ΛՄೳに͠·͢ɻ

ʻج　ຊʼ

ʻΦϓγϣϯʼ

OSجຊಋೖʢWindowsʣ

˙ OSجຊಋೖʢWindowsʣ

ʲબ୒ ରr৅OS
　・Windows Server 2016 Standard
　・Windows Server 2019 Standard
　・Windows Server 2022 Standard

ʻΦϓγϣϯʼ

OS設定値であるコンピュータ名・IPアドレスをお客様指定の値に設定

ωοτϫʔΫ৘ใઃఆʢίϯϐϡʔλ໊ /IPΞυϨεʣ

リモートマネジメントコントローラの IPアドレスをお客様指定の値に設定

ωοτϫʔΫ৘ใઃఆʢϦϞʔτϚωδϝϯτίϯτϩʔϥʣ

OSجຊಋೖʢLinuxʣ

ʲબ୒ ରr৅OS
　・Red Hat Enterprise Linux 7.8※
　・Red Hat Enterprise Linux 8.4
※2022年8月31日販売終息予定。

˙ OSجຊಋೖʢLinuxʣ

ΧελϜϝΠυϓϥεαʔϏε
ʲબ୒ʳ
　・RAID設定（レベル選択可）　・RAID設定（ホットスペア）
　・PCIカード搭載　・ラック搭載　・ラベル作成 /貼付※

　・添付品カスタマイズ※　・情報リスト作成※

※10台以上の適用となります。

˙ΧελϜϝΠυϓϥεαʔϏε

お客様指定のパラメーター、また搭載位置に搭載してお届けするサービス。
本サービスはサービス実施前に、サービス依頼書を送付いただく必要があります。

富士通の標準パラメーターに設定してお届けするサービス。

ʻຌ　ྫʼ

ʢ60GBʣߋຊγεςϜύʔςΟγϣϯྖҬมج

γεςϜύʔςΟγϣϯྖҬ֦ுʢʴ50GBʣ

ΞϓϦέʔγϣϯΠϯετʔϧʢPowerChuteʣ

ΠϯϑϥجຊಋೖαʔϏε

αʔϏε
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αʔϏε
ʮΞϓϦέʔγϣンインετʔルʯ
＜サービス内容＞ □サーバ本体と同時購入された対象ソフトウェアを工場出荷時にインストール

  □当社指定の標準パラメーター設定

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر ର৅ιϑτ΢ΣΞ

アプリケーションインストール（PowerChute） PYDA00002 オープン価格/台

PowerChute Business Edition Basic
＜留意事項＞ ※対象ソフトウェア以外に「無停電電源装置（UPS）」の同時購入が必要です。

　（UPS用 RS-232C拡張ボード経由は対象外となります。
　またSmart-UPS RT 10000、Smart-UPS RT 5000 を除く）

ʮωοτϫʔΫ৘ใઃ定（ίンϐϡʔλ໊/IPΞυϨε）ʯ
＜サービス内容＞ □「コンピュータ名」や「オンボードLANのIPアドレス」などのWindows Server OSの設定値の一部を指定いただいた値に設定
  □システムパーティション領域を、指定いただいた値に設定
  ※ 100GB以上の指定値が対象です。

なお「基本システムパーティション領域変更-60GB（PYBDKP001）を手配されている場合は、60GBを超えて、100GB未満の値が範囲となります。

  □リモートデスクトップの設定を指定いただいた値に設定
  □Administratorのパスワードや、新規ユーザ設定を指定いただいた値に設定

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر

ネットワーク情報設定（コンピュータ名/IPアドレス） PYDW00001 オープン価格/台

ʮωοτϫʔΫ৘ใઃ定（ϦϞʔτϚωδϝンτίンτϩʔϥ）ʯ
＜サービス内容＞ □PRIMERGYに標準搭載※のハードウェア監視モジュール「リモートマネジメントコントローラ」を、事前に指定いただいたIPアドレスに設定
  ※TX1310 M5はBoard Management Controller対応タイプのみ

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر

ネットワーク情報設定（リモートマネジメントコントローラ） PYDW00002 オープン価格/台

˙ OSجຊಋೖ（Linux）
＜サービス内容＞ □OSのインストールおよび基本設定（当社指定の標準パラメーター値）

  □セキュリティの設定
  - ファイアウォールの初期設定
  - 管理者権限（rootアカウント）でのリモートログイン（ssh接続）の無効化
  - ログイン/パスワード対応の強化（初回起動時に変更必須）

  ※お客様向けのシステム要件に合わせてセキュリティ設定は別途必要となります。

  □当社指定のOSセキュリティ更新プログラム（errata）※の適用
  ※OSセキュリティ更新プログラム（errata）は、SupportDesk Standard/Standard24（RHEL）の基本サポートの範囲で適用します。

  □当社保守/運用支援ツール（ServerView Agentsなど）のインストール
  □出荷状態での動作確認・検査

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر

OS基本導入（Red Hat Enterprise Linux 7.8（for Intel64）） PYDKL7801 オープン価格/台

OS基本導入（Red Hat Enterprise Linux 8.4（for Intel64））
PYDKL8401 オープン価格/台

PYDKL8402 オープン価格/台
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お客様システムの要件に対し、カスタムメイド構成で手配できないRAIDレベルや複数構成での設定、PCIカードの搭載、ラックへの搭載、および複数台のシス
テム展開に有効なラベル作成/貼付、添付品のカスタマイズなどを当社指定工場で実施してお届けするサービスです。

ΧελϜϝΠυϓϥε

඼໊ ໊ܕ ๬খചՁ֨ر αʔϏε಺༰

RAID関連 PRIMERGY本体の内蔵ストレージ（HDD/SSD）の実装およびRAID設定/変更を行います。

＜対象本体＞
　・PRIMERGYサーバ
　・JX40 S2/JX60 S2（ハードディスクキャビネット）
　※JX40 S2/JX60 S2（ハードディスクキャビネット）を除く、ETERNUSディスクアレイ装置は対象外

RAID設定
（レベル選択可）

PYDPRA001 28,000円
/RAID構成

指定のRAIDレベル1つの設定/変更、およびホットスペア設定（1本まで）を行います。（注1）

※内蔵ストレージの購入方法は以下の通りです。

＜PRIMERGY本体＞
　カスタムメイドのRAID設定サービスを購入されている場合：

PRIMERGY本体に対する一般型名（非カスタムメイド型名）による内蔵ストレージの購入をお願いします。
　カスタムメイドのRAID設定サービスを購入されていない場合：

PRIMERGY本体に対するカスタムメイド型名による内蔵ストレージの購入をお願いします。

＜JX40 S2/JX60 S2（ハードディスクキャビネット）＞
JX40 S2/JX60 S2（ハードディスクキャビネット）に対するカスタムメイド型名による内蔵ストレージの購入をお願いします。

RAID設定
（ホットスペア）

PYDPRH001 15,000円
/本

内蔵ストレージ（HDD/SSD）に対して、ホットスペア設定（1本）を行います。

※設定対象ディスクグループを構成している内蔵ストレージと同一仕様（容量/回転数）の内蔵ストレージの購入をお願いします。
※内蔵ストレージの購入方法は以下の通りです。

＜PRIMERGY本体＞
PRIMERGY本体に対する一般型名（非カスタムメイド型名）による内蔵ストレージの購入をお願いします。

＜JX40 S2/JX60 S2（ハードディスクキャビネット）＞
JX40 S2/JX60 S2（ハードディスクキャビネット）に対するカスタムメイド型名による内蔵ストレージの購入をお願いします。

ハードウェア搭載関連

PCIカード搭載 PYDPEC001 9,000円
/枚

PRIMERGY本体のご指定の空きスロット位置にPCIカードを搭載して出荷します。

＜対象本体＞
　・PRIMERGYサーバ一般モデル
　※PCIカード搭載後の動作確認はサービス対象外です。
　※PCIカードの添付品は、PRIMERGY本体に同梱します。
　※PCIカードの梱包箱は廃棄します。

ラック搭載 PYDPM0001 100,000円
/ラック

以下の対象装置をラックのご指定の位置に搭載して出荷します。（注2）（注3）（注4）（注5）

＜対象装置＞
　・PRIMERGY ラックマウント型サーバ（RX、LX、GX）・PRIMERGY タワー型サーバ（TX）のラックマウントタイプ
　・PRIMERGY マルチノードサーバ（CX400） ・PRIMERGY ラックマウント関連オプション
　・ディスクアレイ装置 ETERNUS DX60 S4/DX100 S4/DX200 S4/DX500 S3/DX600 S3/DX8000 S3 series
　・LTOライブラリ装置 ETERNUS LT20 S2/LT40 S2/LT60 S2/LT260/LT270 S2
　・ネットワーク機器 IPCOM EX2/VX2/SR-S/SR-X/SH/Si-R（注6）
　・無停電電源装置（UPS）

＜対象ラック＞
　・収容ユニット16U/24U/37U/40U/42Uの19インチラック

大規模セットアップ PRIMERGY本体の複数台展開時に、必要となる作業を実施して出荷します。
本サービスは、PRIMERGY本体 10台以上からの適用となります。

ラベル作成/貼付 PYDPS0001 3,500円
/台

お客様ご指定の文字列にてラベルを作成し、梱包箱とPRIMERGY本体それぞれに1枚貼付します。

添付品カスタマイズ PYDPA0001 3,000円
/台

お客様からご提供いただいた添付品の追加や、PRIMERGY本体の添付品を削除します。

情報リスト作成 PYDPL0001 1,300円
/台

PRIMERGY本体の装置号機、Onboard LAN のMACアドレス、BIOS/iRMC/SDR版数、保証期間、iRMCライセンス情報（リモートマ
ネジメントコントローラアップグレード手配時のみ）を、富士通指定のフォーマット（Excelファイル）でリスト化します。

その他 個別型名 個別見積 BIOSの設定変更やお客様専用マスタのインストールなど、本表に記載されていないPRIMERGYのセットアップ内容。
詳細は弊社担当営業もしくは販売店までお問い合わせください。

注1： Windows OS インストールオプションを同時購入し、本サービスにてシステムディスクのRAIDを再設定する場合、Windows OSの再インストールは実施いたしません。
注2： お客様搬入先への搬入経路を確保できない場合は、「ハードウェア設置サービス」による現調作業が必要となりますので、必ず事前に搬入経路をご確認ください。
注3： 保守時の作業性や運送時の安定性を考慮して、ご希望の搭載パターンにできない場合があります（重量物の高位置へのラック搭載等の場合）。
注4： ケーブル接続およびフォーミングは行いません。作業を委託される場合は、「ハードウェア設置サービス」を購入ください。
注5： サービス実施対象ラックが19インチラック 2***の場合、ケーブルホルダは取り付けできません。
注6： ラック取付金具がオプションとなっている製品は、必ず購入ください。



60

PRIM
ERGY

ͷ
͜
ͩ
Θ
Γ

ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

PCαʔό PRIMERGYͷʮͩ͜ΘΓʯ

շదͳڥ؀༺࢖Λ࣮͢ݱΔPRIMERGY͚ͩͷͩ͜ΘΓ
෋࢜௨ͷPCαʔόPRIMERGYͰ͸ɺਓֶؒ޻తͳ؍఺͔ΒڀݚΛॏͶɺαʔόͰ͋Γͳ͕Βɺお٬༷にշదに͝࢖༻͍ͨͩけるΑ͏ɺ
෋࢜௨ͳΒͰ͸ͷઃܭɾ੡଄ɾಋೖɾӡ༻にͩ͜ΘΓͭͮけ͍ͯ·͢ɻ

೔ʑਐԽ͍ͯ͠るインλʔωοτγεテϜ΍ɺϛογϣンΫϦテΟΧルͳγεテϜにお͍ͯɺαʔόͷ24࣌ؒɺ365೔Քಇ͸࠷΋ॏཁ
ͳ՝୊Ͱ͢ɻ෋࢜௨ͷPCαʔό PRIMERGY͸ɺઃܭஈ֊͔Β੡଄ɺಋೖɺͦͯ͠ӡ༻におけるશͯͷϑΣʔζにお͍ͯɺపఈͨ͠
ઃূݕܭɺີݫͳ඼࣭؅ཧɺॆ ࣮ͷαʔό؅ཧػೳ౳にΑΓߴɺ ৴པΛ௥͠ٻଓけ͍ͯ·͢ɻ

඼࣭ʹԠ͑ΔɺMade in Japanߴ
日本のお客様の高い要求にお応えするために、多彩なシステム開発で培った経験と技術力をベースとして、PRIMERGY本体の製造
（部品受入検査・CPU組込み・装置組込み・最終組立て・出荷試験（品質管理））からサポートを、国内で実施しています。

։ൃͰͷ͍ߴ඼࣭௥ٻ
設計段階では環境に配慮した材料選択、設計検証では疑似障害テストや振動試験等、製造段階では高温ランニング試験等による不良検出や経年変化試験など
を実施しています。

ݧࢼɾ௿Թϥンχンάߴ
高温または低温状況下でのランニング試験、低湿度または高湿度でのランニング
試験による評価

མԼݧࢼ
梱包状態での落下後、正
常に動作することを検証

EMI（ి೾ো֐）テετ
稼働時に装置より発生する電波を測定し、VCCI 等
の規格に適合することを検証

ϥοΫ଱਒ੑݧࢼ
合成地震波試験による震度5の揺れで
も壊れず、業務再開可能を検証

ݧࢼ೥มԽܦ
高温高湿状態での加速試験により、
部品品質の信頼性を評価

ݧࢼෛՙϥンχンάߴ
電源のOn-Off試験、HDのリードライト試験、
データ負荷試験などを行う。

ৼಈݧࢼ
装置に振動を加えた後、正常に動作することを検証

TX1330 M5
໿22dB（A）（࣮測値）

50dB　静かな事務所

40dB　深夜の市内・図書館

30dB　人のささやき声

20dB　木葉のふれあう音

騒音に関するガイドライン※

※参考資料：東京都環境局「東京の環境2009」（2009年7月発行）
　　　　　　平成21年7月発行環境資料第21013号登録第22号

TX1320 M5
໿17dB（A）（࣮測値）

TX1310 M5
໿23dB（A）（࣮測値）

ΦϑΟεઃஔʹ࠷దͳ੩Իઃܭ
オフィス環境の静音化に対するお客様の要望に応えるため、冷却効率の向上等により、冷却ファンからの騒音を抑え、静音化を実現しています。

24࣌ؒɺ365೔ӡ༻Ͱ΋ࢭ·Βͳ͍ߴ৴པੑʹ͚ͯ޲

ΦϑΟεͰͷշదͳӡ༻Λ࣮͢ݱΔ੩Իੑ
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෋࢜௨ͷ࠷৽ϓϥοτϑΥʔϜ੡඼Λମײ௖͚ΔূݕɾσϞࢪઃ FUJITSU Platform Solution Lab
FUJITSU Platform Solution Labは、導入を検討頂いている機器上でのお客様業務アプリケーションや実績のないソフトウェア・機器などの組合せによる動作
確認、レスポンスや処理時間を確認するための性能検証、プラットフォームソリューションをご覧頂けるデモンストレーション、などさまざまな富士通の最
新プラットフォーム製品・ソリューションの機能や導入効果を事前にご確認頂ける施設です。お客様事務所やテレワーク先などからリモート接続してのご利
用が可能な環境もご用意しております。

ଇ౰೔2࣌ؒҎ಺ͷΦϯαΠτରԠ͕Մೳͳอकαϙʔτݪ
ハードウェアのトラブル時には、日本全国約850箇所の保守サービス拠点、約8000名のサービスエンジニア、約300箇所のパーツセンターにより原則当日2時間
以内※でオンサイト対応が可能です。
※サーバを「SupportDesk Standard」契約した場合の目標値。（クライアント製品およびソフトウェアをのぞく）。ただしサービス時間終了の2時間前までに受付け、
富士通が重大障害と判断した場合に限ります。また対象機器の設置地域/交通/天候などにより、2時間を超える場合や翌営業日以降の対応になる場合があります。

FUJITSU Platform Solution Labʢ౦ژɾాו　෋࢜௨ιϦϡʔγϣϯεΫΤΞ಺ʣ
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/validation/

ௐୡ

環境負荷の小さな
部品、材料の調達。

੡଄

資源や水、エネルギー
使用の効率化。

෺ ɾྲൢྀ ച

製品輸送の際に排出
される排ガスの低減。

ճऩɾ
ϦαイΫル
使用済み製品の回収、
リサイクルの促進。

։ ɾൃઃܭ

省エネ技術、グリーン
製品の開発。

༺࢖

エネルギー効率向上、
グリーン購入対応。

ݮෛՙͷ௿ڥ؀

˔RoHSྩࢦ
電気・電子機器に含まれる特定化学物質＜鉛、六価クロム、水銀、カドミウム、
PBB（ポリ臭化ビフェニル）、PBDE（ポリ臭化ジフェニルエーテル）、フタル
酸ビス（2-エチルヘキシル）（DEHP）、フタル酸ブチルベンジル（BBP）、フタ
ル酸ジブチル（DBP）、フタル酸ジイソブチル（DIBP）の10物質＞の使用を制
限する欧州の規定である「RoHS指令」に対応しています。

˔ϚχϡΞルͷిࢠԽ
紙資源の節約のため、マニュアルの電子化を推進。下記のWebページにて
マニュアルデータをご提供しています。
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/

˔ճऩɾϦαイΫルに͍ͭͯ
当社では法人のお客様のご使用済ICT製品を回収・リサイクル（有償）し、資源
の有効活用に積極的に取り組んでいます。
詳細は以下のWebページ「ICT製品の処分・リサイクル方法」をご覧ください。
https://www.fujitsu.com/jp/about/environment/recycleinfo/

লిྗ

˔লΤω๏
このカタログに記載されているPRIMERGYは、省エネ法
（エネルギーの使用の合理化等に関する法律）の2021年度
目標基準に基づくエネルギー消費効率を表示しています。
製品ごとのエネルギー消費効率は、各本体仕様一覧をご覧
ください。

άϦʔϯߪೖ

˔άϦʔンߪೖ๏΁ͷରԠ
PRIMERGYは2001年4月から施行のグリーン購入法（国等による環境物品等の
調達の推進等に関する法律）に基づく調達の2020年度基本方針（判断の基準）
に対応しています。

ϥϕϧڥ؀

˔άϦʔン੡඼
当社の厳しい環境評価基準（省資源化、リサイクル
設計、化学物質含有/使用規制、省エネルギー、環境
情報の提供など）をクリアした地球環境に配慮した、
「グリーン製品」として提供しています。

˔ઃ͔ܭΒɺճऩ·ͰɻϥΠϑαΠΫϧΛ௨ͯ͠ڥ؀อશʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

˔ISO14001
  富士通および主要な国内連結子会社において、環境マネジメントシステムISO14001の認証を取得しています。
https://www.fujitsu.com/jp/about/environment/iso14001/index.html

目標年度2021年度

ಋೖࢧ౼ݕԉɺอकαϙʔτମ੍

஍ٿʹ΍͍͞͠෋࢜௨ͷPCαʔόPRIMERGY
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Windows Server® 2022

Windows Server® 2022は、Windows Server® 2019の後継製品であり、Windows Server® 2019のすべての機能は基本的にサポートされます。
Windows Server 2019をベースに、セキュリティ強化（Secured-core Server）、Azureハイブリッド連携、アプリケーションプラットフォーム強化を
中心にエンハンスされた新バージョンのOSです。
Windows Server® 2022は、Windows Server® 2019と同様に、Datacenter、Standard、およびEssentialsの3つのエディションが提供されます。
Datacenter、StandardエディションのライセンスモデルはWindows Server® 2019と同じく、コアライセンスとなります。Essentialsエディションは、
サーバーライセンスからコアライセンスに変更となります。

○＝あり　－＝なし

Datacenter Standard Essentials

ϥイηンεϞσル ίΞϥイηンε ίΞϥイηンε ίΞϥイηンε
（10ίΞ·Ͱ）

CAL ผ్ඞཁ ผ్ඞཁ ෆཁ
（25Ϣʔβʔ·ͨ͸50σόイε）

Ծ૝インελンε਺ ແ੍ݶ 2 1

Windows Serverجຊػೳ ˓ ˓ ˓

˞ԱҬϨϓϦΧه ˓ ˓ ʵ

ԱҬεϖʔεμイϨΫτه ˓ ʵ ʵ

Software Defined Network
ωοτϫʔΫίンτϩʔϥʔ ˓ ʵ ʵ

˞ͨͩ͠ΤσΟγϣンにΑΓػೳ͕ࠩ͋Γ·͢ɻ

Datacenter Standard Essentials
ਪ঑CPU 1.40GHzҎ্ͷ x64ϓϩηοα

େ෺ཧCPU਺࠷ 64CPU
（ίΞ਺ͷ্ݶ͸ແ͠） 1CPU

খϝϞϦ༰ྔ࠷ σεΫτοϓΤΫεϖϦΤンε࢖༻࣌͸2GB 
（Server Core ࢖༻࣌͸512MB） 2GB

େϝϞϦ༰ྔ࠷ 48TB
υϥイϒ DVD-ROM（*1）
˞֤छ૷ஔͷαϙʔτঢ়گɺ࠷৽৘ใ͸Լهͷ෋࢜௨ͷαイτΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

https://www.fujitsu.com/jp/support/index.html
（*1） OEMインετʔルϝσΟΞ͸DVD-ROMͰఏ͞ڙΕ·͢ɻ

製品名 プラットフォーム 概　　要

Windows Server
2022 Datacenter

64-bit

無制限の仮想インスタンスを実行可能な、データセンターおよびプライベート
クラウド環境向けのエディションです。Datacenterエディションのみの機能と
して、記憶域スペースダイレクト、ネットワークコントローラーなどのSoftware 
Defined Network（SDN）の機能が利用できます。

Windows Server
2022 Standard

64-bit
標準で2つの仮想インスタンスを実行可能な、物理環境または、低密度な仮想環
境向けのエディションです。Windows Server 2022の基本機能を利用できます。

Windows Server
2022 Essentials

64-bit

25ユーザーまたは50デバイスまで利用可能な小規模ビジネス向けのエディショ
ンです。Windows Server 2022からはCPUライセンスからコアライセンスに変
更されました。1 CPUおよびMAX 10コアのサーバー製品で使用でき、1つの仮想
インスタンス（Essentialsエディション限定）を実行することができます。

Windows Server® 2022ΤσΟγϣϯ֓ཁ

Windows Server® 2022ΤσΟγϣϯػೳൺֱ

Windows Server® 2022ͷγεςϜཁ݅

Windows Server® 2022



63

W
indow

s Server® 2022
ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

Windows Server : The operating system that bridges on-premises and cloud.

Windows Server® 2022ͷΤϯϋϯεػೳ
ΤϯϋϯεػೳᴷηΩϡϦςΟͷڧԽ

˙ Secured-core Server
Secured-core Serverは、対応したハードウェア、BIOS、ファームウェアとOS設定によって、BIOSやファームウェアなどへの外部からの不正アクセスや、悪意
のあるコードによる情報改ざんを防ぎ、マルチレイヤレベルでサーバー内の情報を統合的に守ります。

Dynamic Root of Trust for Measurement（DRTM）に対応したプロセッサとTrusted Platform Module（TPM） 2.0を搭載することで、起動時にSystem Guard 
Secure Launchによってファームウェアの改ざんチェックを行います。また、仮想化ベースセキュリティ（VBS）技術により通常のオペレーションシステ
ムから分離してVirtual Secure Mode（VSM）を起動します。VSMはセキュアラウンチの過程で安全性を確保しながら起動し、VSM起動後は、Hypervisor-
protected code integrity（HVCI）がOSカーネルやデバイスドライバの改ざんを検出します。これらによって脆弱性によるリスクを最小限に抑え、Windows 
Serverを安全に起動します。
さらに、Credential Guardによって認証情報などの機密資産を保護することができます。

ݯి
ON

ηΩϡΞϒʔτ ϓϥοτϑΥʔϜͷ
҆શͳىಈ

υϥイόʔおΑͼ
๷ࡦޚͷ
҆શͳىಈ

Secure 
Launch

࣌ߦ࣮

Hyper-V

੔߹ੑͷূݕͱ測定

Windows Server 2022

ΞϓϦέʔγϣン

Windows Χʔωル

Windows Server
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ϑΝʔϜ΢ΣΞ / BIOS

Windows Server 2022
ϚルνϨイϠ
ηΩϡϦテΟ

ΞϓϦέʔγϣン / σʔλ

ηΩϡΞΧʔωル

H
VC

I
System GuardにΑΓ
γεテϜϒʔτ࣌ͷ
վ͟ΜΛݕग़

Credential Guard
にΑΓೝূ৘ใ΁ͷ
ΞΫηε๷ޚ

ಈ࣌にΧʔωルϞʔυͷى
ίʔυ੔߹ੑΛνΣοΫ

DRTMରԠCPU
& TPM 2.0

˙઀ଓηΩϡϦςΟͷ্޲
Windows Server 2022では接続のセキュリティも向上しています。より高速でセキュアな暗号化ハイパーテキスト転送プロトコルセキュア（HTTPS）および
トランスポート層セキュリティ（TLS） 1.3がデフォルトで有効になりました。また、業界標準のAES-256暗号化を使用してサーバー通信のセキュリティを強
化することもできます。サーバーメッセージブロック（SMB）においてAES-256の暗号化に対応し、優れたセキュリティ機能をサポートします。



64

W
indow

s Server® 2022
ύ
ι
ί
ϯ
ɾ
ύ
ʔ
ι
φ
ϧ
ϓ
Ϧ
ϯ
λ

ε
τ
Ϩ
ʔ
δ
γ
ε
ς
Ϝ

ω
ο
τ
ϫ
ʔ
Ϋ
੡
඼

ӡ
༻
ɾ
อ
क
α
ʔ
Ϗ
ε

Windows Server® 2022
Τϯϋϯεػೳᴷ AzureϋΠϒϦου࿈ܞͷڧԽ

˙ AzureͱͷϋΠϒϦου࿈ڧܞԽ
Windows server 2022においてもWindows Admin CenterによるAzureとのハイブリッド環境の機能拡張や改善が継続して行われています。また、前バージョ
ン同様、Windows Admin Center はWindows Serverにインストールされていないためマイクロソフト社サイトから別途ダウンロードが必要です。

• Azure Backup
• Azure Site Recovery
• Azure File Sync
• Azure Update Management
• Azure Monitor

Windows 
Admin Center

ΦϯϓϨϛε Microsoft Azure

Windows Admin Centerは、デザインがよりグラフィカルになり、仮想マシン関連の新機能などが大幅に改善されています。これまで拡張機能として提供さ
れていたクラスタ新規作成が標準機能として提供され、クラスタ展開が簡単になりました。さらにWindows Admin Centerの拡張機能としてコンテナの新規
作成・管理が可能となりました。

ΤϯϋϯεػೳᴷϓϥοτϑΥʔϜͷڧԽ

˙ίϯςφػೳͷΤϯϋϯε
Windows Server 2022は、Windowsコンテナのサイズが小さくなります。Windowsコンテナイメージのサイズ縮小は、ダウンロード時間短縮やパフォーマン
ス向上につながります。

˙େن໛ΞϓϦέʔγϣϯͷαϙʔτ
Windows Server 2022は、48TBメモリと64物理ソケット上で動作する2,048の論理コアを必要とする、SQL Serverなどのビジネスクリティカルで大規模なア
プリケーションに対応しています。

෋࢜௨͔Βͷఏܗڙଶ
○＝提供あり　－＝提供なし

੡඼໊ OEM ϘϦϡʔϜϥΠηϯεʢ*2ʣ Software in CSP

Windows Server® 2022 Datacenter ˓ ˓ ˓

Windows Server® 2022 Standard ˓ ˓ ˓

Windows Server® 2022 Essentials ˓ ʵ ʵ

（*2）Open LicenseҎ֎ͷϘϦϡʔϜϥイηンε（EAɺMPSAͳͲ）ͰͷఏڙͰ͢ɻ

Windows Server : The operating system that bridges on-premises and cloud.
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Windows Server® 2019

Windows Server® 2019は、「長期サービスチャネル」（Long-Term Servicing Channel：LTSC）としてリリースされるWindows Server® 2016の後
継製品です。 Windows Server® 2016をベースに、4つの分野（ハイブリッド、セキュリティ、アプリケーションプラットフォーム、ハイパーコン
バージドインフラストラクチャ）の機能を中心にエンハンスされた新バージョンのWindows Server OSです。Windows Server® 2016と同様に、
Datacenter、Standard、およびEssentialsの3つのエディションが提供されます。各エディションのライセンスモデルもWindows Server® 2016と同
じく、Datacenter、Standardがコアライセンス、Essentialsがサーバライセンスになっています。

○＝あり　－＝なし

Datacenter Standard Essentials
ϥイηンεϞσル ίΞϥイηンε ίΞϥイηンε αʔόϥイηンε

CAL ผ్ඞཁ ผ్ඞཁ ෆཁ
（25Ϣʔβʔ·ͨ͸50σόイε）

Ծ૝インελンε਺ ແ੍ݶ 2 1

Windows Serverجຊػೳ ˓ ˓ ˓

˞ԱҬϨϓϦΧه ˓ ˓ ʵ

ԱҬεϖʔεμイϨΫτه ˓ ʵ ʵ

ηΩϡϦテΟػೳ
Host Guardian Service
γʔルυ͞ΕͨԾ૝Ϛγン

˓ ʵ ʵ

Software Defined Network
ωοτϫʔΫίンτϩʔϥʔ ˓ ʵ ʵ

˞ͨͩ͠ΤσΟγϣンにΑΓػೳ͕ࠩ͋Γ·͢ɻ

Datacenter Standard Essentials
ਪ঑CPU 1.40GHzҎ্ͷ x64ϓϩηοα

େ෺ཧCPU਺࠷ 64CPU
（ίΞ਺ͷ্ݶ͸ͳ͠） 2CPU

খϝϞϦ༰ྔ࠷ 512MB
（σεΫτοϓΤΫεϖϦΤンε࢖༻࣌͸2GB） 2GB

େϝϞϦ༰ྔ࠷ 24TB 64GB
υϥイϒ DVD-ROM（*1）
˞֤छ૷ஔͷαϙʔτঢ়گɺ࠷৽৘ใ͸Լهͷ෋࢜௨ͷαイτΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

https://www.fujitsu.com/jp/support/index.html
（*1） OEMインετʔルϝσΟΞ͸DVD-ROMͰఏ͞ڙΕ·͢ɻ

製品名 プラットフォーム 概　　要

Windows Server
2019 Datacenter

64-bit

無制限の仮想インスタンスを実行可能な、データセンターおよびプライベートク
ラウド環境向けのエディションです。
Datacenterエディションのみの機能として、記憶域スペースダイレクト、シール
ドされた仮想マシンなどのセキュリティの機能、ネットワークコントローラーな
どのSoftware Defined Network（SDN）の機能が利用できます。

Windows Server
2019 Standard

64-bit

標準で2つの仮想インスタンスを実行可能な、物理環境または、低密度な仮想環
境向けのエディションです。
Windows Server 2019の基本機能を利用できます。加えて、Windows Server 
2016では、Datacenterエディションのみ利用可能だった記憶域レプリカ機能が
利用可能になりました。

Windows Server
2019 Essentials

64-bit

最大25ユーザーまたは、50デバイスまで利用可能な小規模ビジネス向けのエ
ディションです。
1つの仮想インスタンスを実行することができます。ただしEssentialsエディショ
ン限定です。

Windows Server® 2019ΤσΟγϣϯ֓ཁ

Windows Server® 2019ΤσΟγϣϯػೳൺֱ

Windows Server® 2019ͷγεςϜཁ݅

Windows Server® 2019
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ϋΠϒϦουɾΫϥ΢υ
Windows Admin CenterにΑΓɺΦンϓϨϛεڥ؀ͱɺMicrosoft
Azureڥ؀ΛγʔϜϨεに؅ཧɾӡ༻Մೳ

ηΩϡϦςΟ
ɾ  γʔルυ͞ΕͨԾ૝ϚγンͷػೳڧԽにΑΓՄ༻ੑ্͕޲
ɾ Windows Defender にお͍ͯɺ੬ऑੑରࡦͷػೳ（Exploit 

Guard）͕ ௥Ճ

Ϋϥ΢υΞϓϦέʔγϣϯϓϥοτϑΥʔϜ
ɾίンテφʔͷイϝʔδ͸ॖখ͞Εɺىಈ͕࣌ؒ୹ॖ͠ɺΑΓଟ
͘ͷίンテφʔͷಈ͕࡞Մೳに

ɾίンテφʔɺおΑͼ։ൃऀ޲けͷLinuxؔ࿈ͷػೳ͕ڧԽ͞
ΕɺΫϥ΢υڥ؀ͷΞϓϦέʔγϣンϓϥοτϑΥʔϜͱ͠ ͯਐԽ

ϋΠύʔίϯόʔδυΠϯϑϥʢHCIʣ
ɾهԱҬεϖʔεμイϨΫτͷ࠷େϘϦϡʔϜ਺͕2ഒɺετ
Ϩʔδϓʔルͷ༰ྔ͕4ഒにεέʔルΞοϓ

ɾੑೳ৘ใΛࣗಈతにऔಘ͢るػೳ͕௥Ճ͞Εɺτϥϒルͷݪ
Ҽ௥͕ٻ༰қに

Windows Server 2016 Windows Server 2019

ैདྷͷίンテφʔͷイϝʔδ

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ΞϓϦ
έʔγϣン

ίンテφʔͷイϝʔδॖখ

ετϨʔδϓʔル
1PB ετϨʔδϓʔル

4PB

Windows Server 2016ͷ
ԱҬεϖʔεμイϨΫτ構成ه

Windows Server 2019ͷ
ԱҬεϖʔεμイϨΫτ構成ه

˞1PB（Peta Byte）́  1,000TB（Tera Byte）

Microsoft Azure

ΦンϓϨϛεڥ؀

γʔルυ͞ΕͨԾ૝ϚγンΛ
ಈՄى

Ϋϥελ構成

ར༻Մ
ར༻Ϣʔβ

Guarded Host
˞SVM : γʔルυ͞ΕͨԾ૝Ϛγン

઀ଓෆՄ

Host Guardian Service
（Primary）

SVM SVM SVM

Host Guardian Service
（Fallback）

3̫2ʷ̫ 6̫4ʷ

ΤϯϋϯεػೳᴷϋΠϒϦουɾΫϥ΢υ

˙ Windows Admin Center
ローカルおよびリモートのWindows OSを管理可能なブラウザベースの管理ツールです。
オンプレミス環境とMicrosoft Azure環境（Azure VM）の一元管理も容易に行うことができます。Server CoreにおいてもWindows Admin Centerを使用する
ことでGUIによる管理が可能です。

ΤϯϋϯεػೳᴷηΩϡϦςΟ

˙ Shielded VMͷڧԽ
仮想環境のセキュリティを強化するシールドされたマシン（Shielded VM）の機能において、Hyper-Vホストの信頼性をチェックする機能（Host Guardian 
Service）を持つサーバを冗長化できるようになりました（Fallback HGS機能）。また、ホストガーディアンサービスとの通信が切断されてもシールドされた
マシンの起動が維持される機能を（Offline Mode）搭載しました。これにより、シールドされたマシンの可用性が強化されます。

˙ Windows Defenderͷػೳ௥ՃʢExploit Guardʣ
Windows Server® 2016から組み込まれているマルウェア対策の機能（Windows Defender ウイルス対策）に脆弱性緩和ツール（Enhanced Mitigation 
Experience Toolkit）を統合し、Windows OSの標準機能でマルウェア対策と脆弱性対策（Exploit Guard）ができるようになりました。
Exploit Guardは、プログラムの脆弱性を突いて進入・活動しようとするウイルスなどのプログラム実行を阻止するための機能（Exploit protection）や、
Office 365や電子メールなどを狙った攻撃に対して、ファイル起動などの動作をブロックすることができる機能（Attack surface reduction rules）を実装しま
す。ドメインやフォルダへのアクセスも制御（Network protection, Controlled folder access）することで、セキュリティ機能を強化します。

Windows Server® 2019ͷΤϯϋϯεػೳ

Windows Server : The operating system that bridges on-premises and cloud.

Windows Server® 2019
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ΤϯϋϯεػೳᴷΫϥ΢υΞϓϦέʔγϣϯϓϥοτϑΥʔϜ

˙ίϯςφʔػೳͷΤϯϋϯε
クラウドネイティブアプリケーションの実行環境であるWindowsコンテナーのコンテナーイメージのサイズが縮小されました。Windowsコンテナーの起動
時間が早くなり、より多くのコンテナーを動作することができます。
また、Linux環境での開発やデバッグで使用するCurl.exe, Tar.exe, SSHがWindows上でも実行可能になりました。

˙ Windows Subsystem for LinuxʢWSLʣ
Windows OS上でLinuxのコマンドやスクリプトを動作できる実行環境を提供します。
この機能は、システム開発の補助をするなどの開発者向けの機能として利用できます。

ΤϯϋϯεػೳᴷϋΠύʔίϯόʔδυΠϯϑϥʢHCIʣ

ԽڧೳػԱҬεϖʔεμΠϨΫτͷه˙
Windows Server® 2019では、Windows Server® 2016と比較して、記憶域スペースダイレクトで扱える最大ボリューム数が2倍の64個に、1クラスターあた
りの最大ストレージプールが4倍の4PBに拡大され、より多くのデータを保存・管理できるようになりました。
また、Windows Server® 2019では、自動で性能情報を収集する機能（Performance History for S2D）が追加されました。性能問題が発生した際には、自動収
集された情報を解析することで、問題個所の特定作業をすぐに行うことができます。
さらに、記憶域スペースダイレクトボリュームで推奨されるReFSファイルシステムも、データ重複除去機能（Data Deduplication）に対応し、データ領域を
より有効に利用できるようになりました。

෋࢜௨͔Βͷఏܗڙଶ
○＝提供あり　－＝提供なし

੡඼໊ ϓϥοτϑΥʔϜ OEM ύοέʔδ ϘϦϡʔϜϥΠηϯε
ʢ*3ʣʢ*4ʣ Software in CSPʢ*4ʣ

Windows Server® 2019 Datacenter

64-bit

˓ ʵ ˓ ˓

Windows Server® 2019 Standard ˓ （˓*2） ˓ ˓

Windows Server® 2019 Essentials ˓ ʵ ʵ ʵ

（*2）ඪ४Ͱ5CAL·ͨ͸10CAL͕ఴ෇͞Ε͍ͯ·͢ɻ
（*3）Open LicenseҎ֎ͷϘϦϡʔϜϥイηンε（EAɺMPSAͳͲ）ͰͷఏڙͰ͢ɻ
৽όʔδϣンΛख഑͠ɺμ΢ンάϨʔυͯ͠͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ࠷（4*）

Windows Server : The operating system that bridges on-premises and cloud.
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Windows Server® IoT 2019 for Storage

Windows Server® IoT 2019 for Storageは、Windows Server® 2019をベースにした、ネットワーク接続ストレージ（NAS）アプライアンスに最適な
OSです。Windows Server® をベースにしているため、Windows環境との親和性が高く、Active Directory環境にメンバーサーバとして参加できます。
またバックアップソフトやウイルス対策ソフトなどの各種ソフトウェアを搭載することも可能です。
さらに、マルチプロトコルをサポートしているため、Windows/Linux/UNIX/Macintoshクライアントの共有ファイルサーバとして、ご利用いただけ
ます。

FUJITSU Server PRIMERGYでは、Windows Server® IoT 2019 for Storage Standardインストールオプション（*）をご用意しています。
（*）ରԠػछ͸PRIMERGYγεテϜ構成ਤΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

製品名 プラットフォーム 概　　要

Windows Server
IoT 2019 for Storage Standard

64-bit

Windows Server IoT 2019 for Storage Standardはライセンスモデルがコアライ
センスとなります。
CAL（クライアントアクセスライセンス）は不要であるため、ファイルサーバへ
の接続ユーザーが増えても、追加のCAL購入は不要です。
また、実行できる仮想インスタンスは最大2つです。

Windows Server® IoT 2019 for StorageΤσΟγϣϯ֓ཁ

Windows Server® IoT 2019 for Storage

Windows Server® IoT 2019 for Storageͷಛ௕
σʔλॏෳআڈʹΑΓσΟεΫϦιʔεΛ༗ޮ׆༻
Windows Server® IoT 2019 for Storageは、Windows Server® 2019同様ボリューム上の複数のファイルからチャンク（ブロック）単位で重複部分を除去し、
ストレージの使用容量を削減する機能を提供しています。この機能によりファイルサーバ内の重複を除去し、リソースを効率よく使用することができます。

A B C M N

ϑΝΠϧ1

ϑΝΠϧ2

ϑΝΠϧ1 νϟϯΫετΞ

ϑΝΠϧ2

ϝλσʔλ
σʔλ

σʔλ

σʔλ

A B C M N

A B C X Y X Y
ϝλσʔλ

ϝλσʔλ

ϝλσʔλ

AɺBɺC ͷ
ॏෳΛ
আڈ

CALʢΫϥΠΞϯτΞΫηεϥΠηϯεʣ͕ ෆཁ
Windows Server® 2019 Standard/Datacenterでは、サーバにアクセスするユーザーまたはデバイスごとに、CAL（クライアント アクセス ライセンス）が必
要になりますが、Windows Server® IoT 2019 for Storage Standardはクライアント数に応じたCALをご用意する必要はありません。そのため導入・運用コス
トを大きく削減することが可能です。

Windows Server® 2019 Standard/Datacenter ͷ৔߹ Windows Server® IoT 2019 for Storage Standard ͷ৔߹

֤ΫϥイΞンτ͝ͱに
CAL͕ඞཁ

CAL͋Γ CAL͋Γ
CALͳ͠ CAL͋Γ

֤ΫϥイΞンτ͝ͱͷ
CAL͕ෆཁ

CALෆཁ

SMB3.1ʹΑΔߴ଎Խ
複数のNICに負荷を分散できるNICチーミングにより、ファイルサーバのパフォーマンスとファイル共有の可用性を向上できます。また、SMBダイレクトは、ネッ
トワーク転送時にCPUへの負荷をほとんどかけずに処理できます。このため、より高速なサーバパフォーマンスを提供します。

Windows Server® IoT 2019 for StorageΤσΟγϣϯ Standard Windows Server® IoT 2019 for StorageΤσΟγϣϯ Standard
େϓϩηοαιέοτ࠷ 64 ϥイηンεϞσル ίΞϥイηンε

େϝϞϦ࠷ 24TB CAL（ΫϥイΞンτΞΫηεϥイηンε） ෆཁ

େσΟεΫ਺࠷ ແ੍ݶ ར༻Ͱ͖るԾ૝インελンε਺ 2
େ઀ଓϢʔβʔ਺࠷ ແ੍ݶ

Windows Server® IoT 2019 for Storage StandardͷγεςϜཁ݅
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PRIMERGY ͕αϙʔτ͢ΔVMware੡඼

Server Virtualization
αʔόԾ૝Խ VMware vSphere, VMware vCenter Server

Software Defined Storage
ετϨʔδԾ૝Խ VMware vSAN

Network Virtualization & Security
ωοτϫʔΫͷԾ૝ԽおΑͼηΩϡϦテΟ VMware NSX Data Center

Desktop & Application Virtualization
σεΫτοϓおΑͼΞϓϦέʔγϣンͷԾ૝Խ VMware Horizon, VMware Horizon Apps

Management & Automation
Ϋϥ΢υ؅ཧおΑͼࣗಈԽ

VMware vCloud Suite, VMware Cloud Foundation
VMware vRealize Operations
VMware vRealize Network Insight

Business Continuity
Ϗδωεͷܧଓͱ֐ࡂରࡦ VMware Site Recovery Manager

VMware γϦʔζ

FUJITSU Server PRIMERGYはヴイエムウェア社の認証を取得し、安定した仮想化プラットフォームをご提供します。また、富士
通はヴイエムウェア社との長年にわたるパートナーシップと4,800社以上の導入実績があり、サーバ仮想化からストレージ仮想
化、ネットワーク仮想化まで、お客様にとって最適なソリューションをご提案します。

VMware γϦʔζ

VMware੡඼ͷ੡඼֓ཁͱಋೖϝϦοτ
VMware vSphere
αʔόԾ૝Խ
サーバ仮想化環境を提供する基本製品です。高可用性を実現する機能や
サーバリソース、ストレージ、ネットワークを効率的に活用する機能によ
り日々の運用負荷を軽減します。

ޮ཰తͳϦιʔε׆༻

ෛՙ෼ࢄ

vSphere

ESXiϗετ ESXiϗετ ESXiϗετ

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン
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VMware vSAN
ετϨʔδͷԾ૝Խ
複数の物理サーバの内蔵ディスクを1つの仮想的な共有ストレージとし
て提供する製品です。スケールアウト型ストレージのため、筐体を追加
するだけで性能と容量の拡張ができます。

ᝑମ௥ՃͰੑೳɾ༰ྔͷ֦ு

SSD SSD SSD

vSphere

ESXiϗετ ESXiϗετ ESXiϗετ

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン ᝑମ௥Ճ

֦ு

vSANσʔλετΞ

VMware NSX Data Center
ωοτϫʔΫͷԾ૝Խ͓ΑͼηΩϡϦςΟ
スイッチ・ファイアウォール・ルータ・ロードバランサなどの機能を、
ソフトウェアで提供する製品です。実際の物理ネットワークセグメント
に依存することなくネットワーク構成を変更できます。また、仮想環境
のネットワークセキュリティを強固にできます。

෺ཧωοτϫʔΫڥ؀ʹґଘ͠ͳ͍Ծ૝ωοτϫʔΫ

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

෺ཧωοτϫʔΫඇґଘ

Ծ૝Ϛγϯؒͷෆਖ਼௨৴Λ๷ࢭ

NSX Data Center
vSphere

ESXiϗετ ESXiϗετ ESXiϗετ

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

Ծ૝
Ϛγン

VMware Horizon
σεΫτοϓ͓ΑͼΞϓϦέʔγϣϯͷԾ૝Խ
デスクトップ環境の利便性、管理性、セキュリティを向上させる機能群で
す。ユーザの業務環境をサーバルームに集約し、ユーザ端末にはデータ
を残さず画面転送のみを行うため、時間と場所を選ばない働き方や情報
漏えい対策ができます。

࣌ؒ΍৔ॴΛબ͹ͳ͍ಇ͖ํͷ࣮ݱ

Ҡಈதग़ுઌ ࣗ୐

ESXiϗετ
vSphere
Horizon
Ծ૝Ϛγン

VMware vCloud Suite / VMware Cloud Foundation
Ϋϥ΢υ؅ཧ͓ΑͼࣗಈԽ
VMware vCloud Suiteは、プライベートクラウド運用における仮想マシ
ン貸出の効率化と運用業務の自動化、課金管理、システムの問題解決支援
を実現するための機能群です。管理者の運用管理負荷やコストを低減し
ます。VMware Cloud Foundationは、さらにNSX Data Center、vSANを
統合管理し、あたかも一つの製品のようにパッチ適用・アップグレード
などのライフサイクルを自動化します。

VMware Site Recovery Manager
Ϗδωεͷܧଓͱ֐ࡂରࡦ
VMware環境上のビジネスの継続と災害対策のための製品です。業務シ
ステムの復旧作業を自動化、迅速な業務再開を実現します。

VMware γϦʔζ
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FUJITSU Software Infrastructure Manager

FUJITSU Software Infrastructure Manager

Πϯϑϥӡ༻͸΋ͬͱ؆୯ʹͳΔʂ
ICTインフラ管理を統合・可視化・自動化しコストを削減

ɺߴるISM Essentialͱ͢ڙೳΛແঈͰఏػ΍ϑΝʔϜ΢ΣΞͷΞοϓσʔτࢹͷ؂ثػ ෇ՃՁ値ػೳΛఏ͢ڙるISM AdvancedΛऔΓଗ͍͑ͯ·͢ɻ

੡඼໊ ඪ४Ձ֨
ʦ੫ผʧ

Infrastructure Manager ϝσΟΞύοΫ V2 10,000 ԁ

Infrastructure Manager Advanced Edition αʔόϥイηンε V2˞ 317,400 ԁ

Infrastructure Manager Advanced Edition 1ϊʔυϥイηンε V2˞ 26,500 ԁ

Infrastructure Manager Advanced Edition 5ϊʔυϥイηンε V2˞ 132,300 ԁ

Infrastructure Manager Advanced Edition 10ϊʔυϥイηンε V2˞ 264,500 ԁ

Infrastructure Manager Advanced Edition 20ϊʔυϥイηンε V2˞ 476,100 ԁ

Infrastructure Manager Advanced Edition 100ϊʔυϥイηンε V2˞ 2,115,900ԁ

※1年間平日サポート付
＊サポート対象機器と型名の組み合わせについては、以下のシステム構成図のWEBサイトからご確認ください。

https://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
＊管理対象機器の製品（モデル）および、各管理対象機器でサポートする機能については、以下の本製品のWEBサイトからご確認ください。

http://software.fujitsu.com/jp/serverviewism/environment/

ෳࡶԽ͢Δ؅ཧΛ౷߹ͯ͠ޮ཰Ξοϓ
• サーバ、ストレージ、ネットワークスイッチなどを1つの画面で統合管理
• 異なる種類の機器やコンポーネントも共通の手順でファームウェアをアップデート
• vCenterやOpenStackから仮想マシンの情報を取得、反対にvCenterの画面にサーバなどの物理マシンの情報を表示
• APIにより、既存の管理ツールと容易に連携

ғΛͻͱ໨Ͱ೺Ѳൣڹͷঢ়ଶ΍ҟৗൃੜ࣌ͷӨثػ
• 実際のサーバラックの前にいるかのように、機器の状態をビジュアルで再現
• データセンタ・サーバルームの状態を機器のステータス情報と共に仮想的に3D表示
• 最新バージョンのファームウェアが適用されていない機器をハイライト
• ネットワークの結線情報をマップ表示

ॲཧΛࣗಈԽؒ࣌͠ۀ࡞Λେ෯ʹݮ࡟ɺૢ࡞ϛε΋๾໓
• 機器の設定情報をコピーして複数台に適用可能、機器の増設時も既存機器の設定情報から容易に複製
• 特定のイベントが発生したときに任意のスクリプトを自動で実行
• ラック単位で電力の上限値を設定可能、上限に近づくと機器のパフォーマンスを自動で制御

統
合

可
視
化

自
動
化
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富士通太郎さんの勤めているFJ株式会社では、支社のシステムを本社でま
とめて管理することになりました。
各支社にはサーバやストレージなどが10台程度あり、それらの管理を運用
花子さんが担当することになりました。
各支社のシステムを本社でまとめて管理するのに際して、運用花子さんは
考えました…。

そのようなとき、先輩の富士通太郎さんがある製品を紹介してくれました。
それが FUJITSU Software Infrastructure Manager ʮISMʯ
です。

ITثػͷ؅ཧΛҰͭʹू໿ !

˝
˙֤ITثػΛͻͱ·ͱΊに؅ཧɺγεテϜ؅ཧ͕؆୯ʂ
αʔόͩけͰͳ͘ɺετϨʔδ΍εイον΋ʂ

ʂݮ࡟؅ཧͷखؒΛ࢈ࢿ成ɺ࡞৘ใΛࣗಈతにಡΈऔΓ؅ཧදΛثػ˙
ͷঢ়ଶ͕ϏδϡΞルදࣔ͞ΕͯΘ͔Γ΍͍͢ʂثػ˙

! ங͔Βӡ༻ɾอकΛҰͭʹू໿ߏ

˝
ଆにΤʔδΣンτιϑτͷインετʔル͕ෆཁͰɺಋೖ࣌ؒΛثػ˙
୹ॖʂ

˙ෳ਺୆ͷαʔόΛҰ౓に構ஙɻ構ஙઃ定৘ใΛテンϓϨʔτԽ΋߹
Θͤͯ構ஙίετΛݮ࡟ʂ

˙ϑΝʔϜ΢ΣΞ؅ཧͱߋ৽ͷࣗಈԽͰɺอकίετΛݮ࡟ʂ

γεςϜΛ͑ݟΔԽ !
システム運用を一つに集約する中で、運用花子さんにある不安が生まれて
きました。

˝
˙ωοτϫʔΫثػɺαʔόͷ݁ઢ৘ใɺԾ૝Ϛγンͷ઀ଓ৘ใΛऩू
͠ɺωοτϫʔΫਤͱͯ͠දࣔɻωοτϫʔΫͷอकίετΛݮ࡟ʂ

˙ϥοΫ಺ثػͷ೤෼෍ɺফඅిྗ෼෍ΛՄࢹԽɻ೤ͩ·Γ΍ফඅి
ྗ෼෍ͷภΓΛҰ໨Ͱ؆୯に೺Ѳʂ

͓͢͢Ίར༻έʔε

ͱͰɺ؅ཧιϑτ͕͝ثػ֤
ҟͳるͷ͸େม

Λͻͱ·ͱΊにࣾࢧ֤
ද͍ࣔͨ͠

構ங΍อकΛҰ୆ͣͭ
ͷ͸େม͏ߦ

Λͻͱ·ͱΊにࣾࢧ֤
ද͍ࣔͨ͠

Λ·ͱΊͯثػ
؅ཧ͍ͨ͠

構ங΍อकΛҰ୆ͣͭ
ͷ͸େม͏ߦ

୆਺͕ଟ͍෼ɺωοτϫʔΫ΍
ిྗͳͲ؅ཧ͕େมͰ͸ʜ

୆਺͕ଟ͍ͱɺిྗ΍Թ౓΋
にʜࡶに͠ͳ͍ͱʜωοτϫʔΫ͕ෳؾ

FUJITSU Software Infrastructure Manager
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Deploy
サーバの初期セットアップや、自動インストール、大量展開などを『迅速』・
『安心』・『確実』に行うことをサポートします。

Control
ハードウェアの状態監視などのサーバ各機能を統合し、『簡単』・『効果的』
にサーバの集中管理を行うことをサポートします。

Dynamize
物理・仮想を含めたリソースの有効活用、導入から運用・保守の自動化・
可視化、ネットワークの可視化など、既存のシステム管理製品に集中管理
することで、『簡潔』・『効果的』なICT運用をサポートします。

Maintain
システムの状態に関係なく、『いつ・どこから』でもサーバの制御が可能で
す。これにより、サーバの遠隔地からのトラブル対応や、アップデートな
どのメンテナンスを行うことをサポートします。

Integrate
富士通Systemwalkerだけではなく、他社の管理ソフトウェアとも高い親
和性を持っており、『シームレス』に連携することでICT統合をサポートし
ます。

Server Setup　αʔόηοτΞοϓ
ServerView Installation Manager
サーバの初期導入や再構築時に、OSおよびサーバ管理ソフトウェアのイン
ストール作業とセットアップ作業を簡単・容易にするソフトウェアです。
遠隔地からのリモートインストールなど、利用者の形態に合せた導入をサ
ポートします。

FUJITSU Software ServerView® Suite

FUJITSU Software ServerView Suite ͱ͸
ServerView Suiteは、ICTシステム運用に必要となる「Deploy」・「Control」・
「Dynamize」・「Maintain」・「Integrate」の全ての運用サイクルを支援する
システム統合管理ツール群です。
運用管理業務や導入業務の負担軽減を実現します。

ʮਝ଎ʯɾʮ҆৺ʯɾʮ࣮֬ʯ

ServerView Suite 5ͭͷϑΣʔζ

Deploy

FUJITSU Software ServerView® Suite
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FUJITSU Software ServerView® Suite

Server Monitoring and Control　αʔόࢹ؂
ServerView Operations Manager
ServerViewAgents / CIM Provider
FANやHDDなどシステムダウンの原因となる前兆やサーバ異常を確実に監
視し、安定した運用を実現します。複数台サーバの状態を一目で把握でき
るグラフィカルなユーザーインターフェースを提供します。

˙ ServerView System Monitor
自サーバのステータス情報（CPU・メモリ・HDDなど）が確認でき、異
常検知時に、メールやビープ音、ポップアップモニタで異常を通知し
ます。

ServerView Event Manager
監視対象のサーバに出力されるイベントメッセージ情報を管理します。シ
ステムに異常が発生すると、メールなど（注1）でアラームを自動的に通知し
ます。
（注1）SNMPトラップ転送・ポップアップ通知・プログラム実行・パトライト連携も可。

ServerView RAID Manager
アレイコントローラ（RAID コントローラ）や内蔵ディスク、ロジカルドラ
イブの監視、管理、メンテナンス、および設定を行います。
ServerView Event Managerにより、メールやポップアップ通知などを行
います。

Capacity Management　ΩϟύγςΟ؅ཧ
ServerView Threshold Manager
物理環境や仮想環境における、CPU ・メモリ等のパフォーマンス異常を監
視します。

Power Management　ిྗ؅ཧ
ServerView Power Monitor
電力消費量を1時間から、最長12ヶ月の単位でグラフ表示できます。日々
の消費電力を見える化し、電力運用の計画に役立てることで、電力コストの
削減に繋げることができます。
ServerView Inventory Managerを使用することで、消費電力情報のエクス
ポートも可能です。

ServerView Power Consumption Manager ʢin iRMCʣ
サーバの省電力設定など、電力制御機能を提供します。

Storage Support　ετϨʔδࢹ؂
Storage Management
ETERNUS DX60 ・DX80 ・DX90 ・DX S2シリーズのストレージアレイを対
象にした、システム情報と状態監視機能をサポートしており、ServerView 
Operations Managerに統合することができます。

Infrastructure Manager　Πϯϑϥ؅ཧ ༗ঈΦϓγϣϯʢແঈ൛͋Γʣ

FUJITSU Software Infrastructure Manager
インフラ機器の、管理の統合、異常状態やパフォーマンス情報の可視化、設定の自動化機能により、ICTインフラの運用をより一層簡単にします。
＊Infrastructure Managerの一部の機能が、Dynamizeをカバーします。

ʮ؆୯ʯɾʮूதʯ

Control

Dynamize

ʮ؆ܿʯɾʮࣗಈʯ

ೝੑͷΑ͍ ServerView Operations Managerࢹ

͸P.71Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻࡉৄ
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Remote management　ϦϞʔτ؅ཧ
ServerView Remote Management

˙ Remote Management ControllerɿiRMC
サーバ本体のシステムボード上に標準搭載（注2）されているリモート管理
機能で、遠隔地からLANネットワークを介し、サーバ状態の確認や設定、
電源制御を行います。
1）サーバの省電力設定など、電力制御機能を提供します。
2）  管理対象サーバのCPU ・ファン・メモリ・RAIDなどの監視や、シス
テムイベントログの確認ができます。

3）遠隔地のサーバコンソールを操作することが可能です。
また、障害発生時のスクリーンショットが採取できます。
ʲϏσΦϦμイϨΫγϣンػೳ（஫3）ʳ

4）  手元のメディア（CD ・DVD-ROMなど）を、遠隔地のサーバにマウン
トすることができます。
ʲόʔνϟルϝσΟΞػೳ（஫3）ʳ

（注2）一部機種を除きます。
（注3）  Remote management Controller Upgrade［有償オプション］の手配が別途必要で

す。ブレードサーバは標準添付です。

˙ ServerView Management Blade
ブレードシャーシ背面に搭載されるマネジメントブレードの管理画面で
あり、ブレードシャーシとシャーシ内各モジュールの監視・管理設定を
行います。

Update Management　Ξοϓσʔτ؅ཧ
ServerView Update Manager
ServerView Download Manager
ServerView Repository Manager
ServerView Operations Managerに管理されている対象サーバに対して、
BIOS・ファームウェア等をネットワーク経由でアップデートします。

ServerView Update Manager Express
BIOS ・ファームウェアなどをローカルアップデートします。

Performance Measurement ύϑΥʔϚϯεࢹ؂
ServerView Performance Manager
ネットワーク・ CPUの負荷率や、メモリ・ディスクの使用率を監視しリソー
スの負荷状態をグラフ化します。ボトルネックになっている高負荷コンポー
ネントの特定を容易にします。

Investigation　αʔόௐࠪ
ServerView Asset Management 
サーバのデータ管理、障害原因の究明やサーバの動作確認ができます。
˙ ServerView Archive Manager
定期的にアーカイブ情報を採取し、異常時の情報と正常時の情報を比較
することで問題を特定します。

˙ ServerView Inventory Manager
ハードウェアやファームウェア、ドライバなどのシステム構成情報や、
パフォーマンス・消費電力などの運用データをレポーティングします。
（PDF・CSV・ODBC・SQL形式）

ServerView PrimeCollect
サーバのハード・ソフトウェアの情報を一括収集します。

Inspection　αʔόࠪݕ
ServerView Online Diagnostics
サーバコンポーネントのテストが実施でき、通常運用では検出できない
異常を検出します。
負荷テストを実施することで、異常の有無が検証できます。

Customer Self Service ʢCSSʣ
˙ ServerView Local Service Panel

CSSコンポーネントの故障をランプでお知らせします。
最新のFUJITSU Server PRIMERGYでは、サーバの前面に標準搭載（注4）され
ています。
（注4）一部機種を除きます。

embedded LifeCycle Management
ϥΠϑαΠΫϧ؅ཧ ༗ঈΦϓγϣϯ

eLCM Activation License
PRIMERGY製品の導入・運用・メンテナンスまでライフサイクル全体に渡っ
て管理が可能な機能を提供します。

• アップデート管理
アップデート操作の手間を軽減（自動化）

• ログデータ管理
ログ収集の手間を軽減（自動化）リモート環境からの収集にも対応

• イメージ保存
microSDカードに保存したisoイメージからの起動が可能

ʮ͍ͭʯɾʮͲ͔͜ΒʯͰ΋

Maintain

Ϩϙʔτग़ྗྫ
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FUJITSU Software ServerView® Suite

ServerView Integration Packs　Ұ؅ݩཧ
ServerView Integration Packs 
FUJITSU Software Systemwalkerや他社のシステム運用管理ソフトウェア
との連携を実現します。ServerView Integration Packsは以下の管理ソフ
トウェアに統合することができます。

• FUJITSU Software Systemwalker
• Microsoft System Center Operations Manager
• Microsoft System Center Configuration Manager
• Microsoft System Center Virtual Machine Manager
• Microsoft System Center Pro Packs
• VMware vCenter Server
• Nagios
• Icinga
• HP Operations Manager
• HP Systems Insight Manager
• IBM Tivoli TME 10 Framework TE/C
• IBM Tivoli NetView

PRIMERGYの障害情報表示確認済み管理ソフトウェア
• 日立製作所　JP1
• 野村総合研究所　Senju Operation Conductor

ύτϥΠτ࿈ܞ
サーバの異常を、管理者に異常の発生を迅速に通知するため、光や音で異常
を通知します。ServerView Operations Managerに制御プログラムを無償
で同梱しておりますので、パトライト社の警告灯を導入すればすぐにご利
用いただけます。

ʮγʔϜϨεʯ

Integrate

ServerView Suite ੡඼ମܥਤ

Fast Easy Reliable Centralized Easy Efficient Simple Sophisticated Efficient In any state At any place Seamless Manage uniformly

Deploy Control Dynamize Maintain Integrate

Server Setup
αʔόߏங

⿟ SV Installation Manager
⿟ SV Scripting Toolkit

Server Monitoring and 
Control αʔόࢹ؂

⿟ SV Operations Manager※

⿟  SV Agentless Service / 
CIM Provider

⿟ SV Agents※

⿟ SV System Monitor※

⿟ SV Event Manager※

⿟ SV RAID Manager※

Capacity Management
ΩϟύγςΟʔ؅ཧ

⿟ SV Threshold Manager※

Power Management
ిྗ؅ཧ

⿟ SV Power Monitor※

⿟  SV Power Consumption 
Manager （in iRMC）

Storage Support
ετϨʔδࢹ؂

⿟ Storage Management※

• Monitoring
• Events

Infrastructure Manager
Πϯϑϥ؅ཧ

●  FUJITSU Software 
Infrastructure Manager 
Essential

⿟  FUJITSU Software 
Infrastructure Manager 
Advanced

Remote Management
ϦϞʔτ؅ཧ

⿟  Remote Management Controller 
（iRMC）
⿟  Remote Management Controller 

Upgrade
⿟ SV Management Blade

Update Management
Ξοϓσʔτ؅ཧ

⿟ SV Update Manager※

⿟  SV Update Manager Express※

⿟ SV Download Manager※

⿟ SV Repository Manager※

Performance Measurement
ύϑΥʔϚϯεଌఆ

⿟ SV Performance Manager※

Investigation αʔόௐࠪ

⿟ SV Asset Management※

⿟ SV Archive Manager※

⿟ SV Inventory Manager※

⿟ SV Prime Collect

Inspection αʔόࠪݕ

⿟ SV Online Diagnostics※

⿟ SV Customer Self Service
⿟  Local Service Panel 
（CSSパネル）

embedded LifeCycle Management
ϥΠϑαΠΫϧ؅ཧ

⿟  eLCM Activation License

SV Integration Packs
⿟  FUJITSU Software 

Systemwalker
⿟Microsoft SCOM
⿟Microsoft SCCM
⿟Microsoft SCE
⿟Microsoft SC PRO Packs
⿟ VMware vCenter Server
⿟Nagios
⿟ Icinga
⿟HP Operations Manager
⿟  HP Systems Insight 

Manager

⿟標準機能
⿟有償機能

※Remote Management Controller（iRMC）、FUJITSU Software Infrastructure Managerに統合されます。

ServerView Suite Φϓγϣϯ੡඼
˙ eLCM Activation License
˙ϦϞʔτϚωδϝンτίンτϩʔϥΞοϓάϨʔυ

VMware vCenter ServerͰͷPRIMERGYදࣔྫ
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富士通太郎さんは、FJ株式会社のシステム部門に勤めて
います。
今度、FJ株式会社は全国にファストフード店を展開する
ことになりました。各店舗に配置されるサーバ担当に
なった富士通太郎さんの、忙しい日々が始まります…。

ServerView Installation ManagerͰαʔόΛҰׅల։

今、富士通太郎さんは毎日、各店舗に配置されるサーバの構築作業をして
います。
全店舗分のサーバ構築は、さすがに数が多いのでなかなか終わりそうじゃ
ありません…。

͜ͷΑ͏ͳ࣌ɺ
ʰServerView Installation Managerʱ͕Φεεϝʂ

˙ෳ਺αʔόΛಉ࣌にҰׅͯ͠構ங͢るͷͰɺઃ定ϛεΛ௿ݮʂ

ServerView Operations ManagerͰαʔότϥϒϧΛ
ະવ๷ࢭʂ

無事サーバの展開が完了した富士通太郎さん。
次にサーバを運用するために、監視をすることになりました…。

͜ͷΑ͏ͳ࣌ɺ
ʰServerView Operations Managerʱ͕Φεεϝʂ

োͷ༧ஹ΍αʔόҟৗ͕ൃੜ͢るͱɺ؅ཧऀにϝʔルͳͲͰނ˙
௨஌ʂ

˙཭Εͨ৔ॴに͋る֤αʔόΛ·ͱΊͯࢹ؂ʂ

ServerView System MonitorͰ؆୯ࢹ؂ʂ

困ったことに、ネットワークが外部とつながっていない店舗がありました。
そこで富士通太郎さんは店員にサーバの監視をしてもらおうと考えました
が、店員はサーバにあまり詳しくありません…。

͜ͷΑ͏ͳ࣌ɺ
ʰServerView System Monitorʱ͕Φεεϝʂ

˙ IPͳͲͷෳࡶͳઃ定͕ෆཁʂ
˙ϏʔϓԻͰ௨஌͢るͷͰɺҟৗൃੜ͕Θ͔Γ΍͍͢ʂ

Remote Management Controller UpgradeͰ
ࣗ༝ࣗࡏʹԕִૢ࡞ʂ

何かサーバに異常があるたびに出張するのはとても大変です。
そこで、富士通太郎さんは、サーバを遠隔操作できないものかと考えま
した。

͜ͷΑ͏ͳ࣌ɺh Remote Management Controller
Upgradeʱ͕Φεεϝʂ

˙·るͰ໨ͷલにαʔό͕͋る༷にɺΫϥイΞンτPCͰαʔόͷૢ࡞
͕Ͱ͖·͢ʂ

˙ΫϥイΞンτPCͷDVDυϥイϒ΍ISOイϝʔδΛͯͬ࢖ɺαʔόに
インετʔル͕Ͱ͖·͢ʂ

富士通太郎さんは、ServerView Suiteを活用することで、店舗サーバ管理
を軌道に乗せることができました。
富士通太郎さんのサーバ運用の日々はまだまだ続きます。

数年後、後輩がサーバ運用の集約を担当することになりますが、それはま
た次のお話で…。

͓͢͢Ίར༻έʔε

Ұ୆Ұ୆αʔόΛ構ங͢るͷ͸ɺ
͕͔͔࣌ؒͬͯେมʂ

͜Εͩけ਺͕͋るͱɺ
ઃ定ϛεΛ͠ͳ͍͔৺഑

ো͔ͯ͠ΒͰ͸ͳ͘ɺނ
ো͢るલにରԠ͍ͨ͠ނ

֤ళฮに͋るαʔόΛ
·ͱΊ͍ͯͨ͠ࢹ؂

োͷ༧ஹ΋Θ͔る͠ɺނ
·ͱΊͯࢹ؂Ͱ͖る͔Β
ͱͯ΋ศརʂ

！
؅ཧαʔό
ServerView

Operations Manager

ର৅αʔόɹServerView Agentsࢹ؂

！！！
Beep! ҟৗൃੜ̇

࣌ؒͱお͕ۚ
͔͔ͬͯେม

ଞͷਓにૢ࡞Λお͍͢ئるͷ͸ɺ
ϛε͕ੜͦ͡͏Ͱ৺഑

BIOSͷૢ࡞΋Ͱ͖ͯɺ
ͱͯ΋ศར
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෺ཧڥ؀ɾԾ૝ڥ؀ɾΫϥ΢υ্ڥ؀ͷେ੾ͳσʔλΛอ͢ޢΔ3ͭͷʮArcserveʯ
Arcserve UDP
؆୯͞Λ௥ͨ͠ٻΠϝʔδόοΫΞοϓιϑτ΢ΣΞ
専門知識がなくても、簡単な操作でサーバ全体を丸ごとディスクへバッ
クアップでき、システム復旧やファイル単位の復旧も簡単に行えます。
また、仮想環境のバックアップ、遠隔地へのデータ転送による災害対策、
仮想スタンバイによる早期業務再開といった、近年必要とされるデー
タ保護の用途にも適しています。本製品はこの他にも、永久増分バッ
クアップ機能、データの重複排除機能も標準搭載しています。

 Arcserve Backup
ETERNUSͱͷ਌࿨ੑʹ΋༏ΕͨϑΝΠϧϨϕϧόοΫΞοϓ
ιϑτ΢ΣΞ
ファイル/フォルダ単位、またはデータベース単位のバックアップを可
能とし、多くの物理/仮想環境が混在した環境でも、きめ細かく運用・
管理できます。また、FUJITSU Storage ETERNUSとの親和性に優れ、LT 
シリーズを用いたテープへの長期保管や、AB/HBシリーズやAX/HXシ
リーズの筐体内高速コピー機能と組み合わせたデータ保管も可能です。

Arcserve Replication
ԕִ஍΁΄΅ϦΞϧλΠϜʹσʔλΛෳ੡
定期的に実施するバックアップに比べ、より新しいデータの保護が可
能です。障害発生時には複製先のマシンに接続するだけで、業務を再
開できます。また、ネットワーク負荷に応じた帯域幅の制御により、災
害対策ソリューションとして活用できます。

PRIMERGYͰಋೖ࣮੷No.1ɻ͋ΒΏるχʔζにԠ͑る౷߹όοΫΞοϓɾϦΧόϦιϦϡʔγϣン

Arcserve® γϦʔζ
富士通は、PRIMERGY環境のデータ保護をArcserveシリーズで実現するソリューショ
ンを提供しており、FUJITSU Integrated System PRIMEFLEXといった、ハイパーコン
バージドインフラストラクチャー（HCI）の仮想マシンのバックアップにも対応してい
ます。今や企業にとってデータのバックアップは、災害や障害の他にもランサムウェ
ア等によるデータの損失を防止し、事業を継続する上で必要不可欠となっています。
Arcserveシリーズは、企業のシステム運用形態に合わせて大切なデータを保護します。

঎඼໊ ಛ௕ ໊ܕ
ඪ४Ձ֨
ʦ੫ผʧ

౷߹঎඼

Arcserve UDP 8.0 Premium Edition - 
Socket

UDP （Advanced Edition）ɺBackupɺReplication（ϑΝイルαʔό൛）
ͷ֤঎඼͕શͯར༻Մೳ B5142CPBC 217,000ԁ

Arcserve UDP 8.0 Premium Plus Edition -
Socket

Premium EditionͰఏ͍ͯ͠ڙるػೳにՃ͑ɺReplicationͱHigh 
Availabilityͷશͯͷػೳ͕ར༻Մೳ B5142X34C 300,000ԁ

୯ମ঎඼

Arcserve UDP 8.0 Advanced Edition - 
Server

؆୯͞Λ௥ͨ͠ٻイϝʔδόοΫΞοϓιϑτ΢ΣΞ B51429RBC 108,500ԁ

Arcserve Backup 19 for Windows ETERNUSͱͷ਌࿨ੑに΋༏Εɺお٬༷ͷχʔζに߹Θ͖ͤͯΊ͔͘ࡉ
σʔλอޢΛՄೳͱ͢るɺϑΝイルϨϕルόοΫΞοϓιϑτ΢ΣΞ B5140JABC 168,800ԁ

Arcserve Replication 18.0 for Windows 
Standard for File Server

຿αʔόͷσʔλΛɺ́ۀ ΅ϦΞルλイϜͰϦϞʔταʔόにෳ੡ B5141HS9C 107,800ԁ

ओཁ঎඼ϥΠϯφοϓ

ؙ͝ͱ
όοΫΞοϓ

Ϋϥ΢υ౳ͷԕִ஍΁ͷ
σʔλసૹ

テʔϓอ؅

Ծ૝Ϛγン

Windows/
Linuxαʔό

όοΫΞοϓαʔό

ԕִ஍ͷϚγン
（Windows）

৽͞ΕͨσʔλΛߋ
ϦΞルλイϜにෳ੡

຿Ϛγンۀ
（Windows）

؅ཧ ؅ཧ

όοΫΞοϓ

Ծ૝Ϛγン୯Ґ/ϑΝイル୯Ґ/
σʔλϕʔε୯ҐͰͷ
όοΫΞοϓɾϦετΞ

Ծ૝Ϛγン

Windows/
LinuxϑΝイル

όοΫΞοϓαʔό

σʔλϕʔε
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՝ۚ୯Ґ ੡඼ΤσΟγϣン ৽نඪ४Ձ֨ʦ੫ผʧ / ߋ（1˞）໊ܕ৽ඪ४Ձ֨ʦ੫ผʧ / （1˞）໊ܕ ServerProtect
ར༻ݖ

ʦαʔό՝ۚʧ

Deep Security Agent Enterprise 213,000ԁ /  E51455CJCA 106,500ԁ / E51455CJTA ෇ଐ（˞2）
Deep Security Agent Virtual Patch 125,000ԁ / E51455CPCA 62,500ԁ / E51455CPTA
Deep Security Agent System Security 107,000ԁ / E51455CQCA 53,500ԁ / E51455CQTA
Deep Security Agent ウイルス対策 98,000ԁ / E51455CKCA 49,000ԁ / E51455CKTA ෇ଐ（˞2）

ʦCPU՝ۚʧ Deep Security Virtual Appliance Enterprise 400,000ԁ / E51455CLCA 200,000ԁ / E51455CLTA
Deep Security Virtual Appliance ウイルス対策 160,000ԁ / E51455CMCA 80,000ԁ / E51455CMTA

ʦCPU՝ۚʧ
（εイʔτ） Deep Security Enterprise Suite 630,000ԁ / E51455CTTA 315,000ԁ / E51455CTKA ෇ଐ（˞2）

※1：価格テーブル Aランク（最低数量）の例　  ※2：Deep Securityで許諾されたサーバ数の範囲で「ServerProtect for Windows / Linux」の利用に替えることが可能

●Deep Securityは、富士通SupportDesk対象製品です。
また、最新パターンファイル提供を含む一年間のトレン
ドマイクロ社スタンダードサポートが付属しています。
●次年度以降の契約更新する場合、更新の度に更新製品
を購入します。

αʔόͷೖ͔ޱΒग़ޱ·Ͱɺଟ૚తʹ๷ޚʂ

৵ೖ ֎෦αΠτ
࿙͍͑

αʔό಺
஌ݕܸ߈

ଞαʔό
ܸ߈

ෆਖ਼ϑΝΠϧ
ઃஔ

੬ऑੑରࡦ
（IDS/IPS/WAF） ΢イルεରࡦ มࢹ؂ߋ

ηΩϡϦテΟϩά
ࢹ؂

ϑΝイΞ΢ΥʔルWeb
Ϩϐϡテʔγϣン

ΞϓϦέʔγϣン
ίンτϩʔル

ೖޱ　‎ ग़ޱ ‎Deep Security

ServerProtect

αʔόηΩϡϦテΟにඞཁͳػೳΛ
オールインワン提供

WRS

΢イルεରࡦͷΈ๷͛·ͤΜ ஌Ͱ͖ͳ͔ͬͨϚル΢ΣΞ͕͋ͬͨ৔߹ɺ๷͛·ͤΜݕ

՝ۚ୯Ґ ੡඼໊ ৽نඪ४Ձ ʦ֨੫ผʧ / ໊ܕ ৽ඪ४Ձߋ ʦ֨੫ผʧ / ໊ܕ
αʔό՝ۚ Server Protection for Windows 69,000ԁ / E514C507C 34,500ԁ / E514C50QK 

΢イルεײછ΍੬ऑੑܸ߈ͳͲͷڴҖ͔ΒɺαʔόΛ๷͠ޚ·͢ɻ

Trend Micro Deep Security
●企業向けのサーバ用セキュリティ対策製品です。基本的なウイルス対策機能に加え、脆弱性対策や
変更監視、ログ監視等、サーバ保護に求められる統合的なセキュリティ対策機能を提供します。

●Windows、Linux、Solarisなど幅広いOSに対応し、物理/仮想/クラウドの環境を統合的に管理、
保護可能です。VDI環境やPCIDSS認定取得等でも活用されています。
●物理/クラウドサーバにAgentを導入する［サーバ課金］と、vSphere環境をエージェントレスの

Virtual Applianceで保護する［CPU課金］の2つの製品エディションがあります。

 PowerChute Business Edition Basic 
本製品は、コンピュータ本体装置に接続されたUPS（無停電電源装置：Smart-UPS）と組み合わせて
使用する電源管理ソフトウェアで、UPSの状態監視やスケジュール運転などの機能があります。各
UPSを監視するエージェント、エージェントの情報を集約管理するサーバ、管理用インターフェース
を提供するコンソールからなる三層構成を採用しており、直感的で使いやすい管理コンソールから、
Linuxサーバも含めた電源システムの統合管理を行うことができます。不慮の停電や電源異常が発
生し、UPSがバッテリ運用になった時に、安全にアプリケーションを終了し、OSをシャットダウン
してからコンピュータの電源を切断することができます。また、毎日決まった時刻にコンピュータ
の電源をON/OFFするスケジュール運転も可能です。

੡඼໊ ໊ܕ ඪ४Ձ֨ʦ੫ผʧ

PowerChute Business Edition v10.0 B5140R57C 16,900ԁ

֤ΤσΟγϣンͰ
ར༻Ͱ͖るػೳ

΢イルεରࡦʴWeb
Ϩϐϡテʔγϣン

੬ऑੑରࡦ
（Ծ૝ύον）

ϑΝイΞ
΢Υʔル

มࢹ؂ߋʴΞϓϦ
ίンτϩʔル

ηΩϡϦテΟ
ϩάࢹ؂

Enterprise ˔ ˔ ˔ ˔ ˔
Virtual Patch ˔ ˔
System Security ˔ ˔
ウイルス対策 ˔
Enterprise Suite શػೳおΑͼAgent / Virtual Applianceͷ྆ํΛར༻Մ
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